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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
一
巻

第
一
号
・
昭
和
五
十
年
一
月

昭
和
四
十
九
年
八
月
十
九
日
受
付

佐
々
木
中
沢
と
佐
々
城
朴
安
l

文
政
壬
午
女
囚
解
剖
を
め
ぐ
っ
て
ー

東
北
大
学
教
授

山

形

倣

一
、
ま
え
が
き

仙
台
藩
で
始
め
て
人
体
解
剖
の
行
な
わ
れ
た
の
は
寛
政
十
年
(
一
七
九
八
)
十
二
月
十
九
日
の
こ
と
で
、
仙
台
藩
医
員
(
南
蛮
和
蘭
流
外
科
〉

木
村
寿
禎
安
定
が
七
北
悶
刑
場
で
自
ら
刑
毘
を
解
剖
し
て
供
養
碑
を
建
て
た
。
杉
田
玄
白
ら
の
小
塚
原
観
臓
に
お
く
れ
る
乙
と
二
十
七
年
で
あ

る
。
寿
禎
は
父
寿
程
の
死
亡
し
た
翌
寛
政
六
年
二
十
一
歳
で
長
崎
に
行
き
、
楢
林
重
兵
衛
に
従
学
、
三
年
間
の
留
学
を
終
へ
て
帰
国
し
た
ば
か

( 1 ) 

り
の
血
気
壮
ん
な
二
十
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
寿
禎
は
三
十
歳
よ
り
罪
を
得
て
城
番
に
属
し
、
閑
居
十
一
年
、
父
寿
程
の
よ
う
に
近
習
医
に
任

ぜ
ら
れ
る
ζ

と
も
な
く
、
無
役
の
ま
ま
天
保
五
年
(
一
八
三
四
)
四
月
六
日
六
十
一
歳
で
投
し
て
い
る
。

次
い
で
仙
台
藩
で
行
な
わ
れ
た
人
体
解
剖
は
文
政
五
年
(
一
八
二
二
〉
六
月
二
十
九
・
三
十
日
の
乙
と
で
、
木
村
寿
禎
に
お
く
れ
る
乙
と
二

十
四
年
、
小
塚
原
観
織
に
お
く
れ
る
乙
と
五
十
二
牛
で
あ
る
。

乙
の
と
き
の
解
剖
記
録
は
、
正
式
に
は
仙
台
溶
医
学
校
外
科
教
授
の
佐
々
木
中
沢
が
記
載
し
、
自
国
山
仙
江
の
描
い
た
附
図
を
附
け
て
、
「存

真
図
版
」
と
題
し
、
医
学
校
を
通
じ
て
伊
達
家
の
書
庫
に
収
め
ら
れ
た
。

乙
の
と
き
中
沢
の
同
僚
と
し
て
刑
場
に
臨
ん
だ
婦
人
科
教
授
の
佐
々
城
朴
安
も
私
的
記
録
を
つ
く
り
、
新
妻
鳴
鶴
に
写
生
図
を
描
か
せ
て
附

図
と
し
、
「
解
体
補
義
」
と
題
し
て
家
蔵
し
て
い
た
。

中
沢
は
文
政
八
年
三
月
医
学
校
を
退
職
し
た
後
、
舌
禍
の
た
め
郷
里
一
聞
に
扉
居
す
る
ζ

と
三
年
、
ゆ
る
さ
れ
て
仙
台
の
町
医
師
と
な
っ
た



が
、
弘
化
三
年
四
月
一
日
五
十
七
歳
で
投
し
た
。
し
か
る
に
、
朴
安
は
文
政
十
三
年
よ
り
教
授
在
職
の
ま
ま
御
中
奥
詰
、
天
保
三
年
よ
り
番
医

師
近
習
に
進
み
、
文
久
元
年
三
月
七
日
七
十
七
歳
で
現
し
て
い
る
。

乙
の
よ
う
に
、
寿
禎
と
中
沢
の
後
半
生
の
類
似
し
て
い
る
こ
と
と
、
中
沢
と
朴
安
の
晩
年
の
全
く
対
照
的
な
こ
と
は
注
目
す
べ
き
と
と
で
あ

ろ
う
。

ニ
、
佐
々
木
中
沢
と

「
存
真
図
肢
」

佐
々
木
中
沢
は
寛
政
二
年
一
関
在
の
上
黒
沢
村
に
生
れ
、
韓
は
知
芳
、
蘭
唱
と
号
し
、
郷
里
一
関
の
藩
医
建
部
清
庵
由
水
に
学
び
、
文
化
十

二
年
(
一
八
一
五
〉
二
十
五
歳
の
と
き
江
戸
の
大
槻
玄
沢
、
桂
川
甫
賢
に
学
ん
だ
。
中
沢
は
玄
沢
が
寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
訳
述
し
た
「
蕩

医
新
書
」
の
原
本
で
あ
る
ハ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
を
与
え
ら
れ
て
文
政
四
年
十
月
「
場
訳
八
刺
精
要
」
三
巻
を
訳
述
し
、
文
政
八
年
出
版
し
た
。

ま
た
、
中
沢
は
甫
賢
よ
り
与
え
ら
れ
た
ゴ
ル
テ
ル
の
外
科
書
を
訳
述
し
て
文
政
五
年
二
月
「
湯
科
精
選
」
二
十
巻
を
完
成
し
た
が
、
乙
れ
は
出

版
さ
れ
な
か
っ
た
。
因
み
に
甫
賢
よ
り
ゴ
ル

テ
ル
の
内
科
書
を
与
え
ら
れ
た
字
国
川
玄
随
機
園
は
寛
政
五
年
「
西
説
内
科
選
要
」
を
著
わ
し

た
。
と
れ
は
西
洋
内
科
書
の
鳴
矢
で
あ
る
。

江
戸
留
学
時
代
に
こ
れ
だ
け
の
輝
や
か
し
い
業
績
を
挙
げ
た
中
沢
は
、
桂
川
甫
賢
と
大
槻
玄
沢
の
推
薦
を
受
け
て
文
政
五
年
(
一
八
二
二
〉

三
月
、
三
十
三
歳
の
壮
齢
で
仙
台
藩
医
学
校
外
科
教
授
と
し
て
仙
台
に
着
任
し
た
。
中
沢
は
、
同
年
六
月
二
十
九
日
女
囚
を
解
剖
し
て
、
周
年

(2) 

七
月
十
五
日
「
存
真
図
版
」

一
巻
を
著
わ
し
、
次
い
で
同
年
十
月
西
国
に

コ
レ
ラ
の
流
行
し
て
い
る
乙
と
を
伝
聞
し
て
、
同
年
十
一
月
「
壬
午

天
行
病
説
」

一
巻
を
出
版
し
た
。
ま
と
と
に
陸
自
す
べ
き
活
躍
ぷ
り
で
あ
る
。

「
存
真
図
版
」
に
は
仙
台
務
医
学
校
学
頭
渡
部
道
可
弘
光
の
序
文
(
文
政
五
年
七
月
〉
と
内
科
教
授
渋
谷
順
安
隆
治
の
政
文
(
文
政
五
年
十

二
月
)
が
あ
り
、
女
囚
解
剖
の
正
式
記
録
と
し
て
医
学
校
を
経
て
伊
達
家
の
書
庫
に
収
め
ら
れ
た
。

存
真
図
版
序
の
な
か
で
渡
部
道
可
は
、

「
文
政
壬
午
春
三
月
余
薦
為
医
学
教
授
、
越
六
月
有
一
婦
解
剖
之
挙
、
中
沢
因
著
存
真
図
版
一

巻
以



為
従
遊
徒
第
、
其
志
可
謂
厚
失
」

と
記
し
、
ま
た
渋
谷
順
安
は
政
文
の
な
か
で
、
「
及
近
世
西
医
之
学
興
、
反
訳
其
書
以
伝
者
無
慮
数
十
家
失
。

吾
友
佐
々
木
中
沢
嘗
遊
江
戸
学
其
術
、
今
放
壬
午
亙
六
月
詰
官
割
引
剥
婦
人
刑
屍
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
中
沢
は
、

「
是
歳
六
月
念
九
有
一
婦
人

探
於
北
郊
、
有
司
允
削
剥
刑
屍
、
葦
医
学
総
督
渡
部
氏
詰
之
也
、
総
督
乃
停
余
典
其
事
」
と
記
し
て
い
る
。

本
書
の
名
称
に
つ
い
て
、
中
沢
は
、
「
淀
落
医
官
南
小
柿
甫
祐
嘗
著
解
剖
存
真
図
二
巻
、
所
憾
婦
人
陰
具
連
続
色
彩
殊
明
備
、

真
耳
、
今
弦
文
政
壬
午
夏
六
月
藩
有
婦
人
様
刑
、
廼
詰
有
司
側
剥
其
屍
、
麦
得
審
其
具
葉
之
与
男
子
異
者
、
又
詰
白
田
山
仙
江
大
槻
江
陰
親
就
其

葦
坐
未
視
其

場
随
解
随
図
、
悉
得
其
真
失
、
題
日
存
真
図
版
、
庶
乎
使
世
之
観
存
真
図
者
無
遺
憾
也
云
」
と
記
し
て
い
る
と
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
解
剖
存
真
図
」
の
な
か
で
色
彩
の
明
備
を
欠
い
て
い
る
婦
人
生
殖
器
を
主
と
し
て
図
示
し
、
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

乙
の
時
の
解
剖
は
、
渡
部
道
可
学
頭
総
指
揮
の
も
と
、
中
沢
は
剖
手
六
名
、
摩
万
手
二
名
、
写
真
手
二
名
、
照
図
譜
者
一
名
、
徴
訳
説
者
一

名
を
指
導
し
な
が
ら
、
子
宮
と
勝
股
の
関
係
が
蘭
書
の
図
譜
と
や
や
異
な
る
乙
と
を
発
見
し
た
り
、
卵
巣
の
一
つ
を
煮
て
剖
関
し
た
り
し
て
、

六
月
二
十
九
日
午
前
十
時
に
始
め
、
三
十
日
午
後
三
時
に
終
っ
た
。
乙
の
時
の
写
真
手
は
白
閏
山
仙
江
と
大
槻
江
陰
、
参
照
し
た
図
譜
と
訳
説
は

( 3 ) 

医
学
校
蔵
書
の
な
か
の
プ
ラ
ン
カ
ル
ツ
解
剖
書
や
医
範
提
綱
と
思
わ
れ
る
。
自
国
山
仙
江
は
安
永
九
年
気
仙
沼
に
生
れ
、
誇
は
直
好
、
医
師
と
し

て
は
随
安
、

画
家
と
し
て
は
仙
江
と
称
し
た
。
二
十
三
歳
の
と
き
京
都
で
円
山
応
挙
、

松
村
月
渓
よ
り
画
法
を
学
び
、

の
ち
長
崎
に
ゆ
き
、

蘭
医
よ
り
外
科
を
学
ん
で
文
化
八
年
帰
郷
し
た
が
、
文
政
三
年
四
十
一
歳
で
仙
台
に
出
て
開
業
し
、
万
延
元
年
六
月
十
九
日
八
十
一
歳
で
殻
し

た
。な

お
、
大
槻
江
陰
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
佐
々
木
中
沢
の
義
弟
で
あ
る
儒
者
大
槻
蕉
陰
恒
輔
の
縁
者
か
と
思
わ
れ
る
。

本
書
の
図
譜
は
専
ら
仙
江
の
描
い
た
も
の
で
、
第
一
図
は
割
開
腹
皮
載
腸
見
殖
具
位
置
、
第
二
図
は
見
殖
具
速
属
、
第
三
図
は
子
宮
卵
巣

連
属
、
第
四
図
は
縦
割
卵
巣
見
卵
、
第
五
図
は
縦
割
陰
室
後
面
見
雛
袋
、
第
六
図
は
剥
乳
皮
見
機
里
児
乳
管
脈
絡
を
図
示
し
、
さ
ら
に
婦
人
殖

具
約
説
と
し
て
婦
人
生
殖
器
お
よ
び
乳
房
に
つ
い
て
解
剖
的
事
項
を
解
説
し
て
い
る
。

「
解
剖
存
真
図
」
の
著
者
南
小
柿
寧
一
は
淀
藩
医
員
で
甫
祐
と
称
し
、
桂
川
甫
周
に
外
科
を
学
び
、
桂
川
家
所
蔵
の
小
石
元
俊
の
「
図
説
」



の
精
妙
を
嘆
賞
し
た
が
、
精
微
を
尽
し
て
い
な
い
と
考
え
、
四
十
余
人
の
解
屍
の
度
毎
に
自
ら
彩
色
図
を
つ
く
り
、
文
政
二
年
(
一
八
一
九
)

十
月
「
解
剖
存
真
図
」
二
巻
を
著
わ
し
た
。

桂
川
甫
賢
の
序
文
に
は
、
「
寧
一
毎
剖
一
屍
必
写
其
瓦
」
と
記
し
、
ま
た
、
大
槻
玄
沢
の
政
文
に
よ
れ
ば
、

「
余
嘗
目
荷
蘭
解
剖
諸
図
既
及
数
十
部
、
未
嘗
不
嘆
服
其
精
巧
敏
密
也
、

桂
家
之
社
南
寧
一
応
己

唯
恨
未
見
彩
其
諸
器
存
其
真
形
(
中
略
)
。

視
之
手
撫
其
図
且
補
以
他
解
剖
諸
図
又
自
製
新
図
、
屡
徴
諸
解
屍
毎
改
淫
其
本
色
積
年
之
久
、
解
剖
存
真
図
成
失
(
中
略
〉
。

解
体
新
書
応
己
成
、
人
若
参
照
本
図
而
読
之
則
被
造
物
之
奇
巧
自
然
之
天
機
坐
而
可
観
、
黙
而
可
知
也
」

余
近
所
重
訂
之

と
記
さ
れ
て
い
る
。

因
み
に
、
杉
田
玄
白
よ
り
「
解
体
新
書
」
の
改
訂
を
依
嘱
さ
れ
た
大
槻
玄
沢
は
寛
政
十
年
(
一
七
九
八
〉
に
一
応
改
訂
を
終
へ
て
玄
白
の
校

聞
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
も
な
お
訂
正
を
つ
づ
け
、
文
政
五
年
建
部
清
庵
由
水
の
序
文
、
文
政
七
年
斎
藤
淳
方
策
の
政
文
を
得
て
、

「
重
訂
解

一
巻
を
出
版
し
た
の
は
文
政
九
年
〈
一
八
二
六
〉
七
月
で
あ
る
。
乙
の
と
き
玄
沢
の
依
頼

を
受
け
て
文
政
四
年
に
本
書
の
附
図
を
描
き
あ
げ
た
の
が
南
小
柿
寧
一
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
槻
玄
沢
の
「
解
剖
存
真
図
」
政
文
は
過
褒
と
は
い

( 4 ) 

体
新
書
」
十
三
巻
と
「
重
訂
解
体
新
書
銅
版
全
図
」

、.、A

，』、。

'u・
品
川

N
J
J
S
V

な
お
、
寧
一
は
文
政
八
年
三
月
七
日
四
十
一
歳
で
殻
し
、
文
政
九
年
に
出
版
さ
れ
た
「
重
訂
解
体
新
書
銅
版
全
図
」
の
作
成
者
は
斎
藤
方
策

の
推
薦
し
た
中
伊
三
郎
に
変
更
さ
れ
た
。
し
か
し
、
伊
三
郎
が
寧
一
の
指
導
を
受
け
て
い
た
乙
と
は
、
寧

一
の
政
文
に
附
言
し
て
、
「
於
是
伊

三
郎
就
南
氏
事
図
、
更
校
之
和
前
原
本
、
彫
鏑
多
年
、
今
方
終
功
、
其
精
妙
逼
真
西
刻
、
市
南
氏
己
逝
、
不
及
一
見
之
、
悲
夫
」
と
玄
沢
が
述

べ
て
い
る
乙
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
解
剖
存
真
図
」
は
乾
神
の
二
巻
よ
り
成
り
、
上
巻
は
桂
川
甫
賢
序
文
に
つ
づ
い
て
寧
一
の
附
言
が
あ
り
、
第
一
の
剥
頭
皮
見
脳
蓋
よ
り
第

四
十
三
の
支
体
全
骨
ま
で
彩
色
図
が
並
ん
で
い
る
。
次
に
下
巻
は
第
四
十
四
の
身
断
首
痕
か
ら
第
八
十
三
の
胞
衣
騎
帯
速
属
ま
で
彩
色
図
が
並

び
、
ζ

れ
ら
の
図
の
末
尾
に
は
妊
娠
猿
の
解
剖
図
が
つ
づ
き
、

「
文
政
壬
午
二
月
解
剖
苧
猿
其
胎
如
月
満
者
、

市
子
宮
胞
衣
諸
臓
之
連
続
与
人



無
異
失
、
予
細
写
其
形
状
以
附
於
巻
端
。

禁
蘭
堂
主
人
」
と
記
し
て
お
り
、
妊
娠
よ
り
分
娩
ま
で
の
経
過
を
妊
娠
猿
の
解
剖
で
確
認
し
て
い

る
な
お
、
大
槻
玄
沢
、
字
国
川
玄
真
(
蘭
文
)
、

の
政
文
の
末
尾
に
、
佐
々
木
中
沢
も
文
政
二
年
十
一
月
三
自
に
政
文
を

記
し
て
い
る
。
「
皇
朝
宝
暦
間
山
公
東
洋
始
請
刑
屍
於
官
於
獄
中
解
之
以
著
臓
志
一
書
、
実
医
林
之
珍
事
也
(
中
略
)
。
継
此
鵠
斎
杉
田
先
生
始

得
西
洋
解
剖
図
譜
、
与
故
月
池
経
公
相
謀
数
徴
之
真
屍
彼
之
所
説
与
此
之
所
見
無
有
一
一
丞
能
差
者
、
遂
訳
其
番
目
解
体
新
書
、
後
僅
数
十
年
夫

人
多
有
訳
述
ハ
中
略
〉
、
所
恨
猶
未
有
図
譜
之
精
巧
乎
、
南
小
柿
甫
祐
善
丹
育
、
嘗
侍
月
池
公
親
受
解
剖
之
学
、
乃
、
就
西
洋
解
剖
諸
図
華
桁

明
輩
、
又
試
之
真
屍
数
十
次
、
軍
精
積
思
以
成
解
剖
存
真
図
。
」

す
な
わ
ち
、
南
小
柿
寧
一
の
「
解
剖
存
真
図
」
の
図
譜
の
精
巧
な
こ
と
に
感
銘
を
受
け
て
い
た
中
沢
は
、
仙
台
落
医
学
校
に
着
任
直
後
に
女

杉
田
立
卿
ハ
蘭
文
〉

囚
の
諜
刑
を
知
り
、
婦
人
生
殖
器
の
精
密
な
解
剖
図
譜
を
作
ろ
う
と
考
え
た
と
と
は
容
易
に
諒
解
す
る
乙
と
が
で
き
る
。

、
佐
々
城
朴
安
と

「
解
体
補
義
」

( 5 ) 

佐
々
城
朴
安
は
天
明
五
年
桃
生
郡
中
津
山
村
に
生
れ
、

、韓
は
直
知
、
省
斎
と
号
し
、
郡
内
に
住
む
瀬
上
家
の
家
中
医
桜
田
宋
璃
よ
り
内
科
と

本
草
学
を
学
び
、
次
い
で
京
都
の
奥
道
逸
よ
り
婦
人
科
学
を
学
ん
で
帰
郷
し
た
が
、
文
政
二
年
(
一
八
一
九
〉
二
月
、
三
十
五
歳
で
仙
台
藩
医

学
校
の
附
属
薬
園
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
三
年
五
月
婦
人
科
教
授
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
政
五
年
六
月
外
科
教
授
佐
々
木
中
沢
の
指
導
の

下
に
医
学
校
の
職
員
生
徒
を
挙
げ
て
女
囚
解
剖
が
行
な
わ
れ
た
と
き
朴
安
が
乙
れ
に
関
心
を
も
っ
て
参
加
し
た
こ
と
は
朴
安
の
専
門
か
ら
考
え

て
も
当
然
の
ζ

と
で
あ
る
。

朴
安
は
、
中
沢
の
「
存
真
図
版
」
と
は
別
に
文
政
五
年
九
月
「
解
体
補
義
」

一
巻
を
著
わ
し
た
が
、

そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
「
今
妓
文
政
壬

午
夏
六
月
有
犯
罪
之
婦
獄
具
論
死
、
時
医
舘
門
下
之
諸
弟
子
数
十
人
、
請
解
屍
見
之
強
先
生
、
先
生
日
鳴
呼
無
己
乎
哉
、
徒
従
他
説
市
不
自
其

其
尤
亦
不
可
為
準
、
夫
詰
耳
、
官
聴
之
」
と
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
政
五
年
六
月
の
女
囚
解
剖
は
佐
々
木
中
沢
ら
の
要
望
が
強
か
っ



た
の
で
、
渡
部
道
可
学
頭
は
止
む
を
得
ず
、
官
許
を
受
け
、
中
沢
が
医
学
校
生
徒
を
指
導
し
て
行
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
解
体
補
義
」
一
巻
を
著
わ
し
た
朴
安
の
真
意
は
序
文
の
な
か
に
明
ら
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
及
山
脇
氏
親
解
刑
屍
以
見
九
蔵
之
位
置
也

述
臓
志
以
示
後
学
、
蓋
為
東
方
解
体
家
之
先
唱
云
。
然
其
説
多
排
索
難
而
与
西
洋
。
其
後
言
解
体
者
職
以
蘭
説
為
徴
、
其
書
尤
著
者
無
如
解
体

新
書
也
。
字
国
川
氏
之
医
範
提
綱
継
山
山
、
図
説
精
詳
、
実
可
称
解
体
家
之
抜
率
者
乎
哉
(
中
略
)
。
鳴
呼
為
医
之
道
也
存
於
仁
術
(
中
略
〉
。
相

競
以
謂
我
得
其
真
、
量
不
可
悲
乎
、
斯
無
他
、
徒
惑
子
所
聞
市
忘
於
仁
術
也
(
中
略
〉
。
且
夫
西
洋
之
説
、
専
以
窮
理
為
本
、
分
析
微
細
無
所

残
(
中
略
〉
。
則
蘭
人
之
所
長
、
可
謂
亦
不
鮮
也
耳
。
予
辱
挙
千
草
奔
之
中
、
以
従
医
斑
之
後
、
実
須
砥
碩
其
技
術
以
報
国
家
思
沢
之
万
一
也

(
中
略
)
。
官
聡
之
、
是
以
解
而
覧
之
、
過
日
而
意
事
、
予
又
奥
禽
目
、
別
以
其
所
見
、
請
予
友
新
妻
鳴
鶴
図
之
、
井
附
愚
考
以
成
一
本
、
題

日
解
体
補
義
。
葦
予
以
女
科
、

被
挙
、
其
職
当
明
匹
陣
化
胎
之
理
、
別
特
挙
其
綱
要
以
記
之
(
中
略
)
。
姑
従
医
範
提
綱
而
別
作
論
説
。
若
彼

本
記
則
別
有
博
雅
之
先
生
述
之
、
蔵
而
在
医
学
之
舘
、

此
区
々
誠
為
私
門
弟
子
所
録
、
蓋
与
世
人
争
衡
、

中
、
備
於
失
忘
、
如
或
同
志
在
則
又
所
不
隠
也
。
」

各
就
学
之
而
可
也
。

則
、
深
蔵
子
笥

す
な
わ
ち
、
佐
々
城
朴
安
は
、
女
囚
解
剖
の
正
式
記
録
で
あ
る
「
存
真
図
版
」
と
は
別
個
に
解
剖
所
見
を
詳
細
に
記
録
し
、
医
学
校
蔵
書
の

「
医
範
提
綱
」
を
参
考
と
し
て
論
説
を
作
り
、
解
剖
所
見
は
新
妻
鳴
鶴
の
写
生
図
を
附
図
と
し
て
、
「
解
体
補
義
」
一
巻
を
著
わ
し
、

た
。
新
妻
鳴
鶴
は
儒
者
で
、
通
称
は
雄
記
、
天
姥
と
号
し
た
が
、
三
男
は
函
人
新
妻
栄
鶴
で
あ
る
。

家
蔵
し

本
書
の
図
譜
は
二
十
一
枚
の
彩
色
図
よ
り
成
り
、
第
一
図
は
剥
腹
皮
見
脂
肪
図
、
第
二
図
は
去
脂
肪
見
肉
理
図
、
第
三
図
は
刻
腹
肉
見
腸
網

肝
勝
脱
連
続
図
、
第
四
図
は
胃
腸
背
面
位
置
図
、
第
五
図
は
腸
全
形
図
、
第
六
図
は
腎
系
子
宮
務
脱
連
絡
図
、
第
七
図
は
腎
臓
水
脈
図
、
第
八

図
は
腎
臓
縦
割
之
図
、
第
九
図
は
乳
源
図
、
第
十
図
は
腎
以
下
諸
蹄
及
陰
器
三
部
位
置
図
、
第
十
一
図
は
開
燐
道
見
其
表
裏
図
、
第
十
二
図
は

其
二
、
第
十
三
図
は
子
宮
及
卵
巣
図
、
第
十
四
図
は
開
卵
巣
見
卵
及
内
脂
図
、
第
十
五
図
は
見
子
宮
内
外
質
図
、
第
十
六
図
は
勝
耽
図
、
第
十

七
図
は
乳
図
、
第
十
八
図
は
縦
割
乳
房
、
第
十
九
図
は
鋸
開
横
骨
見
腰
骨
内
形
図
、
第
二
十
図
は
臓
腕
全
位
前
面
図
、
第
二
十
一
図
は
臓
腕
全

位
後
面
図
で
、
中
沢
の
「
存
真
図
絞
」
の
附
図
よ
り
は
は
る
か
に
精
密
で
あ
る
。

(6) 



な
お
、
佐
々
城
朴
安
は
天
保
四
年
(
一
八
三
三
〉
の
大
凶
荒
の
際
に
本
草
学
者
の
本
領
を
発
揮
し
て
、
周
年
八
月
に

一
月
に
「
時
直
方
」
を
撰
述
し
て
出
版
し
、
肝
入
、
組
頭
を
経
て
仙
台
藩
内
の
村
々
に
頒
布
し
た
@
前
者
は
「
救
荒
本
草
」
と
「
救
荒
野
譜
」

の
な
か
よ
り
奥
州
で
得
安
く
、
無
毒
な
物
を
撰
ん
で
頒
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
凶
年
に
流
行
す
る
時
疫
の
予
防
法
を
医
鑑
や
千
金
方
等

「
救
荒
略
」
、

周
年
十

の
漢
方
医
書
よ
り
抜
慈
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
い
で
安
政
五
年
(
一
八
五
八
〉
仙
台
藩
主
慶
邦
の
命
を
受
け
て
「
救
民
単
方
」
を
撰
述
し
て
出

版
し
た
。
こ
れ
は
食
傷
井
毒
解
に
始
ま
る
一
二
七
項
目
に
つ
い
て
救
急
の
処
方
と
手
当
の
仕
方
を
知
ら
せ
る
目
的
で
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

回
、
解
剖
用
語
の
変
遷

「
解
体
新
書
」
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
身
体
各
所
の
名
称
の
字
義
に
つ
い
て
苦
心
し
た
と
と
は
「
蘭
学
事
始
」
の
な
か
に
杉
田
玄
白
も
述
べ
て

い
る
が
、
婦
人
生
殖
器
の
用
語
の
変
遷
に
つ
い
て
日
本
医
学
会
第
一
次
制
定
の

「
医
学
用
語
集
」
〈
一
九
四
九
〉
と
比
較
し
た
の
が
附
表
で
あ

る
。
本
表
に
よ
れ
ば
、
陰
門
、
子
宮
、
卵
巣
な
ど
は
す
で
に

の
な
か
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
が
、
「
医
範
提
綱
」

「
解
体
新
書
」

(
一
七
七
四
〉

〈
一
八

O
五
〉
で
は
躍
、
明
間
引
管
が
新
し
く
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
佐
々
木
中
沢
の
「
存
真
図
版
」
(
一
八
二
二
〉
は
「
解
体
新
書
」

と
「
解
剖
存
真
図
」
を
参
考
に
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
陰
唇
の
訳
語
は
新
訳
で
あ
り
、

致
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、
佐
々
城
朴
安
の
「
解
体
補
義
」
〈
一
八
二
二
)
は
「
医
範
提
綱
」
を
参
照
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
「
存
真
図
版
」

の
訳
語
を
参
考
に
し
た
点
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
廷
孔
を
陰
核
と
も
記
し
て
い
る
の
は
新
訳
で
あ
り
、
こ
と
に
腫
に
子
道
、
産
道
、
燐
道
と

い
う
別
名
を
与
え
て
い
る
の
は
、
産
婦
人
科
医
で
あ
っ
た
朴
安
の
臨
床
経
験
か
ら
訳
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
嬢
膜
は
「
重
訂
解
体
新
書
」
〈

一
八
二
六
〉
と

す
な
わ
ち
、
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
婦
人
生
殖
器
の
用
語
の
多
く
は
「
解
体
新
書
」
以
来
多
く
の
蘭
学
者
の
苦
心
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
、
改

訂
さ
れ
な
が
ら
現
在
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(7) 



婦人生殖器用語の変遷

陰 陰 陰 小 処 子 腔 夙管吻l采卵卵 ※
書 名 年度

門核唇陰唇女膜 宮 巣子

1774 。 廷 門陰 肉 処 。 子宮爽 号制発路 r O 小
孔 麹 女 間叉 李
唇者

膜 管都私

医範提綱 1805 O 廷 O 腔 夙吻j 総努 O 卵
孔

管

解剖時図 1
1819

I 0 。 陰室 。 綜賞 。 。

存真図版 R 廷「陰唇肉嬢 o 0 0 0 0 0 
孔 麹膜

廷 。 。
腔

解体補義 1822 
孔 。 道宇 o 0 0 0 
〆ー、

核陰
道産

鱗道
、ーノ

重訂解体新書 1826 星尖肉雲 裂憐 。 膜嬢 o 0 夙噺管法魯 桧装 O 卵小

両唇 必 胞

蔭挺 喜刑

附表

玉
、
む

ナ

ぴ

文
政
五
年
六
月
の
女
囚
解
剖
は
仙
台
藩
医
学

校
の
内
部
か
ら
も
多
く
の
異
論
が
あ
り
、
渋
谷

順
安
と
並
ん
で
内
科
助
教
授
で
あ
っ
た
河
野
杏

庵

(
天
保
四
年
、

四
十
歳
で
三
代
学
頭
と
な

り
、
学
頭
在
職
の
ま
ま
嘉
永
二
年
五
十
六
歳
で

投
し
た
〉
は
渡
部
学
頭
K
抗
議
文
を
提
出
す
る

と
い
う
状
勢
で
あ
っ
た
。

乙
れ
が
き
っ
か
け

で
、
渡
部
学
頭
急
逝
後
は
仙
台
藩
蘭
学
の
主
流

は
養
賢
堂
蘭
学
局
に
移
り
、
文
政
八
年
佐
々
木

(8) 

医学用語集，昭24(1949) 

中
沢
と
小
関
三
栄
の
退
職
と
な
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
し
か
も
、
中
沢
は
退
職
後
舌
禍
の
た

め

一
聞
に
三
年
間
も
扉
居
さ
せ
ら
れ
、
許
さ
れ

て
仙
台
に
出
た
の
ち
も
町
医
師
と
し
て
一
生
を

終
っ
た
乙
と
は
、
寛
政
十
年
仙
台
で
始
め
て
解

剖
を
行
な
っ
た
木
村
寿
禎
の
晩
年
に
酷
似
し
て

※ 

い
る
。
乙
れ
は
、
同
時
に
解
剖
に
参
加
し
、
著

書
「
解
体
補
義
」
を
家
蔵
し
て
い
た
佐
々
城
朴



安
が
呑
医
師
近
習
の
栄
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
と
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
が
、
両
者
の
性
格
の
相
違
に
帰
国
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
づ
れ
も
「
解
体
新
書
」
の
出
版
に
啓
発
さ
れ
て
西
洋
医
学
の
重
要
性

「
解
剖
存
真
図
」
、
「
存
真
図
版
」
、
「
解
体
補
義
」
を
検
討
す
る
と
、

を
認
め
た
ζ

と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
乙
れ
が
契
機
と
な
っ
て
文
政
五
年
の
女
囚
解
剖
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
「
解
体
新
書
」
訳
述
の
指
導
者
で
あ
っ
た
前
野
良
沢
の
養
嗣
子
願
庵
は
塩
釜
神
社
肥
宮
藤
塚
式
部
知
明
の
三
男
で
あ
り
、

玄
白
の
養
嗣
子
伯
元
は
一
関
藩
医
員
建
部
清
庵
由
正
の
五
男
で
あ
る
こ
と
も
奇
縁
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
杉
田

(
日
本
医
史
学
会
第
七
十
五
回
総
会
講
演
要
旨
、
東
北
大
学
医
学
部
山
形
内
科
)

(9 ) 



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十

一
巻

第
一
号
・
昭
和
五
十
年
一
月

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
受
付

蘭

館

長

てず

ン

と

長

崎

留

学

生
酒

井

シ

、ソ

蘭
館
長
ニ
!
?
ン
の
名
前
は
歴
代
の
館
長
の
な
か
で
も
比
較
的
に
馴
み
深
い
。
と
い
う
の
は
天
保
十
年
〈
一
八
三
九
〉
の
蛮
社
の
獄
と
深
い

繋
が
り
の
あ
る
モ
リ
ソ
ン
号
事
件
を
日
本
に
告
げ
た
人
で
あ
り
、
渡
辺
拳
山
の
『
厳
舌
小
記
』
に
そ
の
人
の
略
伝
と
人
格
が
記
さ
れ
、
幕
末
の

代
表
的
な
蘭
学
者
緒
方
洪
庵
や
佐
藤
泰
然
が
ニ

1
7
ン
に
師
事
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ニ
!
?
ン
は
そ
の
記
さ
れ
た
書
物
に
よ
っ
て
名
前
の
譲
り
も
異
な
り
、
肩
書
も
蘭
館
長
、
蘭
医
と
一
定
し
て
い
な
い
。

(10) 

本
稿
で
は
、

ニ
1
7
ン
の
正
確
な
履
歴
を
記
し
、
長
崎
留
学
生
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
緒
方
洪
庵
や
佐
藤
泰
然
に
蘭
方
医
学
を
教
え
た
人

と
し
て
よ
い
の
か
検
討
を
加
え
た
。

ニ
l
マ
ン
の
略
歴

ハ
l
グ
の
文
書
館
に
所
蔵
す
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
職
員
の
経
歴
書
に
あ
る

ニ
1
7
ン
の
略
歴
か
ら
次
の
乙
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た。
ニ
1
7
ン
の
正
確
な
名
前
は

守
宮
田
口
口
開
門
含
考
古
呂
巾
ヨ
白
ロ
ロ

で
あ
り
、

一
七
九
六
年
二
月
二
十

一
日
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
生
れ
た
。

父
の
名
は

明
日
ロ
回
国
巾
口
内

E
K、
母
は

∞
mw白
わ
白
甚
白
門
戸
口
白
切
巾
巾
w
g白
ロ
と
い
っ
た
。

一
八
一
八
年
九
月
二
十
三
日
に
ニ

l
マ
ン
は
東
イ
ン
ド
五
等
級
B
の
階
級
で
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
採
用
さ
れ
、
周
年
十
二
月
二
十
三



日
に
オ
ラ
ン
ダ
を
発
ち
、
ア
ジ
ア
に
向
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
八
一
九
年
に
総
務
部
一
等
事
務
員
と
な
り
、

一
九
二
一
年
に
は
二
等
総
務
担
当
官
に
昇
格
、
翌
年
に
一
等
総
務
担
当
官
と
な
り
、
そ
の
次

の
年
は
そ
の
主
任
と
な
っ
て
、
ジ
ャ
ワ
新
聞
編
集
者
も
兼
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
よ
う
に
非
常
に
早
い
昇
格
で
、
わ
ず
か
訂
歳
で
編
集
者

に
な
れ
た
乙
と
か
ら
み
て
、
少
な
か
ら
ぬ
才
能
の
持
ち
主
だ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

一
八
三

O
年
に
、
は
じ
め
て
来
日
し
た
が
、
乙
の
時
は
筆
者
〈
書
記
〉
兼
荷
倉
役
兼
書
記
と
い
う
肩
書
で
あ
っ
た
。

一
八
三
四
年
、
長
崎
蘭
館
長
に
任
命
さ
れ
、

一
八
三
八
年
に
蘭
館
長
を
辞
め
、

一
時
帰
国
の
予
定
で
パ
タ
ビ
ヤ
に
帰
っ
た
と
乙
ろ
、
日
本
か

ら
再
び
渡
目
す
る
乙
と
を
禁
じ
ら
れ
、

一
八
四

O
年
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
を
退
職
。

一
八
四
一
年
に
帰
国
。

一
八
五

O
年
、
日
歳
で
亡

ノ
¥
‘
ょ
っ
=
。

〈

7

7

以
上
が
略
歴
の
大
筋
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
当
時
の
蘭
舘
資
料
で
補
っ
て
み
よ
う
。

日
本
て
の
こ

l
マ
ン

(11) 

一
八
三

O
年
八
月
八
日
、

日
曜
日
。
午
前
十
一
時
ど
ろ
、

出
島
の
前
に
パ
タ
ビ
ア
か
ら
来
た

Z
2色
。
門
広
口
宏
穴
。
ロ

E
m
E
号
が
錨
を
降
ろ

し
た
。

乙
の
船
の
倉
庫
主
任
と
し
て
来
日
し
た
の
が
ニ
!
?
ン
で
あ
っ
た
。

ζ

の
時
は
じ
め
て
、

一1
7
ン
は
日
本
に
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
か
ら
一
八
三
三
年
ま
で
、
毎
年
、

(
2
)
 

あ
っ
た
。

パ
タ
ピ
ア
と
長
崎
を
往
復
す
る
船
で
日
本
を
訪
れ
、
四
ヶ
月
余
り
の
日
本
の
生
活
を
た
の
し
ん
だ
の
で

パ
タ
ビ
ア
か
ら
来
る
船
は
帆
船
で
あ
っ
た
た
め
、
六
月
ご
ろ
南
風
の
吹
く
時
に
パ
タ
ピ
ア
を
発
ち
、
七
月
末
か
八

月
初
め
に
長
崎
に
着
い
た
。
帰
路
は
十
一
月
末
か
十
二
月
初
め
の
風
の
良
い
時
を
狙
っ
て
長
崎
を
出
発
し
、
パ
タ
ビ
ア
に
向
っ
た
の
で
あ
っ

と
い
う
の
は
、
乙
の
頃
、

た。
ζ

の
四
ヶ
月
前
後
の
出
島
の
生
活
も
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
ニ
!
?
ン
に
馴
染
の
遊
女
が
で
き
、
お
き
み
と
名
付
け
た
女
児
が
生
れ
て
い
る
。



と
の
女
児
は
天
保
八
年
(
一
八
三
七
〉
、
四
歳
の
時
に
通
詞
小
頭
見
習
格
の
田
川
茂
三
郎
の
養
女
に
な
っ
た
。

乙
の
時
、
養
女
に
す
る
条
件

な
ど
を
記
し
た
書
類
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
l
マ
ン
と
母
親
の
遊
女
お
よ
ね
(
尾
の
崎
)
は
お
き
み
の
養
育
費
と
し

て
正
銀
拾
貫
目
を
つ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
よ
ね
は
い
か
な
る
乙
と
が
あ
っ
て
も
子
供
を
取
り
戻
し
て
は
な
ら
な
い
と
あ
り
、
茂
三
郎
は
お

し
か
る
べ
き
所
に
縁
づ
か
せ
る
乙
と
、
万
一

、
お
き
み
が
そ
れ
以
前
に
死
亡
し
た
時
は
茂
三
郎
は
母
親
お
よ
ね
に

(
3
)
 

月
々
米
を
三
斗
五
升
づ
っ
送
る
こ
と
と
あ
る
。

き
み
を
実
子
同
様
に
育
て
、

(
4〉

紅
毛
人
と
遊
女
の
聞
に
出
来
た
子
供
は
、
風
貌
が
あ
ま
り
に
も
違
う
た
め
、
差
別
を
受
け
、
住
み
に
く
か
っ
た
ら
し
い
。

ニ
!
?
ン
は
そ
の

子
供
の
将
来
を
案
じ
て
、
正
銀
十
貫
目
も
つ
け
て
や
っ
た
も
の
と
思
う
。

ニ
l
マ
ン
に
長
崎
の
蘭
館
長
の
辞
令
が
下
り
た
が
、

〈

5
〉

〈
白
ロ
ロ
伊
丹

Z
B
と
交
代
す
る
乙
と
と
い
う
辞
令
で
あ
っ
た
。
乙
の
日
付
の
差
は
パ
タ
ピ
ア
の
蘭
印
政
庁
か
ら
出
る
辞
令
の
通
達
が
長
崎
K
達
す

一
八
三
四
年
、

正
確
に
は
同
年
四
月
二
十
四
日
付
で
十
一
月
一
日
を
も
っ
て
前
任
者

る
に
は
、
年
一
回
の
船
便
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

(12) 

と
ζ

ろ
が
、
こ
れ
ま
で
成
書
で
は

ニ
l
マ
ン
の
蘭
館
長
の
任
期
を
一
八
三
五
年
か
ら
一
八
三
八
年
ま
で
と
し
て
い
る
。

と
れ
は
い
わ
ゆ
る
年

度
上
の
計
算
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
正
確
に
は
一
八
三
四
年
か
ら
で
あ
り
、
前
任
者
の
任
期
の
終
り
の
年
と
重
復
す
べ
き
で
あ
る
。

一一l
マ
ン
の
性
格

ニ
!
?
ン
が
江
戸
参
府
を
し
た
の
は
天
保
九
年
(
一
八
三
八
)
の
た
だ
一
回
で
あ
る
が
、
ζ

の
時
の
模
様
が
渡
辺
峯
山
の
『
飲
舌
小
記
』
に

詳
し
く
あ
る
。

乙
れ
は
、
峯
山
が
ニ

|
マ
ン
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
を
書
い
た
も
の
で
、
直
接
に
逢
っ
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
誇
張
し
た
部
分
が
少
な
く
な

ぃ
。
し
か
し
、
彼
ら
が
ニ
!
?
ン
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。

腕

7

ち，
e

-一
!
?
ン
は
「
身
の
丈
七
尺
三
寸
、
豊
肥
牛
の
如
く
、
紅
毛
碧
眼
、
面
は
桃
最
を
発
し
、
人
と
な
り
真
率
な
れ
ど
も
、
少
し
執
劫
な
る
よ



せ
っ
ち
ん

し
。
書
を
読
み
、
光
陰
を
惜
む
こ
と
、
客
座
飲
食
の
為
と
一
扇
輿
溜
聞
の
中
も
手
書
を
緯
る
こ
と
な
し
:
:
:
」
と
あ
る
。

非
常
に
真
面
目
な
人
間
で
大
男
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
の
人
柄
を
よ
く
表
わ
す
事
件
、が
江
戸
滞
在
中
に
起
っ
た
。

三
月
十
二
日
の
こ
と
、

ニ
|
マ
ン
は
天
文
方
出
役
の
質
問
を
受
け
る
と
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
場
に
町
方
、
御
勘
定
、
長
崎
の
三
奉
行
の

役
人
が
立
ち
合
う
の
が
慣
例
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
立
合
い
を
聞
い
た
ニ
!
?
ン
は
学
問
的
な
問
答
に
役
人
の
立
合
い
は
不
用
と
む
く
れ
て

し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
立
会
い
が
必
要
な
ら
会
談
は
中
止
す
る
と
い
っ
て
質
問
に
応
じ
な
い
。
そ
れ
で
、
そ
の
日
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ

:ー
、

ふ
れ
A
H
N

乙
れ
に
対
し
て
、
天
文
方
の
役
人
堀
専
次
郎
が
次
の
よ
う
に
説
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
甲
比
丹
の
申
さ
る
る
は
道
理
は
則
、
道
理
な
れ
ど
、
質
問
に
答
え
ら
れ
侯
に
検
使
の
有
無
に
よ
る
べ
き
ゃ
う
ゃ
あ
る
。
か
ば
か
り
の
事
に

て
大
政
を
曲
ん
事
の
今
更
出
来
申
す
べ
き
や
。
甲
比
丹
道
理
に
明
ら
か
に
し
て
此
言
を
出
し
候
は
、
必
ず
執
勘
と
な
ら
で
は
聞
へ
申
さ
ず
候
。

我
固
に
来
り
申
さ
れ
ん
に
は
我
国
の
法
に
従
ひ
申
さ
る
べ
き
な
り
。
若
し
執
勘
の
聞
へ
あ
ら
ん
に
は
甲
比
丹
の
言
、
理
な
り
と
も
通
ら
ざ
る
事

も
有
る
べ
し
。
さ
れ
ば
一
旦
の
事
に
て
後
々
の
さ
わ
り
に
な
ら
ん
。
心
安
か
る
べ
き
や
う
な
し
」

(13) 

そ
れ
で
ニ
|
マ
ン
は
理
を
通
さ
ず
質
問
に
応
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
年
、

一1
7
ン
は
闘
館
長
の
任
期
を
終
え
、

一
旦
、

(6
)
 

パ
タ
ビ
ア
に
帰
り
、
翌
年
、
再
び
副
館
長
と
し
て
来
日
す
る
乙
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

が
出
て
い
る
。
そ
れ
は
天
保
九
年
九
月
十
九
日
(
太
陽
暦
の
十
一
月
五
日
〉
の
乙
と
で
、

ニ
l
マ
ン
が
闘
館
長
を
辞
め
る
や
、
長
崎
奉
行
か
ら
新
聞
館
長
。
門

g
e
gロ
に
宛
て
て
ニ

1
7
ン
の
再
任
を
拒
否
す
る
文
書

ニ
1
7
ン
が
辞
め
て
五
日
目
で
あ
る
。

再
任
拒
否
の
理
由
は
ニ

l
マ
ン
が
商
取
引
に
片
意
地
で
頑
固
な
態
度
を
示
し
て
思
わ
し
く
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
長
崎
年

表
の
天
保
九
年
九
月
に
は

「
旧
闘
館
市
比
丹
某
、
在
留
中
不
敬
ノ
事
不
ν
少
、
且
禁
止
ノ
物
品
ヲ
輸
入
ス
ル
ヲ
以
テ
再
渡
ヲ
禁
ズ
」

と
あ
る
。
甲
比
丹
某
と
は
ニ
!
?
ン
の
ζ

と
で
あ
る
。

ニ
1
7
ン
が
乙
こ
に
記
す
よ
う
に
輸
入
禁
止
の
も
の
を
持
ち
込
ん
だ
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

一l
マ
ン
の
性
格
は
長
崎
奉
行
の
役
人
に
と
っ



て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

乙
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
側
に
と
っ
て
は
逆
に
非
常
に
好
ま
し
い
人
物
で
あ
る
乙
と
に
な
る
。
事
実
、
シ

l
ボ
ル
ト
の
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
中
に
ニ

l

(
9
)
 

マ
ン
を
賞
め
た
記
事
が
あ
る
。
そ
乙
で
は
、
乙
の
頃
の
蘭
館
員
と
日
本
人
役
人
が
慣
れ
合
い
で
商
売
を
し
、
蘭
館
員
は
出
島
に
閉
じ
と
め
ら
れ

て
い
る
た
め
に
醒
め
て
も
空
ろ
な
状
態
で
、

惰
性
だ
け
で
生
き
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
腐
敗
し
き
っ
た
蘭
館
の
様
子
を
述
べ

、

そ
れ
に
当
る
の
が
文
政
七
年
(
一
八
二
四
〉
の
商
館

そ
れ
を
刷
新

し
、
通
商
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
者
は
日
本
側
の
圧
力
で
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

長

』
・
当
・門戸

0
2
2
-o円、
倉
庫
主
任
の

]
同
〈
S
E
E
n
y
R
(
一
八
二

O
年
か
ら
二
九
年
ま
で
在
日
〉
と
ニ
!
?
ン
だ
と
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
た
め
か
、

ニ
l
マ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
各
社
を
一
八
四

O
年
に
辞
め
る
時
、
名
誉
を
も
っ
て
退
職
と
記
録
さ
れ
、
そ
の
年
の
二
月

十
九
日
付
で
オ
ラ
ン
ダ
イ
ン
ド
値
民
地
局
の
決
定
で
、
翌
年
三
月
一
日
か
ら
毎
月
=
二
五
ギ
ル
ダ
ー
の
思
給
が
支
払
わ
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
。

一
八
四
一
年
八
月
二
十
七
日
に

P
E
S
冨
白
丘
町
吉
ロ
o
号
で
パ
タ
ビ
ア
を
発
ち
、
帰
国
し
、

そ
の
後
、
植
民
省
大
臣
の
要
請
で
オ
ラ
ン
ダ
領

一
八
五

O
年
六
月
十
八
日
に
五
十
四
歳
で
世
を
去
っ
(
問
。

(14) 

イ
ン
ド
の
新
し
い
法
令
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
が
、

ニ
l
マ
ン
は
医
者
で
あ
っ
た
か

中
野
操
氏
の
『
増
補
日
本
医
事
大
年
表
』
の
天
保
九
年
の
項
の
備
考
欄
に

ニ
1
7
ン
ハ
地
理
、
化
学
等
-
一
精
通
。
佐
藤
泰
然
、
林
洞
海
、
三
宅
艮

斎
ラ
師
事
セ
リ
(
天
保
六
年
来
朝
ノ
ニ
|
マ
ン
ト
名
ヲ
異

ニ
ス
。
同
人
カ
果
タ
異
人
ヵ
、
暫
ク
疑
ヲ
存
ス
ベ
シ
)
」

「
一
二
月
和
蘭
商
館
長
ニ

1
7
ン
H
w
a
d
ヱロ

Z
0
5
2ロ
江
戸
参
府
、

と
あ
り
、
天
保
六
年
に
は

「
蘭
医
ニ

l
マ
ン
〈
一
説
医
師
ニ
非
ズ
卜
)
』

ogロロ
2
司
日
含
円
安

Z
0
5
8口
和
蘭
商
館
長
ト
シ
テ
長
崎
ニ
来
ル
」

と
あ
る
。
中
野
氏
の
第
一
の
疑
問
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
ニ
!
?
ン
の
履
歴
か
ら
同
一
人
物
で
あ
り
、
天
保
六
年
の
記
載
で
は
ス
ペ
ル
が
問

違
っ
て
い
る
乙
と
は
明
ら
か
だ
。



第
二
の
疑
問
の
医
師
で
あ
る
か
否
か
は
彼
の
学
歴
が
不
明
で
あ
る
か
ら
断
定
で
き
な
い
が
、
職
歴
か
ら
み
る
限
り
医
師
で
な
い
。

ニ
!
?
ン
が
天
保
九
年
ハ
一
八
三

O
)
に
江
戸
参
府
を
し
た
時
に
天
文
方
の
役
人
と
交
わ
し
た
問
答
を
渡
辺
拳
山
が
『
飲
舌
或
問
』
と
題
し

て
ま
と
め
て
い
る
。

乙
の
問
答

(日
)

ニ
l
マ
ン
は
博
学
の
士
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
医
者
で
な
か
っ
た
ろ
う
と
推
察
し
て
い
る
。

そ
乙
で
、
医
学
教
育
や
医
師
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
で
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
丁
寧
に
答
え
て
い
る
。

に
つ
い
て
小
川
鼎
三
氏
が
既
に
検
討
し
て
、

従
っ
て
、

一l
マ
ン

の
肩
書
が
蘭
医
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
れ
ま
で
成
書
に
蘭
医
ニ

1
7
ン
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
で
は
何
故
、

の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
幕
末
の
著
名
な
蘭
方
医
が
ニ
!
?
ン
に
師
事
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
た
為
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
佐
藤
泰
然
ら
は
本
当
に
ニ

l
マ
ン
に
学
ん
だ
か
が
問
題
に
な
る
。

ニ
l
マ
ン
と
弟
子
た
ち

ニ
1
7
ン
の
弟
子
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
中
野
氏
の
年
表
に
あ
る
佐
藤
泰
然
、
林
澗
海
、
三
宅
艮
斎
の
ほ
か
に
緒
方
洪
庵
が
い
る
。

佐
藤
泰
然
が
ニ

1
7
ン
に
つ
い
た
と
い
う
記
録
の
最
初
は
明
治
二
十
三
年
、
泰
然
の
殻
後
十
八
年
自
に
佐
倉
に
で
き
た
顕
彰
碑
で
あ
る
。
乙

の
碑
文
の
泰
然
の
履
歴
は
長
崎
に
同
道
し
た
林
洞
海
の
記
憶
に
よ
っ
た
と
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
泰
然
が
ニ
!
?
ン
に
師
事
し
た
こ
と
は
否
定
し

に
く
い
が
、
泰
然
が
長
崎
に
留
学
し
た
天
保
六
年
か
ら
九
年
ま
で
の
乙
ろ
の
闘
館
日
誌
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
、

決
定
的
な
と
と
は
解
ら
な

ぃ
。
し
か
し
、
留
学
生
が
蘭
館
に
出
入
り
す
る
乙
と
は
き
わ
め
て
難
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
何
か
特
別
の
便
宜
を
計
っ
て
貰
っ
て
、

ニ
!
?
ン

に
師
事
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
シ

l
ボ
ル
ト
や
ボ
ン
ペ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
彼
と
話
し
た
程
度
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

林
洞
海
は
泰
然
の
長
崎
留
学
を
聞
い
て
、
同
道
を
頼
ん
だ
が
、
当
時
、
二
人
と
も
足
立
長
簡
の
門
に
あ
り
、
泰
然
は
長
筒
を
は
ば
か
っ
て
同

道
を
断
っ
た
の
で
、
洞
海
が
一
足
先
に
江
戸
を
発
ち
、
小
倉
で
泰
然
と
落
ち
合
っ
た
。

洞
海
は
長
崎
で
は
小
倉
屋
敷
に
入
り
、
こ
こ
に
二
年
間
、
寄
宿
し
、
こ
の
問
、
大
石
良
逸
に
つ
い
て
洋
書
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
天
保
八
年

(15) 



か
ら
大
石
の
塾
に
移
り
住
ん
だ
と
あ
り
、

ハ
ロ
)

後
之
控
」
と
い
う
文
書
に
基
い
た
も
の
で
あ
り
、
万

て

(
日
)

三
宅
艮
斎
は
、
彼
の
略
伝
に
よ
る
と
天
保
元
年

ニ
!
?
ン
に
つ
い
た
と
は
な
い
。

乙
れ
は
彼
自
身
が
長
崎
で
の
生
活
を
記
し
た
「
帰
参
被
仰
付
候
以

-一l
マ
ン
に
洞
海
が
師
事
し
た
と
す
れ
ば
書
き
落
す
と
と
は
な
い
と
思
う
。

(
一
八
三
二
)

に
長
崎
に
出
て
、

楢
林
栄
建
の
門
に
入
り
、

と
と
に
八
年
間
学
ん
だ
と
あ

る
。
艮
斎
が
泰
然
と
知
り
合
っ
た
の
は
乙
の
楢
林
の
塾
で
あ
り
、
と
れ
に
つ
い
て
艮
斎
の
子
三
宅
秀
が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
私
の
亡
父
艮
斎
は
楢
林
栄
建
先
生
の
門
人
で
御
座
い
ま
し
て
:
:
:
中
略
:
:
:
佐
藤
泰
然
よ
り
少
し
私
の
亡
父
が
早
く
入
門
し
て
お
っ
た
か

と
思
い
ま
す
」

と
い
う
と
と
で
、
泰
然
は
栄
建
の
門
に
入
っ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
泰
然
の
碑
文
に
は
、
長
崎
に
到
着
直
後
訳
官
末
永
某
に
寄
宿
修
業
し
、

ニ
ー

マ
ン
に
つ
き
不
明
な
点
は
大
石
良
逸
に
つ
い
て
質
し
た
と
あ
る
。
泰
然
が
楢
林
に
入
門
し
た
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
艮
斎
が

ニ

1
7
ン
に
師
事
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

緒
方
洪
庵
は
泰
然
の
翌
年
に
長
崎
に
留
学
し
て
い
る
。
そ
の
長
崎
で
の
生
活
は
『
緒
方
洪
庵
伝
』
)
に
よ
る
と

(16) 

「
長
崎
で
の
洪
庵
の
師
が
誰
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

一l
マ
ン
に
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
」

と
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
の
緒
方
富
雄
氏
は
乙
れ
は
確
証
が
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
泰
然
と
同
時
期
に
長
崎
に
留
学
し
、
泰
然
が
ニ

!
?
ン
に

学
ん
だ
と
い
う
乙
と
か
ら
、
洪
庵
も

ニ
|
マ
ン
に
つ
い
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
と
と
に
な
り
、
前
記
の
よ
う
な
伝
承
が
生
れ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う

乙
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
洪
庵
が

ニ
1
7
ン
に
つ
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

で
は
、
乙
の
時
期
に
長
崎
に
遊
学
し
た
者
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

青
木
周
弼
は
天
保
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
長
崎
に
出
掛
け
た
が
、
長
崎
で
の
生
活
費
の
支
出
が
「
漫
遊
中
生
計
手
録
」
に
記
録
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
は
ま
だ
そ
れ
を
見
て
い
な
い
が
、
彼
の
伝
記
『
青
木
周
弼
』
に
引
用
さ
れ
た
部
分
か
ら
察
す
る
と
、
長
崎
で
は
特
定
の
師
に
つ
か
ず
、

通
詞
諸
家
な
ど
を
歴
訪
し
て
関
学
を
学
ん
だ
ら
し
い
。
と
い
う
の
は
そ
れ
ら
の
通
詞
等
に
行
っ
た
謝
礼
が
す
べ
て
記
録
に
残

っ
て
い
る
。
そ
の

名
前
は
石
崎
、
楢
林
、
板
根
、
工
藤
、
嶋
谷
、
野
口
、
近
藤
、
江
木
、
石
橋
、
中
村
、
末
永
、
馬
田
、
轟
、
久
松
、
伊
藤
、
彰
城
、
荒
木
、
浜



武
、
柘
植
、
立
石
と
二
十
名
に
及
ぶ
。

乙
れ
か
ら
み
て
、
青
木
周
弼
も
ニ

1
7
ン
に
接
し
た
様
子
が
な
い
。

そ
の
他
、
岡
海
蔵
(
南
洋
)
、
島
田
玄
令
、
大
槻
俊
斎
も
と
の
時
期
に
長
崎
に
居
た
が
、
そ
乙
で
の
生
活
の
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
。

以
上
の
考
察
の
結
果
、

ニ
l
マ
ン
に
師
事
し
た
可
能
性
の
あ
る
者
は
佐
藤
泰
然
、

よ
る
も
の
で
、
ど
の
程
度
の
乙
と
を
泰
然
は
ニ
!
?
ン
か
ら
学
ん
だ
か
は
全
く
解
ら
な
い
。

と
れ
は
林
洞
海
の
証
言
に

-一1
7
ン
が
医
師
で
な
い
と
い
う
乙
と
が
明
ら
か

た
だ

一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、

に
な
っ
た
以
上
、

ニ
!
?
ン
を
佐
藤
泰
然
の
西
洋
医
学
の
師
と
す
る
考
え
方
は
妥
当
で
な
い
。
泰
然
の
長
崎
滞
在
中
に
医
学
を
主
に
大
石
良
逸

や
楢
林
栄
建
か
ら
学
ん
だ
と
す
る
小
川
鼎
三
氏
の
推
論
が
妥
当
で
あ
鵠

結

語

天
保
五
年
か
ら
天
保
九
年
ま
で
長
崎
の
蘭
館
長
と
し
て
来
日
し
た
ニ

!
?
ン
が
、
成
書
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ペ
ル
で
記
さ
れ
、
正
確
な
名
前
が

明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
ま
た
肩
書
も
蘭
医
と
あ
り
、
幕
末
の
著
名
な
蘭
学
者
緒
方
洪
庵
や
佐
藤
泰
然
の
師
と
さ
れ
、
蘭
学
者
の
系
譜
の
な
か
で

一
つ
の
学
閥
の
頂
点
の
位
置
に
ニ

l
マ
ン
が
置
か
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ

l
グ
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
職
員
歴
の
な
か
に
ニ
!
?
ン
の
履
歴
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
よ
り
、

ニ
!
?
ン
の
正
確
な
名
前
、
生
没
年
、
職
歴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
彼
が
医
師
で
あ
る
乙
と
は
否
定
さ
れ
た
。

ニ
1
7
ン
の
弟
子
と
称
さ
れ
る
人
の
伝
記
を
検
討
し
て
み
る
と
、
弟
子
で
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
の
は
佐
藤
泰
然
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
特
に
医
学
を
学
ん
だ
の
で
は
な
い
。
泰
然
が
長
崎
に
遊
学
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
つ
い
た
と
彼
の
履
歴
の
箔
を
つ
け
る
た
め
に
ニ

1
7
ン

の
名
前
が
使
わ
れ
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。

従
っ
て
、

一1
7
ン
を
頂
上
と
し
た
学
統
は
あ
り
得
な
い
。

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
1

て
、
小
川
鼎
三
先
生
、
沼
田
次
郎
先
生
、
金
井
関
先
生
の
御
指
導
の
あ
っ
た
ζ

と
を
感
謝
し
ま
す
。

(17) 
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房
総
郷
土
研
究
会
昭
和
同
年
一
八

l
二
O

三
浦
義
彰
文
久
航
海
記
冬
至
書
林
昭
和

ω年
五

|

六

緒
方
富
雄
緒
方
洪
庵
伝
岩
波
書
庖
昭
和
総
年

二

ニ

岡
原
義
二
青
木
周
弼
青
木
周
弼
先
生
顕
彰
会
昭
和
問
年

小
川
鼎
三
前
掲
書
二
七

(18) 

。



日
本
医
史
学
雑
総

・
第
二
十

一
巻

第
一
号

・
昭

和

五

十

年

一

月

昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一

日
受
付

済

生

学

舎

初

期

の

学

舎

規

則

則

太

良日

i
 
l
 

--.，，， 

久

私
立
済
生
学
舎
は
、
明
治
の
西
洋
医
学
修
得
開
業
医
の
お
よ
そ
半
ば
に
も
達
す
る
数
を
養
成
し
た
学
校
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
特
異
な
教
育

制
度
に
お
い
て
も
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
乙
れ
が
既
に
一
万
五
千
余
の
洋
方
開
業
医
を
世
に
送
り
出
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
三
十
六
年
八
月
三
十
一
日
、

一
片
の
公
告
を
も
っ
て
突
如
廃
校
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
盛
時
の
実
態
を
伝
え
る
資
料
は

比
較
的
に
乏
し
い
。
半
業
生
ら
の
回
想
録
の
た
ぐ
い
も
資
料
と
す
る
に
値
す
る
が
、
多
く
は
同
学
舎
の
後
半
期
に
修
学
し
た
者
に
よ
る
も
の
で

(19) 

あ
り
、
学
舎
草
創
の
明
治
初
期
の
実
状
は
か
な
り
在
漠
た
る
も
の
が
あ
る
。
今
回
、
私
蔵
資
料
中
に
明
治
十
三
年
一
月
の
済
生
学
会
々
則
を
見

出
し
た
の
で
、
ま
ず
ζ

と
に
全
文
を
転
載
し
、
以
下
各
項
に
つ
き
簡
単
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
ち
な
み
に
、
乙
れ
は
横
長
の
活
版
一
枚
刷

り
、
用
紙
は
縦
十
八
セ
ン
チ
横
五
十
一
セ
ン
チ
の
洋
紙
で
、
本
文
の
周
囲
を
繋
ぎ
唐
草
で
飾
っ
て
い
る
。

済
生
学
会
ロ
規
則

第

一
条

本
会
之
旨
趣
者
学
業
ノ
速
成
ヲ
要
ス
ル
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
医
学
之
要
領
ヲ
教
授
シ
期
ス
ル
ニ
三
年
ヲ
以
テ
ス
其
学
科
左
ノ
如
シ

O
第
一
期

O
第
二
期

解
剖
学

組
織
学

理
学

化
学

生
理
学

解
剖
学

理
学

化
学

組
織
学

生
理
学



O
第
三
期

病
学
通
論

外
科
通
論

薬
物
学

処
方
学

O
第
四
期

外
科
通
論

薬
物
学

ハ註
l
v

眼
料
学

病
体
解
剖
学

外
科
器
械
学

O
第
五
期

外
科
各
論

小
児
科

病
学
各
論

O
第
六
期

病
学
各
論

診
断
学

産
科

婦
人
科

以
上
六
期
即
三
年
ヲ
学
科
年
限
ト
ス

右
各
科
共
訳
書
或
ハ
独
乙
書
ヲ
以
テ
教
授
ス

第
二
条

入
学
ヲ
請
フ
者
ハ
東
京
府
住
居
憶
ナ
ル
者
ヲ
引
受
人
ト
ナ
シ
左
ノ
雛
形

ニ
準
シ
入
学
証
書
差
シ
出
ス
可
シ

入
学
証
書

但
シ
全
証
券
界
紙

ニ
認
ム
ヘ
キ
事

(20) 

証

何
府
何
県
何
区
何
町
何
村
何
番
地

(
間
格
華
士
族

平

民

姓

名
何
年
何
月
生

右
者
医
学
為
修
業
一
幹
一
為
致
候
上
者
舎
則
堅
ク
為
相
守
候
者
勿
論
本
人
之
儀

ニ
他

一
切
引
受
可
申
候
也

東
京
府
何
区
何
町
何
番
地

何
府
県
華
士
族
平
民

年
号
月
日

証
人

姓
名

(
実
印
〉

済
生
学
会



幹
事
御
中

第
三
条

本
会
ノ
生
徒
タ
ル
間
ハ
総
テ
舎
長
及
ヒ
幹
事
ノ
指
揮
ニ
従
フ
ベ
シ
摂
リ
ニ
党
ヲ
組
ミ
他
人
ヲ
煽
動
シ
勉
強
ノ
障
碍
ヲ
為
ス
者
ハ
直
チ
ニ

退
会
ロ
セ
シ
ム
ベ
キ
事

第
四
条

月
謝
井
ニ
舎
費
ハ
毎
月
五
日
迄
月
俸
ハ
毎
月
二
十
日
迄
ニ
納
ム
ベ
シ
若
シ
遅
滞
ノ
節
ハ
直
ニ
其
証
人
ヨ
リ
納
メ
シ
ム
ベ
キ
事

東
僑
金

但
シ
束
惰
ヲ
収
メ
テ
後
即
時
ニ
退
学
ス
ル
ト
モ
其
束
傍
ハ
返
却
セ
ス

壱
円
五
拾
銭

月
謝

金
壱
円

舎
賀

金
拾
銭

但
シ
二
十
日
後
ニ
入
学
ス
ル
モ
全
額
ノ
月
謝
舎
費
ヲ
納
ム
ベ
キ
事

(21) 

月
俸
者
月
ノ
大
小
ニ
関
係
セ
ス
金
弐
円
二
拾
銭

但
シ
物
価
ノ
一
角
低
ニ
従
ヒ
舎
長
及
ヒ
幹
事
ノ
協
議
ニ
由
テ
之
ヲ
増
減
ス

第
五
条

休
日
ハ
大
祭
日
及
ヒ
日
曜
日
之
事

(註
3
)

常
日
ハ
午
後
第
十
時
ヲ
門
限
ト
シ
故
ア
リ
テ
休
日
ノ
前
夜
一
泊
ス
ル
モ

ナ
リ
若
常
日
外
泊
ス
ル

ト
キ
ハ
必
ス
該
証
人
ノ
実
印
ヲ
捺
シ

タ
ル
証
書
ヲ
可
差
出
事

但
シ
証
人
ノ
実
印
ヲ
捺
ス
ル
証
書
差
出
ス
モ
外
泊
過
度
ト
見
認
ル
ト
キ
ハ
証
人
ニ
照
会
シ
テ
相
当
ノ
処
置
申
付
へ
シ

第
六
条

受
業
ノ
節
ハ
羽
織
或
ハ
袴
ヲ
着
用
ス
ヘ

キ
事



第
七
条

会
中

ニ
於
テ
放
歌
飲
酒
喧
嘩
口
論
弁
ニ
賭
博
ス
ル
ヲ
禁
ス

第
八
条

疾
病
ノ
外
ハ
自
席

ニ
於
テ
喫
飯
ス
ル
ヲ
禁
ス

第
九
条

舎
中
ノ
器
具
ヲ
損
ス
ル
者
ハ
相
当
ノ
償
ヒ
ヲ
命
ス
ベ
キ
事

(註
4
)

但
シ
学
会
ノ
何
処
-
一
拘
一
フ
ス
楽
書
ス
ル

ト
キ
ハ
相
当
ノ
所
置
ヲ
受
ク
ベ
キ
事

第
十
条

親
戚
朋
友
タ
リ
ト
モ
室
内
へ
入
ル
、
ヲ
禁
ス
必
ス
応
接
所

-一
於
テ
用
耕
ス
へ
シ

第
十
一
条

(22) 

事
故
ア
リ
テ
退
学
ス
ル
者
ハ
縦
令
教
授
ヲ
受
ク
ル
モ
受
ケ
サ
ル
モ
一
月
中
二
日
ノ
在
会
ヲ
致
ス
モ
ノ
ハ
総
テ
全
額
ノ
月
謝
及
ヒ
舎
費
ヲ

納
ム
ベ
シ
又
故
ナ
ク
シ
テ
教
場
欠
席
一
週
間
ヲ
過
ク
ル
ト
キ
ハ
在
舎
ヲ
許
サ
ス
若
シ
故
ア
リ
テ
欠
席
ス
ル
ト
キ
ハ
其
都
度
可
届
出
事

第
十
二
条

無
断

ニ
テ
外
泊
三
日

ニ
及
フ
ト
キ
ハ
証
人
ヨ
リ
該
月
ノ
謝
俸
皆
済
ノ
上
退
舎
セ
シ
ム
ベ
キ
事

但
シ
不
得
己
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
前
以
テ
其
証
人
ヨ
リ
届
出
可
シ

第
十
三
条

通
学
生
徒
事
故
病
気
等
ア
リ
テ
来
学
セ
サ
レ
ト
キ
ハ
其
旨
保
証
人
ヨ
リ
証
書
ヲ
以
テ
可
届
出
若
シ
届
出
テ
サ
ル
ト
キ
ハ
猶
ホ
月
々
ノ
月

帰
雀

J

謝
金
ヲ
其
証
人
ヨ
リ
収
メ
シ
ム
ヘ
キ
事

但
シ
再
ヒ
通
学
ヲ
致
ス
ト
キ
ハ
更
ニ
其
旨
可
届
出
事



保
証
人
転
居
ス
ル
ト
キ
ハ
其
旨
可
届
出
事
又
保
証
人
東
京
府
外

ニ
転
居
ス
ル
ト
キ
ハ
素
ヨ
リ
其
代
員
ヲ
立
ツ
ベ
キ
事

音
読
時
間
午
前
第
五
時
ヨ
リ
午
後
十
時
限
ト
ス

東
京
本
郷
区
元
町
壱
丁
目

済
生
学
舎

明
治
十
三
年
一
月

幹

事

以
上
で
あ
る
。
(
註
1
〉
の
料
は
科
の
、
(註
2
)
の
藷
は
籍
の
誤
り
と
思
わ
れ
(
註
3
)
は
可
の
脱
字

・

と
と
ろ
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
後
に
述
べ
る
同
じ
明
治
十
三
年
の
慶
応
義
塾
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
雑
駁
な
感
じ
を
免
れ
ず
、
前

〈註
4
〉
の
所
置
は
処
置
と
す
べ
き

後
の
重
復
も
あ
り
、
以
下
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
に
際
し
で
も
っ
と
も
困
惑
し
た
点
は
、
各
条
の
規
則
が
そ
れ
ぞ
れ
教
場
で
の
も
の
か

止
宿
設
備
内
で
の
も
の
か
必
ず
し
も
明
確
に
区
別
し
え
な
い
事
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
第
一
条
で
は
学
会
設
立
の
趣
旨
〈
本
文
で
は
旨
趣
〉
、
教
科
目
、

修
学
年
限
等
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

開
校
の
目
的
が
す
で
に
医

学
の

グ速
成
u

に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
明
治
八
年
二
月
、
す
な
わ
ち
済
生
学
舎
設
立
(
明
治
九
年

の
前
年
、

時
の
政
府
は
将
来
は
洋
方
医
に
の
み
開
業
を
許
可
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、

二
月
〉

た
め
に
医
術
開
業
試
験
の
制
度
を
制
定
し
た

が
、
同
学
舎
の
設
立
が
乙
の
試
験
制
度
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
様
な
趣
旨
を
も
っ
て
全
国
に
私
立
医
学
校
、
医

学
塾
の
族
生
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

教
科
目
に
つ
い
て
は
、
理
学
(
物
理
学
)
、

化
学
に
は
じ
ま
り
臨
床
各
科
に
及
ん
で
い
る
が
、

乙
れ
に
物
理
学
と
化
学
が
含
ま
れ
て
い
る
の

は
、
乙
の
両
科
目
が
解
剖
学
以
下
の
諸
科
目
と
並
ん
で
後
な
が
く
明
治
の
医
業
試
験
の
試
験
科
目
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
主
要
教

科
目
で
あ
る
内
科
学
を
と
の
教
科
目
一
覧
中
に
見
な
い
が
、
病
学
、
診
断
学
等
が
と
れ
に
当
る
と
思
わ
れ
、
あ
え
て
内
科
の
称
呼
を
用
い
て
い

な
い
の
は
江
戸
時
代
来
の
医
学
界
の
慣
習
の
名
残
り
と
見
ら
れ
る
。
特
に
外
科
、
産
科
等
と
と
と
わ
ら
な
い
場
合
は
、
今
日
の
い
わ
ゆ
る
内
科

(23) 



を
意
味
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
。

第
一
条
中
に
「
期
す
る
に
三
年
を
以
て
す
」
、
「
三
年
を
学
科
年
限
と
す
」
と
あ
る
が
、
乙
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
後
年
本
学
舎
に
学
ん
だ
山
田
永
俊
の
追
憶
談
で
は
、
通
年
二
つ
の
講
堂
で
朝
五
時
よ
り
夜
の
八
時
ま
で
並
行
し
て
前
期
授

業
と
後
期
授
業
が
行
な
わ
れ
、
学
生
は
希
望
す
る
科
目
だ
け
を
聴
講
出
来
、
「
:
:
:
必
死
の
勉
強
家
は
前
期
も
後
期
も
一
年
位
で
内
務
省
試
験

を
パ
ス
す
る
者
も
有
っ
た
:
:
・
:
:
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
明
治
八
年
の
公
示
来
、
九
年
、
十
二
年
、
十
六
年
と
小
改
正
を
重
ね
た
試
験
制
度

に
対
応
し
、
本
学
舎
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
逐
次
変
更
が
加
え
ら
れ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
三
年
の
学
科
年
限
は
一
応
の
規
準

を
示
す
に
す
ぎ
ず
、
よ
り
短
期
間
に
業
を
了
え
る
も
の
の
あ
っ
た
反
面
、
漫
然
と
長
期
に
わ
た

っ
て
在
学
し
繰
返
し
試
験
に
臨
ん
だ
も
の
の
あ

っ
た
と
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
学
生
は
随
時
入
学
が
受
付
け
ら
れ
、
入
学
に
際
し
て
の
年
令
、
学
歴
等
の
制
限
も
厳
密
な
規
定
が

あ
っ
た
と
は
恩
わ
れ
な
い
。
少
く
と
も
明
治
十
三
年
当
時
の
乙
の
学
舎
規
則
に
見
る
か
ぎ
り
そ
う
で
あ
る
。

第

一
条
末
尾
に
「
訳
書
或
ハ
独
乙
書
ヲ
以
テ
教
授
ス
」
と
あ
る
。
乙
の
時
期
、
医
学
教
育
は
必
ず
し
も
ド
イ
ツ
医
学
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
語
に

(24) 

統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
に
福
沢
諭
吉
の
慶
応
義
塾
医
学
所
(
明
治
六
年
1
明
治
十
三
年
)
、
や
や
遅
れ
て
発
足
し
た
高
木
兼
寛
の
成
医
会
(
明

治
十
四
年
|
)
な
ど
は
明
治
の
英
語
系
医
学
校
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
済
生
学
舎
に
関
す
る
限
り
、
本
学
舎
の
創
始

者
長
谷
川
泰
が
、
明
治
二
年
に
大
学
東
校
(
現
東
大
医
学
部
〉
設
立
に
大
学
少
助
教
と
し
て
加
え
ら
れ
る
や
、
開
校
予
定
地
の
藤
堂
家
屋
敷
に

す
で
に
陸
軍
病
院
と
小
規
模
の
医
学
校
を
開
設
し
婿
鋸
し
つ
つ
あ
っ
た
英
人
ウ
ィ
リ
ス
の
追
放
と
ド
イ
ツ
医
学
導
入
の
急
先
鋒
と
し
て
対
政
府

運
動
に
活
躍
し
た
い
き
さ
つ
が
あ
り
、
当
然
、
自
ら
の
済
生
学
舎
も
ド
イ
ツ
医
学
を
も
っ
て
統
一
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ち
な
み
に
長
谷
川

泰
自
身
は
、
済
生
学
舎
に
お
い
て
は
薬
物
学
を
長
年
に
わ
た
っ
て
講
じ
つ
づ
け
た
。

第
二
条
は
、
入
学
証
書
の
書
式
に
つ
い
て
で
あ
る
。
入
学
証
書
は
今
日
の
入
学
願
書
で
あ
り
入
学
に
際
し
て
の
誓
約
書
で
で
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
ご
と
く
入
学
資
格
に
何
ら
の
制
約
も
な
か
っ
た
た
め
、
斯
様
な
書
式
を
生
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
書
式
中
の
グ
入

舎
4

と
は
済
生
学
舎
に
附
属
す
る
宿
泊
施
設
を
利
用
し
つ
つ
学
舎
に
学
ぶ
も
の
を
指
す
ら
し
く
、
他
方
、
乙
れ
と
並
ん
で
グ
通
学
u

と
あ
り
、



一
部
は
自
宅
よ
り
直
接
通
う
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
三
条
に
関
し
て
は
特
に
検
討
の
必
要
は
な
い
。

乙
の
場
合
の

グ本
舎
d

、
ぷ
ロ
長
u

、

グ退
会
d

等
の
言
葉
は
、
教
育
施
設
と
止

，
日
ゃ
-
伊
』

、

J
J
ふ
/

宿
施
設
の
両
方
を
含
む
と
解
さ
れ
る
。

第
四
条
に
お
い
て
知
り
う
る
と
こ
ろ
は
入
学
金
ハ
束
僑
〉
と
月
謝
で
あ
る
。
乙
れ
に
関
し
て
参
考
と
す
べ
き
は
、
開
校
に
先
立
っ
て
長
谷
川

泰
が
明
治
九
年
三
月
四
日
付
の
「
郵
便
報
知
」
第
九
二
四
号
に
掲
げ
た
開
校
と
生
徒
募
集
の
公
報
で
あ
る
が
、
ご
く
簡
単
な
も
の
な
が
ら
乙
の

文
中
に
も
月
謝
と
束
備
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
月
謝
一
円
、
束
惰
一
円
五
十
銭
で
あ
り
、
本
報
に
論
じ
つ
つ
あ
る
明
治
十
三
年

一
月

の
学
会
規
則
中
の
金
額
と
全
く
変
わ
り
は
な
い
。
開
校
公
告
の
明
治
九
年
三
月
か
ら
本
舎
則
の
十
三
年
一
月
に
至
る
聞
は
、
所
調
西
南
戦
争
に

伴
う
著
し
い
イ
ン
フ
レ
に
悩
ま
さ
れ
た
時
期
に
当
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乙
の
聞
東
僑
月
謝
と
も
に
変
更
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先

〈

1
)

花
、
同
じ
く
明
治
十
三
年
の
慶
応
義
塾
の
そ
れ
(
慶
応
義
塾
社
中
の
約
束
〉
に
触
れ
た
が
、
ζ

れ
に
よ
っ
て
乙
れ
を
見
る
と
全
科
と
も
入
社
金

(
束
僑
?
)
三
円
と
受
教
料
(
月
謝
)
が
月
一
円
七
十
五
銭
で
あ
り
、
両
校
の
差
は
大
き
い
。

(25) 

第
四
条
後
半
の
「
月
俸
者
」
云
々
の
項
は
、
当
初
は
な
は
だ
理
解
に
苦
し
ん
だ
と
乙
ろ
で
あ
っ
た
。
二
字
上
げ
て
乙
れ
を
記
し
は
じ
め
て
い

る
こ
と
、
お
よ
び
当
時
の
学
校
規
則
が
多
く
は
教
員
と
学
生
の
す
べ
て
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
と
と
、
な
ど
か
ら
、
は
じ
め
と
の
「
月
俸
者
」

(
1〉

た
び
た
び
比
較
の
対
象
と
し
た
同
年
の
慶
応
義
塾
の
も
の
を
検

を
講
師
あ
る
い
は
そ
の
他
の
雇
員
を
意
味
す
る
も
の
と
も
考
え
た
。
し
か
し
、

討
す
る
う
ち
、
乙
の
疑
点
を
一
挙
に
氷
解
し
え
た
。

す
な
わ
ち
、

「
塾
費
ハ
塾
舎
修
復
等
ノ一

部
ニ
充
ル
モ
ノ
ニ
テ
毎
月
内
塾
生
ハ
二
十
五
銭

ッ
、
ヲ
:
:
:
」
に
続
い
て
、
「
月
俸
ハ
物
価
ノ
高
低
ニ
従
テ
定
リ
ナ
シ
大
凡
ソ
二
円
五
十
銭

乃
至
三
円
(
当
時
二
円
六
十
五
銭
〉
ヲ
通
例
ト
ス
其
金
ハ
毎
月
末
賄
方
エ
払
フ
ベ
シ
」
と
あ
り
、
乙
れ
が
内
塾
生
す
な
わ
ち
寮
生
の
賄
費
で
あ

る
ζ

と
が
判
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
俸
」
の
文
字
は
あ
く
ま
で
「
仕
事
に
対
し
上
よ
り
受
け
る
報
酬
」
で
あ
り
、
「
月
俸
」
の
語
も
既
に
律
令
来

(
冬
分
三
十
銭
)
通
学
生
ハ
五
銭

(
冬
分
十
銭
〉

の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
時
に
変
則
的
に
用
い
ら
れ
る
乙
と
が
あ
り
、
大
言
海
(
大
槻
文
彦
〉
に
は
宗
史
中
の
月
々
の
賄
料
を
意
味
す
る
用

例
を
、
日
本
国
語
大
辞
典
(
日
本
大
辞
典
刊
行
会
〉
中
に
は
給
与
と
し
て
で
は
な
く
単
に
月
々
に
支
払
わ
れ
る
金
銭
の
意
の
文
例
を
「
実
隆
公



記
」
よ
り
拾
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
済
生
学
舎
の
講
師
の
給
与
に
関
し
て
は
、

(
5
)
 

は
る
か
後
年
の
明
治
二
、
三
十
年
代
の
と
と
な
が
ら
、
「
後
に
軍
医
界
の
長
老
に
な
っ

た
平
井
政
遁
氏
が
拾
二
円
五
十
銭
で
、
他
は
推
し
て
知
る
べ
し
:
:
:
」
の
記
録
が
あ
り
、
講
師
陣
は
、
初
年
は
、
舎
長
長
谷
川
泰
の
父
長
谷
川

宗
済
に
越
後
長
聞
に
お
い
て
師
事
し
た
も
の
や
泰
と
同
門
の
佐
倉
順
天
堂
に
学
ん
だ
者
が
多
く
、
後
年
は
、
主
と
し
て
東
京
大
学
の
助
手
級
が

乙
の
舎
則
の
前
年
の
明
治
十
二
年
第
七
文
部
年
報
よ
り
済
生
学
舎
の
規
模
を
見
る
と
、
教
員

多
か

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
参
考
資
料
と
し
て
、

ムノ
、

生
徒
二
五
三
で
あ
り
、

乙
れ
を
乙
の
資
料
中
よ
り
抽
出
し
た
全
国
の
私
立
医
学
校
全
二
十
一
校

(
済
生
学
舎
を
除
く
〉

の
教
員
平
均
数

一一

・
O
五
人
と
生
徒
平
均
数
二
十
三
・」
一
人
に
比
べ
る
と
、
発
足
直
後
の
明
治
十
二
年
に
早
く
も
全
国
に
覇
を
唱
え
つ
つ
あ
っ
た
乙
と
を
知
る
。

第
五
条
は
舎
(
寄
宿
舎
?
)
の
規
定
で
あ
り
、
十
一
条
、
十
二
条
等
と
も
重
復
が
見
ら
れ
る
が
、
外
泊
の
制
限
規
定
を
主
と
し
て
い
る
。

ζ

れ
も
当
時
の
各
学
校
に
共
通
し
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
り
、
外
泊
す
な
わ
ち
遊
所
で
の
遊
興
を
意
味
す
る
時
代
で
、
手
許
の
明
治
年
閣
の
「
本
郷

旅
人
宿
下
宿
業
組
合
規
定
」
で
も
止
宿
人
の
放
蕩

・
弄
花
は
乙
れ
を
父
兄
に
通
知
す
る
等
を
明
記
し
て
い
る
。
時
代
の
風
潮
、
風
俗
を
偲
ば
せ

(26) 

る
と
乙
ろ
で
あ
る
。

(

2

)

 

第
六
条
は
服
制
。
し
か
し
、
果
し
て
ど
乙
ま
で
ζ

れ
が
守
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
掲
げ
た
山
田
永
俊
の
追
憶
記
に
も
、
後
年

の
乙
と
な
が
ら
「
校
長
の
長
谷
川
泰
先
生
は
豪
放
な
性
質
で
辺
幅
を
飾
ら
ず
(
中
略
)
余
程
の
シ
ャ
レ
者
か
余
裕
締
綜
の
者
に
非
ん
ば
生
徒
時

代
か
ら
洋
服
を
着
た
り
黒
紋
付
の
羽
織
を
着
る
者
は
無
か
っ
た
」
、
と
あ
る
。

第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
特
に
と
り
上
げ
る
べ
き
は
な
い
。
た
だ
乙
の
各
条
が
教
場
を
さ
す
も
の
か
将
又
寮
を
さ
す
の
か
、

ぷ
F

の
意

味
の
解
し
が
た
い
と
乙
ろ
で
あ
る
。
わ
ず
か
十
三
条
の
学
則
の
一
条
を
、
舎
中
で
の
楽
書
禁
止
に
あ
て
て
い
る
の
は
面
白
い
。
ま
た
、
十
条
の

来
訪
者
に
つ
い
て
の
規
定
は
寮
で
の
も
の
と
思
わ
れ
、
面
会
の
場
所
を
こ
れ
で
は
応
接
所
、
慶
応
の
そ
れ
で
は
応
接
の
聞
と
し
て
い
る
。

十
一

、
十
二
の
二
条
は
先
に
述
べ
た
ど
と
く
、
外
泊
、
欠
席
に
つ
い
て
の
も
の
、
特
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
十
三
条
の
退
学
に
つ
い
て

の
規
定
も
同
様
で
あ
る
。
今
日
に
お
け
る
各
学
校
の
規
則
と
大
き
く
変
わ
る
と
と
ろ
は
な
い
。



各
条
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る
が
、
最
後
に

乙
の
済
生
学
舎
の
所
在
を
「
本
郷
区
元
町
一
丁
目
」
と
し
て
い
る
。
学
会
は
常
に
同
十
番
地
の

会
長
長
谷
川
泰
の
自
宅
と
と
も
に
あ
っ
た
が
、
明
治
十
二
年
冬
焼
失
し
、
こ
の
際
隣
接
の
元
町

一
丁
目
十
一
番
地
を
も
併
せ
て
第
一
期
の
拡
張

を
図
っ
た
と
い
わ
れ
、
本
済
生
学
舎
規
則
の
明
治
十
三
年

一
月
は
お
よ
そ
そ
の
時
期
K
当
る
。
後
十
五
年
に
湯
島
へ

、
二
十
二
年
に
真
砂
町
へ

あ
る
。

と
規
模
拡
大
と
と
も
に
本
郷
界
隈
を
転
々
す
る
と
と
に
な
る
が
、
と
乙
に
掲
げ
た
舎
則
の
時
期
は
未
だ
済
生
学
舎
発
祥
の
地
に
あ
っ
た
時
期
で

(7
〉

(8
〉

旧
本
郷
元
町
一
丁
目
十
、
十
一
番
地
が
現
在
の
ど
乙
に
当
る
か
の
考
証
は
他
に
譲
る
と
し
て
、
今
、
私
蔵
の
同
じ
く
明
治
十
三
年
刊
の
東
京

廠
に
続
き
、

地
図
に
つ
い
て
ζ

れ
を
み
る
と
、
残
念
な
が
ら
済
生
学
舎
の
名
は
な
く
、

女
師
範
学
校
、

る。

た
だ
元
町
一
丁
目
は
、
西
に
松
平
邸
を
隔
て
て
広
大
な
陸
軍
砲
兵
本

東
に
は
堀
沿
い
に
西
竹
町
と
東
竹
町
を
経
て
佐
藤
病
院
、

書
籍
館
に
む
か
う
あ
た
り
で
あ
っ
た
と
と
を
知
り
う

(
東
京
医
科
大
学
解
剖
学
教
室
)

(27) 
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献
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追
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史
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医
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十
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室
)



日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
二
十
一
巻

第
一
号
・
昭
和
五
十
年
一
月

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
十
五
日
受
付

小

絵

馬

信

仰

の

現

状

相

見

良B

-
、
小
絵
馬
信
仰
の
由
来

馬
が
乗
用
に
供
さ
れ
た
の
は
中
国
の
春
秋
時
代
に
始
ま
り
、
騎
兵
戦
に
使
用
さ
れ
た
の
は
戦
国
時
代
に
始
ま
っ
た
。
馬
が
日
本
に
輸
入
さ
れ

た
の
は
二
、
三
世
紀
頃
大
陸
と
交
通
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
秦
渓
時
代
に
渡
来
し
た
も
の
で
、
日
本
書
紀
の
霊
仁
紀
中
に
、
天
皇
が
野
見

宿
弥
の
進
言
を
容
れ
て
埴
輸
を
以
て
人
馬
及
び
種
々
の
物
を
作
っ
た
と
あ
り
、

(28) 

馬
は
高
貴
の
人
の
死
に
人
と
共
に
殉
ぜ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
よ
り
神
馬
と
し
て
神
仏
に
奉
献
す
る
風
習
が
で
き
、

こ
の
よ
う
に
絵
馬
は
本
来
は
神
道
の
行
事
で
あ
っ

た
が
、

そ
れ
が
石
馬
奉
納
と
な
り
、
更
に
絵
馬
奉
納
に
推
移
し
た
。

そ
れ
が
庶
民
的
神
仏
祈
願
に
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
額
絵
馬
で
あ
る
。

額
絵
馬
は
後
醍
醐
天
皇
元
応
(
一
三
一
九
〉
頃
土
佐
光
秀
が
京
都
北
野
神
社
に
奉
納
し
た
も
の
が
あ
り
、
武
州
川
越
市
喜
多
院
に
は
慶
長
年
間

岩
佐
又
兵
衛
の
奉
納
し
た
三
十
六
歌
仙
の
額
絵
馬
が
あ
る
か
ら
、
額
絵
馬
は
徳
川
時
代
の
初
期
か
ら
流
行
し
だ
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

小
絵
馬
の
起
源
に
つ
い
て
は
特
に
記
録
が
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
が
、
大
絵
馬
と
同
じ
趣
旨
で
、

そ
れ
を
小
形
に
し
た
も
の
が
小
絵
馬

で
、
技
絵
馬
か
ら
変
遷
し
た
も
の
で
、
小
形
の
木
に
馬
の
絵
を
描
い
て
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
本
来
の
小
絵
馬
に
は
呪
術
的
要
素
は
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
土
俗
信
仰
に
流
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
今
日
に
至
る
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
る
小
絵
馬
で
、
祈
願
と
御
礼

の
意
味
合
い
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。



絵
馬
を
描
い
て
商
売
に
し
て
い
る
人
を
絵
馬
師
と
い
い
、
絵
馬
を
売
っ
て
い
る
屈
を
絵
馬
屋
と
い
う
。
徳
川
時
代
に
は
浮
世
絵
師
が
小
絵
馬

を
描
い
て
生
計
の
足
し
に
し
て
い
た
も
の
で
、
小
絵
馬
に
は
見
事
に
庶
民
の
祈
願
を
表
現
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。

二
、
小
絵
馬
の
種
類

小
絵
馬
に
は
左
の
如
き
種
類
が
あ
る。

噌

i
q
L
 向。4A 

F
h
d
 

n
b
 

円

t

記
念
絵
馬
。
観
光
其
の
他
記
念
の
為
め
捧
げ
る
も
の

守
絵
馬
。
牛
や
馬
を
守
護
し
て
も
ら
う
為
め
に
出
入
口
に
掲
げ
る
も
の

祈
願
絵
馬

感
謝
絵
馬
。
祈
願
成
就
の
感
謝
の
為
め
捧
げ
る
も
の

契
約
絵
馬
。
願
果
た
し
の
神
仏
へ
の
約
束
の
為
め
捧
げ
る
も
の

(29) 

神
仏
の
好
物
を
捧
げ
る
絵
馬
。
鬼
子
母
神
は
人
肉
を
好
む
の
で
、
人
肉
の
味
に
似
た
柘
棺
の
実
を
捧
げ
る
の
類

奉
納
物
を
描
く
絵
馬
。
お
供
餅
の
画
な
ど

(9) (8) 

神
仏
の
使
を
描
く
絵
馬
。
狐
、
猿
の
類

神
仏
体
の
絵
馬

UO) 

十
二
支
の
絵
馬

乙
乙
で
は
病
気
平
癒
祈
願
の
小
絵
馬
だ
け
を
特
に
調
査
し
た
も
の
を
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。

、
小
絵
馬
奉
納
の
実
状
調
査

薬
師
信
仰
は
、
薬
師
瑠
璃
光
如
来
が
因
位
(
菩
薩
〉
の
と
き
に
十
二
の
大
願
を
発
し
て
、
病
気
を
治
し
、
諸
根
を
具
足
さ
せ
て
解
脱
に
導
く



と
い
う
信
仰
が
、
俗
信
と
し
て
伝
説
を
さ
ま
ざ
ま
に
生
み
、
自
然
に
祈
願
の
対
象
と
し
て
造
像
さ
れ
、
時
代

・
場
所
に
よ
っ
て
異
っ
た
ど
利
益

が
あ
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
東
京
都
内
の
中
野
の
新
井
薬
師
で
は
、
め
の
字
の
向
い
合
っ
た
絵
馬
が
置
か
れ
て
お
り
、
目
薬
り
と
共
に

限病 ・新井薬師(中野区)

耳病 ・法隆寺西円堂，絡

の薬師(奈良)

求
め
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
群
馬
県
巴
楽
郡
邑
楽
町
石
打

日艮 ・病気 ・石打観音 (邑楽町)

の
コ
ブ
観
音
内
の
薬
師
堂
に
は
、
日
を
左
右
四
つ
箇
か
れ
た

も
の
が
奉
納
さ
れ
、
現
在
も
盛
ん
で
あ
る
。
向
い
め
の
小
絵

馬
は
秩
父
札
所
の
館
薬
師
(
慈
眼
寺
)
に
も
、
眼
病
祈
願
と

し
て
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
奈
良
の
法
隆
寺
内
の
西
円
堂
は
峯
の
薬
師
と
い
わ

れ
、
耳
病
に
霊
験
あ
り
と
信
仰
さ
れ
て
い
て
、
錐
(
キ
リ
)

の
護
符
を
求
め
数
本
を
小
板
に
取
り
付
け
額
と
し
て
奉
納
さ

(30) 

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
板
に
銘
記
さ
れ
た
住
所
を
見
る
と
、
遠
近
よ
り
祈
願
に
お
と
ず
れ

れ
て
い
る
。
ま
た
新
薬
師
寺
に
も
、
同
じ
も
の
が
奉
納
さ
れ

て
い
る
の
を
し
る
乙
と
が
で
き
る
。

東
京
都
目
黒
の
成
就
院
は
蛸
薬
師
と
呼
ば
れ
、
皮
周
病
に
霊
験
あ
り
と
蛸
の
絵
馬
が

て
見
る
と
、

奉
納
さ
れ
た
が
、
画
く
人
が
な
い
と
い
う
乙
と
か
ら
現
在
は
な
い
。
し
か
し
、
乙
・
っ
し

自

・
耳

・
皮
膚
病
と
い
う
も
の
が
、
今
日
の
医
学
で
も
子
に
あ
ま
る
も
の

が
あ
る
と
知
る
乙
と
が
で
き
る
。

岐
阜
市
芥
見
岩
井
の
準
別
格
本
山
延
算
寺
の
薬
師
如
来
は
、
諸
病
平
癒
、
特
に
下
の

病

・
箔
病
に
効
験
あ
り
と
い
わ
れ
、
か
さ
神
薬
師
と
呼
ば
れ
る
。
別
院
は
、
昔
小
野
小



搭 ・病気 ・かさ神薬師(岐阜市在〉

子供病気 ・子育地蔵尊

(府中市〉

病
平
癒
を
祈
っ
て
効
験
を
得
、
報

思
の
た
め
分
身
を
安
置
し
た
と
い
わ
れ
、
両

町
が
皮

院
と
も
に
絵
馬
奉
納
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

別
院
前
に
足
病

・
手
病
に
用
い
る
撞
木
杖
や

物
療
器
具
が
多
数
供
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見

る
と
、
信
仰
に
よ
る
病
気
の
平
癒
の
現
証
を

知
る
と
と
が
で
き
る
。
乙
乙
の
絵
馬
は
、
本

院
で
は
左
向
馬
字
を
、
別
院
で
は
小
野
小
町

を
画
い
た
小
絵
馬
を
奉
納
す
る
。

地
蔵
信
仰
は
、
古
く
は
平
安
中
期
か
ら

で
、
無
数
に
分
身
し
衆
生
済
度
す
る
こ
と
か
ら
千
体
地
蔵
と
い
わ
れ
た
が
、
鎌
倉
時
代
以
後
に
民
間
信
仰
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
に
分

身
応
現
し
て
化
度
す
る
姿
が
、
庶
民
に
語
ら
れ
身
近
な
も
の
と
信
じ
ら
れ
お
地
蔵
さ
ん
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
た
。
特
に
饗
の
河
原
地
蔵
和
讃
に

唱
え
ら
れ
、
子
育
地
蔵
と
名
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
子
供
の
守
護
神
と
信
じ
ら
れ
、
子
育

・
夜
泣
き

・
寝
小
便

・
迷
子

・
摘
の
虫

・
安
産
祈
願

に
地
蔵
の
絵
馬
、
拝
み
絵
馬
な
ど
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
、
千
住
の
祐
天
地
蔵

・
浅
草
の
六
地
蔵

・
府
中
の
称
名
寺
内
の
子
育
地
蔵
は

あ
る
。

都
内
で
も
め
ず
ら
し
く
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
埼
玉
県
蕨
市
の
三
学
院
内
の
子
育
地
蔵
、
茨
城
県
岩
井
市
の
腹
帯
地
蔵
は
今
だ
に
盛
ん
で

地
蔵
は
分
身
し
て
衆
生
済
度
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
子
育
て
だ
け
で
な
く
、
病
気
祈
願
も
成
就
さ
れ
る
。
岩
井
の
蓮
花
寺
(
腹
帯
地
蔵
)
の

と
げ
ぬ
き
地
蔵
で
は
、
住
職
の
妻
女
が
病
に
倒
れ
た
と
き
に
、
日
頃
信
心
し
て
い
た
と
げ
ぬ
き
地
蔵
に
祈
願
し
て
治
さ
れ
た
記
念
に
地
蔵
を
建

立
し
た
と
乙
ろ
、
病
を
と
げ
と
見
た
て
祈
願
す
る
と
霊
験
あ
り
と
人
々
に
信
じ
ら
れ
、
祈
願
成
就
に
額
が
多
数
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

(31) 



京
都
市
上
京
区
千
本
通
り
の
石
像
寺
の
苦
抜
地
蔵
は
、

一
五
五
六
年
、
大
商
人
紀
の

病気 ・苦抜地蔵尊
(京都市上京)

国
屋
道
林
が
、
両
手
を
病
み
治
療
し
た
が
効
果
な
く
、
痛
み
堪
え
難
く
祈
願

し
た
時

J

別
世
に
人
を
怨
み
、

仮
の
人
形
を
造
り
、

そ
の
両
手
に
八
寸
の
釘
を
打
ち
呪
い
た

り
、
そ
の
罪
か
え
り
汝
の
身
に
そ
の
苦
し
み
を
受
く
、
汝
幸
に
吾
に
残
報
を
祈
る
。
故

に
神
力
を
も
っ
て
か
の
者
の
怨
み
釘
を
抜
き
取
れ
り
。
乙
れ
を
見
よ
H

と
二
本
の
釘
を

示
さ
れ
た
。
尊
像
の
前
に
朱
に
染
っ
た
二
本
の
釘
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ど

し
」
と
あ
る
。
乙
と
で
は
病
気
は
釘
の
さ
さ
っ
た
も
の
、
釘
を
抜
い
て
も
ら
う
と
い
う
意
味
で
、
八
寸
釘
二
本
と
釘
抜
き
を
板
に
取
り
付
け
額

詠
歌
に

「
世
々
ふ
と
も
、
ゆ
る
ぎ
も
や
せ
じ
怨
み
釘
、

仏
の
み
手
に
取
る
ぞ
か
し
と

と
し
て
奉
納
す
る
。
釘
抜
き
は
苦
抜
き
に
も
通
じ
、
三
間
四
聞
の
壁
一
パ
イ
に
小
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
様
は
壮
観
で
あ
る
。

そ
の
図
柄
は
昔

(32) 

婦
人
病
や
性
病
(
下
の
病
気
)
の
祈
願
に
は
、
局
部
を
画
い
た
小
絵
馬
が
多
く
、

時
の
物
と
変
わ
っ
之
い
な
い
。

埼
玉
県
鳩
ケ
谷
市
石
神
の
女
郎
仏
(
妙
延
寺
)
は
寛
政
年
聞
に

一
八
、
九
歳
位
の
女
性
が
病
を
負

婦人病 ・女郎仏(鳩ケ谷市)

ぃ
、
官
林
の
中
(
女
郎
仏
の
あ
る
近
く
)
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
病
は
下
の
病
で
、
医
師
の
治
療
の

か
い
な
く
死
亡
し
た
。
下
の
病
を
わ
ず
ら
っ
て
い
た
と
と
か
ら
、
江
戸
の
女
郎
で
な
い
か
と
人
々
に

取
り
汰
沙
さ
れ
た
が
、
或
る
人
が
こ
れ
を
手
厚
く
葬
っ
た
と
乙
ろ
、
夜
半
そ
の
人
に
現
わ
れ
、
葬
ら

れ
た
お
礼
に
、
以
後
は
病
に
霊
験
を
現
わ
す
と
告
げ
た
と
の
伝
説
が
あ
る
。
ど
本
尊
は
蔵
誉
妙
延
信

女
と
称
し
、
祈
願
に
小
絵
馬
を
、
祈
願
成
就
に
は
塔
婆
を
奉
納
す
る
が
、
木
の
香
も
新
ら
し
い
も
の

と
で
あ
る
。

が
幾
重
に
も
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
遠
近
の
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
参
詣
人
が
多
い
と
の
こ



栃
木
県
足
利
市
在
の
水
使
神
社
は
、
七

O
O年
ほ
ど
前
に
、
ど
殿
女
中
が
本
委
に
責
め
ら
れ
、
責
苦

下の病 ・水使神社(足利市在)

に
堪
え
ら
れ
ず
流
れ
に
身
を
投
じ
て
死
亡
。
以
来
、
近
辺
に
不
祥
事
が
起
乙
る
の
で
附
近
の
人
々
が
と

れ
を
担
っ
た
。
と
こ
ろ
が
人
々
の
枕
許
に
彼
女
が
現
わ
れ
、
自
分
の
霊
を
手
厚
く
葬
り
杷
っ
て
く
れ
た

乙
と
を
感
謝
す
る
。

つ
い
て
は
お
礼
に
、
今
後
は
婦
人
の
病
い
一
切
を
治
し
て
上
げ
よ
う
、
と
い
っ
て

姿
を
消
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
祭
神
は
水
使
権
現
と
い
い
、
ど
殿
女
中
ふ
う
の
女
性
が
右
手

に
し
ゃ
も
じ
を
持
ち
、
左
手
に
お
は
ち
を
抱
え
た
立
像
で
あ
る
。

現
在
で
も
、
関
東
の
女
の
神
さ
ま
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
品
目
な
が
ら
の
腰
下
を
画
い
た
小
絵
馬
が
奉
納

さ
れ
、
絵
馬
堂
に
は
う
ず
高
く
絵
馬
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
当
社
に
は
神
宮
が
お
ら
ず
、
町

長
野
県
上
田
市
在
の
殿
城
に
あ
る
竜
水
寺
の
一
隅
に
あ
る
、
男
石
神
社
に
は
男
女
両
性
器
の
自
然
石
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
由
来
は
、
昔
、
男

内
会
で
管
理
し
て
い
る
。

根
状
の
石
に
あ
る
長
者
が
石
を
こ
ろ
が
し
て
一
部
分
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
そ
の
傷
口
か
ら
三
日
三
晩
血
が
流
れ
た
の
で
、
神
罰
を
怖

で
、
洞
を
造
り
祭
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

れ
堂
宇
を
建
て
て
朝
夕
の
っ
と
め
を
怠
ら
な
か
っ
た
た
め
、
男
石
さ
ま
の
信
仰
が
生
れ
た
。
ま
た
別
説
で
は
、

乙
の
社
は
腸
石
神
社
と
も
い
わ
れ
る
。
乙
乙
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
男
根
の
小
絵
馬
は
、
子
宝

・
性
に

そ
の
長
者
の
家
が
断
絶
し
た
の

関
す
る
病
気
祈
願
で
な
さ
れ
、
現
在
も
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
全
国
で
当
所
だ
け
で
あ
る
。

埼
玉
県
鴻
巣
市
の
三
ツ
木
神
社
は
東
京
の
山
王
神
社
と
閉
じ
信
仰
で
、
女
の
神
さ
ま
と
し
て
知
ら
れ
、
昔
時
は
盛
ん
に
小
絵
馬
奉
納
が
な
さ

れ
た
が
、
現
在
は
猿
の
石
像
に
、
祈
願
す
る
部
位
に
紅
粉
を
か
け
る
習
わ
し
が
あ
る
。
絵
馬
堂
に
は
桃
も
ち
猿
の
絵
馬
や
赤
子
を
抱
い
た
女
の

絵
馬
が
う
ず
高
く
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、

庚
申
信
仰
が
あ
げ
ら
れ
る
。
庚
申
の
祭
神
は
仏
教
の
帝
釈
天

・
背
面
金
剛
な
ど
の
信
仰
と
陰
陽
五
行
説
と
老
荘
思
想
の
混
合
で
あ
る
道
教
の
混

マ
ニ
ヤ
の
盗
難
が
多
く
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
絵
馬
、
同
じ
祈
願
が
な
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、

合
し
た
も
の
で
、
室
町
時
代
に
山
王
神
社
の
神
使
サ
ル
が
神
像
に
な
っ
て
い
る
。
久
我
山
稲
荷
の
庚
申
絵
馬
堂
は
現
在
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

(33) 



ま
た
所
沢
市
の
東
屋
人
形
庖
か
ら
、
か
な
り
の
小
絵
馬
が
卸
さ
れ
て
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

婦人病 ・淡島神社(和歌山市)

~ν 

乳病 ・四天王寺布袋堂(大阪市)

和
歌
山
県
和
歌
山
市
在
の
加
太
に
あ
る
淡
島
神
社
は
、
少
諺
名

命
、
大
己
責
命
、
息
長
足
姫
命
の
三
柱
を
杷
り
、
少
彦
名
命
と
大
己

貴
命
は
農
事
を
教
え
、
温
泉
を
聞
き
、
酒
を
醸
り
、
裁
縫
を
術
え
、

病
を
治
め
、
息
長
足
姫
命
は
応
神
天
皇
を
安
産
し
た
。
こ
の
よ
う
な

事
跡
か
ら
医
薬
の
祖
神
、
特
に
婦
人
の
病
気
平
癒
、
安
産
、
子
授
け

に
利
益
あ
り
と
さ
れ
、
西
の
女
の
神
さ
ま
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
祈
願
内
容
は
下
の
病
気
の
悩
み
が
多
く
、
成
就
で
下
の
下
着
が
奉

納
さ
れ
て
い
る
。
絵
馬
堂
の
壁
面
に
は
所
せ
ま
し
と
幾
重
に
も
絵
馬

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

(34) 

さ
ま
と
人
々
に
親
し
ま
れ
、
婦
人
の
乳
病
に
霊
験
あ
り
と
信
じ
ら
れ
て
い
て
、
昔
時
と
変
わ
ら
ぬ
参
詣

大
阪
の
四
天
王
寺
の
西
大
門
の
南
側
に
あ
る
乳
布
袋
尊
は
、
乳
母

乳病・慈、尊院〈九度山町)

人
で
賑
っ
て
い
る
。
絵
馬
も
昔
の
ま
ま
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

和
歌
山
県
伊
都
郡
九
度
山
町
の
慈
尊
院
は
、
女
人
高
野
山
と
呼
ば
れ
、
弥
勅
菩
薩
と
弘
法
大
師
の
母

君
の
霊
を
担
つ
で
あ
る
が
、

り
付
け
た
額
が
多
数
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
乳
病

・
安
産

・
子
育
祈
願
の
た
め
だ
と
近
隣
の
人
は
い
う
。

い
つ
頃
か
、
何
の
由
縁
か
わ
か
ら
な
い
が
、
縫
い
包
み
の
乳
房
を
板
に
取

腹
病
、
手
(
神
経
痛
〉
、
子
種
授
受
・子
種
断
ち

・
痔
と
特
定
の
祈
願
を
す
る
小
絵
馬
奉
納
に
は
、
古

い
タ
ッ
チ
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
、
今
も
盛
ん
で
あ
る
。

栃
木
県
足
利
市
在
の
山
前
の
大
原
神
社
は
、

郷
社
で
祭
神
は
天
児
屋
根
命
、

経
津
主
命
、
武
斐
槌



腹病 ・大原神社 (足利市在〉

手病 ・大手神社(足利市在)

ち折

俵
藤
太
秀
郷
が
世
尊
寺
に
将
門
調
伏
祈
願
を
し
て
将
門
と
戦
い
、

人
乙
れ
を
畏
れ
て
乙
の
地
に
把
る
。

と
の
言
い
伝
え
が
あ
っ
て
、

命
、
比
女
神
の
四
神
で
文

・
武
神
で
あ
る
が
、
い
つ
頃
よ
り

か
原
が
腹
に
結
び
つ
き
、
祈
り
て
霊
験
あ
り
と
信
ぜ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
一
説
に
平
将
門
の
胴
が
飛
ん
で
来
た

と
の
俗
説
が
あ
る
。

乙
乙
で
は
亀
甲
腹
掛
け
を
画
い
た
絵
馬

が
奉
納
さ
れ
た
が
、
近
在
の
絵
馬
師
の
隠
退
か
ら
、
亀
甲
腹

掛
そ
の
も
の
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
訪
れ
る
人
が
多

し、。
乙
乙
よ
り
手
前
、
足
利
市
の
水
使
神
社
の
近
く
に
は
、
鎮

守
さ
ま
の
大
手
神
社
が
あ
る
。

と
と
は
平
将
門
が
挙
兵
の

藤
太
の
弓
勢
鋭
く
、
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将
門
乙
の
強
矢
に
当
り
、

そ
の
手
こ
の
地
に
落

現
在
で
も
古
く
か
ら
の
土
地
の
人
々
は
生
花
に
藤
の
花
を
使
用
し
な

い
。
ま
た
将
門
平
定
を
祈
願
し
た
。
高
雄
山
神
謹
寺
の
不
動
明
王
像
を
本
尊
と
す
る
成
田
山
新
勝
寺
に
は
参
詣
し
な
い
。
乙
の
神
社
は
手
を
杷

に
し
て
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

る
と
乙
ろ
か
ら
、
手
に
関
す
る
病
の
霊
験
神
応
が
あ
る
と
信
仰
さ
れ
、
絵
馬
を
画
く
人
が
な
い
と
い
う
乙
と
か
ら
、
手
袋
、
手
形
な
ど
を
絵
馬

埼
玉
県
の
嵐
山
町
に
あ
る
郷
社
手
白
神
社
も
手

・
足
の
病
に
霊
験
あ
り
と
近
在
の
人
に
信
仰
さ
れ
、
白
地
の
手
形
を
画
い
た
絵
馬
が
奉
納
さ

れ
て
い
る
。
現
在
は
白
地
に
手
型
を
押
し
た
絵
馬
を
奉
納
す
る
。

乙
乙
は
、
景
行
天
皇
の
第
三
皇
女
が
関
東
に
下
ら
れ
た
時
、
当
地
に
あ
っ
た

浄
瑠
璃
池
で
手
を
洗
わ
れ
た
と
き
に
誤
っ
て
鏡
を
池
に
落
さ
れ
、
鏡
は
女
の
命
と
落
さ
れ
た
こ
の
地
を
永
住
の
地
と
定
め
ら
れ
た
。
老
い
て
死

期
の
近
づ
か
れ
た
時
、
村
人
に
対
す
る
感
謝
か
ら
、
手
足
の
病
を
癒
す
守
護
神
と
な
る
と
と
を
約
束
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
足
病
祈
願

は
、
足
の
手
を
治
し
給
え
と
祈
る
。
本
尊
は
手
白
香
姫
尊
。



子供病神経痛 ・剣神社(今熊野町)

た
ち
の
子
授
け
祈
願
が
多
い
と
い
う
。

痔病 ・広田神社(大阪市浪速)

京
都
市
今
熊
野
の
剣
神
社
は
伊
弊
諾
尊

・
伊
弊
舟
尊
の
二
神
を

子種受授 ・三島神社(京都市東山〉

把
り
、
二
神
を
陸
の
使
者
と
し
、
奉
納
す
る
小
絵
馬
の
飛
び
魚
は

海
の
使
者
と
し
て
い
る
。
飛
び
魚
を
二
匹
並
べ
た
の
は
夫
婦
和
合

の
象
徴
と
い
わ
れ
、
府
虫
封

・
諸
病
平
蹟
(
神
経
痛
〉
の
ど
利
益

あ
り
と
さ
れ
て
い
る
が
、
箔
虫
封
と
神
社
の
結
び
つ
き
は
さ
だ
か

で
な
い
。
老
人
た
ち
は
飛
び
魚
を
釣
る
と
い
う
乙
と
か
ら
、
神
経

病
に
効
験
あ
り
と
参
詣
し
、
絵
馬
奉
納
も
盛
ん
で
あ
る
。

京
都
市
東
山
区
渋
谷
通
に
あ
る
三
嶋
神
社
は
、
安
産
・子
授
け

子
あ
づ
け

・
婦
人
病
に
霊
験
あ
り
と
い
わ
れ
、
戦
前
は
三
業
地

戦
後
は
街
娼
の
女
た
ち
の
子
あ
づ
け
祈
願
が
、
現
在
は

一
般
婦
人

乙
こ
は
、
高
倉
天
皇
の
母
、
平
滋
子
健
春
門
院
が
中
宮
の
時
に
、

皇
子
な
き
た
め
三
嶋
神
社
の
神
を
崇
敬
し
て
子
宝
を
与
え
ら
れ
た
ζ

と
に
、
端
を
発
し
て
い
る
。
小
絵
馬

に
し
る
さ
れ
た
ウ
ナ
ギ
の
故
由
は
、
普
通
に
は
神
使
は
巳
(
蛇
)
が
代
表
で
あ
る
が
、
当
社
は
水
蛇
(
牟

奈
岐
〉
が
使
者
で
、
乙
れ
は
土
火
水
(
生
物
生
成
)
の
神
徳
が
牟
奈
岐
に
宿
っ
て
い
る
た
め
、
食
す
る
と

悪
癒
を
除
き
身
中
の
一
切
の
虫
を
殺
す
と
の
伝
え
か

-り
、

き
に
身
体
に
腸
を
お
乙
し
て
風
邪
五
痔
を
治
し
、

子
授
け
祈
願
者
は
鰻
を
絶
ち
安
産
成
就
で
生
鰻
を
供

鰻
を
食
す
る
と
身
中
一
切
の
虫
を
殺
す
と
、

ぇ
、
後
と
れ
を
好
み
て
食
す
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
二
匹
は
夫
婦
和
合
を
表
わ
す
と
い
う
。
現
在
も
盛

ん
で
あ
る
。

大
阪
市
浪
速
区
今
宮
の
広
田
神
社
は
、
氏
神
で
天
照
皇
大
神
を
担
っ
て
い
る
が
、
い
つ
の
頃
か
、
土
地

(36) 



の
神
の
地
が
痔
の
神
と
し
て
功
徳
あ
り
と
信
ぜ
ら
れ
て
、
皇
大
神
は
陸
の
女
神
、
赤
鱈
は
海
の
女
神
と
い
う
こ
と
か
ら
、
乙
れ
を
断
っ
て
祈
願

す
る
風
習
か
ら
赤
鱒
を
薗
い
た
絵
馬
を
奉
納
す
る
。

病
気
一
般
の
小
絵
馬
奉
納
で
は
、
自
分
の
干
支
を
画
い
た
も
の
に
病
名
を
し
る
し
た
り
、
症
状
だ
け
を
し
る
し
て
祈
願
奉
納
す
る
も
の
が
多

。
静
岡
市
在
の
丸
子
に
あ
る
大
鑑
滝
不
動
明
王
堂
は
、
絵
馬
の
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
祈
願
す
る
時

に
自
分
の
干
支
を
画
い
た
絵
馬
を
求
め
、

コ
ブ
を
取
っ
て
下
さ
い
と
奉
納
す
る。

ζ
ζ

に
は
不
動
明
王

・
太
郎
坊
大
権
現

・
愛
宕
山
大
権
現

堂

一
六
羅
漢
像
な
ど
あ
っ
て
参
詣
人
が
絶
え
な
い
。

大
阪
市
の
四
天
王
寺
内
に
あ
る
石
神
堂
は
、
牛
化
し
た
石
像
を
妃
り
、
搭
の
病
に
効
あ
り
と
信
じ
ら
れ
牛
さ
ま
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
い
わ
れ
は
寺
で
も
答
え
て
く
れ
ぬ
が
、
搭
を
草
に
な
ぞ
ら
え
牛
に
食
べ
さ
せ
平
癒
し
て
も
ら
う
と
人
は
い
っ
て
い
る
。
病
気
平
癒
の

参
詣
人
が
絶
え
な
い
。
絵
馬
は
牛
が
画
か
れ
て
い
る
。

(37) 

大
阪
府
大
東
市
の
石
切
剣
箭
神
社
は
銑
速
日
尊

・
可
美
真
手
命
を
紀
り
、
如
何
な
る
頑
丈
な
岩
で
も
な
ん
の
苦
も
な
く
切
れ
る
と
い
う
剣

・

箭
を
祭
神
権
化
と
し
て
置
き
、
搭

・
腫
物

・
耳

・
病
気
な
ん
で
も
平
癒
す
る
利
益
た
か
い
神
社
と
い
う
と
と
か
ら
、
木
積
宮

・
穂
積
堂
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

一
般
に
は
イ
シ
さ
ま
と
呼
ば
れ
、
自
分
の
干
支
に
祈
願
を
し
る
し
た
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
、
お
百
度
参
り
と
称
し
て
数
十
人
の
人
が

並
ん
で
詣
い
っ
て
い
る
。
ま
た
一
粁
ほ
ど
の
参
道
に
は
多
数
の
生
薬
庖
が
あ
っ
て
繁
昌
し
て
い
る
。

観
音
信
仰
は
、
古
く
は
聖
徳
太
子
の
夢
殿
観
音
以
後
、
上
下
に
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
た
の
に
端
を
発
す
る
が
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
大
慈
大
悲

の
象
徴
と
し
て
最
も
広
く
尊
崇
さ
れ
る
菩
薩
で
、
人
々
の
悩
み
を
救
う
た
め
に
千
手
観
音

・
如
意
輪
観
音

・
馬
頭
観
音
な
ど
三
十
三
身
に
姿
を

変
え
て
現
わ
れ
る
と
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
秩
父
の
札
所
に
な
っ
て
い
る
明
智
寺
は
、
如
意
輪
観
音
を
妃
り
、
女
神
で
あ
る
と
い
う
乙
と
か
ら
婦

人
一
切
の
病
K
利
益
が
あ
る
と
、
婦
人
の
拝
脆
の
小
絵
馬
が
供
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

乙
れ
に
い
ろ
い
ろ
の
功
徳
が
付
加
さ
れ
信
仰
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。



群
馬
県
の
石
打
こ
ぶ
観
音
に
は
千
手
観
音
が
杷
ら
れ
、
徳
川
時
代
に
武
州
の
殿
さ
ま
の
目
の
上
の
癒
が
、
幼
少
か
ら
長
ず
る
に
従
っ
て
大
き

そ
の
た
め
気
む
ず
か
し
く
な
る
乙
と
に
家
来
は
悩
み
、
行
商
人
の
話
し
か
ら
、
殿
さ
ま
は
一
心
に
祈
願
、
満
願
の
日
の
朝
、
癌
は
全

治
、
お
礼
に
大
名
行
列
を
と
と
の
え
来
山
し
た
。
ま
た
、
長
寛
年
聞
に
万
剣
を
業
と
す
る
重
兵
衛
夫
婦
に
子
が
な
く
、
悩
み
祈
願
し
た
と
乙
ろ

子
を
授
か

っ
た
。
そ
の
子
源
義
清
は
義
経
に
従
い
大
功
を
立
て
た
。
乙
れ
観
音
像
を
身
に
つ
け
て
出
陣
し
た
た
め
と
思
い
、
と
の
地
に
行
脚
し

く
な
り
、

た
と
き
庵
を
結
び
安
置
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。
乙
の
伝
承
か
ら
子
授
け

・
子
育
て

・
縁
切
り

・
癌

・
庇
等
、
障
害
と
な
る
も
の
は
癒

と
し
て
取
り
除
き
を
祈
願
す
る
と、

霊
験
あ
り
と
伝
わ
り
遠
路
を
い
と
わ
ず
訪
れ
る
参
詣
人
が
多
い
と
い
う
。
小
絵
馬
の
図
柄
も
種
類
が
多
く

七
点
に
及
ぶ
。
そ
の
な
か
の
二
点
は
大
手

・
水
使
と
同
種
で
あ
る
。

都
下
秋
多
町
に
あ
る
尾
崎
観
音
は
別
当
観
音
と
呼
ば
れ
、
安
産

・
子
児
守
護
に
霊
験
あ
り
と
さ
れ
て
い
て
、
現
在
も
盛
ん
に
奉
納
さ
れ
参
詣

人
も
多
い
。
絵
馬
は
二
種
類
あ
っ
て
、
赤
い
帯
の
拝
み
女
は
若
い
女
性
、
紫
の
帯
の
拝
み
女
は
老
い
た
女
性
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。

埼
玉
県
東
松
山
の
上
岡
馬
頭
観
音
は
、
木
像
の
腹
の
中
か
ら
出
た
一
寸
位
い
の
像
を
把
り
、
腹
の
中
か
ら
山
山
た
と
の
言
い
伝
え
か
ら
安
産
の

(38) 

神
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

家
畜
の
守
護
神
と
し
て
も
信
じ
ら
れ
、
今
日
で
も
二
月
の
午
の
日
に
馬
の
絵
馬
そ
の
他
の
絵
馬
市
が
立
ち
賑
わ
っ

て
い
る
。

む

す

ぴ

以
上
各
地
の
病
気
平
癒
祈
願
の
小
絵
馬
を
踏
査
し
た
も
の
を
報
告
し
た
が
、
今
日
で
も
小
絵
馬
信
仰
が
か
な
り
流
行
し
て
い
る
乙
と
を
知
る

乙
と
が
で
き
た
。

小
絵
馬
奉
納
は
神
社
、
仏
閣
に
は
直
接
関
係
な
く
行
わ
れ
て
い
る
乙
と
が
特
徴
で
あ
っ
て
、
現
在
神
職
や
住
職
が
不
在
の
廃
社
、
廃
寺
に
も

小
絵
馬
奉
納
が
行
わ
れ
て
い
る
乙
と
は
小
絵
馬
信
仰
が
、
本
来
の
神
道
や
仏
教
の
信
仰
と
無
関
係
な
土
俗
的
信
仰
形
態
で
あ
る
乙
と
を
示
し
て

い
る
。
従
っ
て
小
絵
馬
は
神
社
や
寺
院
に
於
て
も
む
し
ろ
邪
魔
物
扱
い
を
さ
れ
、
そ
の
廃
棄
処
理
方
法
と
し
て
絵
馬
堂
を
し
つ
ら
え
て
、
そ
乙



に
堆
く
積
み
込
ま
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

本
調
査
に
よ
っ
て
得
た
印
象
は
、
今
日
の
医
学
の
進
歩
、
医
療
の
普
及
に
拘
わ
ら
ず
小
絵
馬
信
仰
が
依
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
と
は
、

こ
の
よ
う
な
迷
信
に
よ
る
病
気
の
癒
や
し
が
実
際
に
於
て
行
わ
れ
て
い
る
乙
と
で
、

そ
乙
に
精
神
療
法
の
一
類
型
が
あ
る
乙
と
は
医
学
的
に
も

無
視
で
き
な
い
。

つ
ま
り
絵
馬
信
仰
の
形
式
は
早
晩
廃
絶
し
て
遺
物
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
宗
教
的
精
神
療
法
は
形
を
変
え
て
未
来
に

も
引
き
つ
が
れ
て
行
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
論
文
の
要
旨
は
昭
和
四
九
年
五
月
二
五
日
日
本
医
史
学
会
例
会
に
報
告
し
た
。

本
調
査
に
際
し
て
は
、
協
同
研
究
者
、
写
真
家
渡
会
渥
美
氏
の
一
方
な
ら
ぬ
援
助
と
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

拳
考
文
献

日
本
の
美
術
位
絵
馬

定
本
柳
田
国
男
集
第
二
七
巻

旅
と
伝
説
第
三
巻
小
絵
馬

も
の
と
人
間
の
文
化
史
|
絵
馬
岩
井
宏
美

小
絵
馬
図
譜
石
子
順
造

絵
馬
巡
礼
と
俗
信
の
研
究
召
回
大
定

小
絵
馬
と
医
学
相
見
三
郎
(
金
原
出
版
創
業
百
年
記
念
財
団
法
人
日
本
医
学
文
化
保
存
会
第
間
医
海
時
報
昭
和
田
八
年
二
月
一
日
号
)

(39) 



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十

一
巻

第
一
号

・
昭

和

五

十

年

一

月

昭
和
四
十
九
年
十
月
三
十
一

日
受
付

解
体
記
念
碑
と
そ
の
う
つ
り
か
わ
り

緒

方

戸邑

雄

一
、
建

設

大
正
十
年
(
一
九
二
一
)
は
、
杉
田
玄
白

・
前
野
良
沢

・
中
川
淳
庵
等
が
小
塚
原
(
骨
が
原
〉
の
刑
場
で
腕
分
を
見
て
、
そ
の
と
き
玄
白
と

良
沢
と
が
た
ず
さ
え
て
い
っ
た
ク
ル
ム
ス
の
タ
l
ヘ
ル

・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
図
の
正
確
な
の
に
お
ど
ろ
き
、
翻
訳
を
決
意
し
た
明
和
八
年
三
月
四

(40) 

日

(
一
七
七
一
〉
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
五
十
年
自
に
あ
た
っ
た
の
で
、
奨
進
医
会
が
例
年
三
月
四
日
に
お
乙
な
っ
て
き
た
医
家
先
哲
追
薦
会
を
小

塚
原
観
臓
百
五
十
年
記
念
に
ち
な
む
特
別
講
演
会
と
し
、

の
ち
富
士
川
瀞
先
生
の
提
唱
で
観
臓
記
念
碑
を
小
塚
原
刑
場
跡
に
あ
る
本
所
回
向
院

(
現
在
の
小
塚
原
田
向
院
)
の
境
内
に
建
て
る
乙
と
を
決
定
し
た
。
実
行
委
員
に
富
士
川
漁

・
宮
本
仲

・
緑
川
輿
功

・
細
野
順

・
小
川
創
三
郎

・
西
山
信
光

・
高
比
良
養
次
郎

・
藤
根
常
吉

・
尼
子
四
郎

・
小
田
平
義
の
諸
氏
を
選
び
、
原
型
の
製
作
は
、
美
術
家
宮
本
瓦
金
氏
に
依
頼
し

た
。
記
念
碑
は
翌
大
正
十
一
年
五
月
十
日
(
一
九
二
二
〉
本
堂
裏
に
竣
工
し
た
の
で
、
乙
の
日
富
士
川

・
緑
川

・
小
川

・
藤
根

・
尼
子

・
細
野

の
諸
氏
が
現
場
に
お
も
む
き
、
除
幕
式
を
お
乙
な
っ
た
。

員
が
見
え
な
い
。

乙
の
自
の
記
念
撮
影
の
写
真
が
宮
士
川
家
に
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
小
川
委

碑
は
御
影
石
の
台
石
に
仙
台
石
の
碑
石
を
立
て
、
上
に
は
、
解
体
新
書
序
図
編
の
絵
と
び
ら
を
か
た
ど
っ
て
、
原
本
に
「
解
剖
図
」
と
あ
る

の
を
「
観
臓
記
念
碑
」
と
変
え
た
浮
彫
青
銅
板
を
は
め
、
下
に
は
、
矩
形
の
青
銅
板
に
つ
ぎ
の
文
を
浮
彫
に
し
て
あ
る
。



明
和
八
年
三
月
四
日
前
野
良
沢
杉
田
玄
白
中
川
淳
庵
諸
氏
此
処
ニ
テ
刑
屍
ノ
解
臓
セ
ラ
ル
ル
ヲ
観
テ
発
明
ス
ル
所
ア
リ
直
チ
ニ
和
蘭
解

剖
図
譜
ノ
翻
訳
ニ
着
手
シ
四
年
ノ
星
霜
ヲ
閲
シ
テ
遂
-
一
解
体
新
書
五
巻
ヲ
大
成
ス
実
ニ

コ
レ
我
国
西
洋
医
学
ノ
濫
鯵
ナ
リ

と
の
年
の
七
月
二
日
奨
進
医
会
は
こ
の
記
念
碑
建
設
の
祝
賀
と
披
露
を
か
ね
、
午
後
二
時
か
ら
第
三
十
一
回
医
家
先
哲
追
薦
会
を
回
向
院
で

ひ
ら
き
、
午
後
三
時
か
ら
披
露
会
に
う
つ
っ
た
。
当
日
の
模
様
を
中
外
医
事
新
報
(
一

O
二
ハ
号
、
大
正
十
一
年
七
月
〉
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
報

じ
て
い
る
。
式
場
は
回
向
院
の
書
院
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

(
略
〉
式
場
に
は
前
野
、
杉
田
、
大
槻
、
字
国
川
、
其
他
西
洋
医
学
の
発
達
に
功
労
あ
る
先
哲
の
肖
像
を
掲
げ
、
午
後
三
時
藤
根
委
員
司
会

の
下
に
開
会
、
左
の
演
説
あ
り
た
り

開
会
ノ
詞

宮片
本山

国
嘉

建
碑
始
末

市
甲，，a

-
E
 

蘭
学
ノ
話

大
槻

如
電

(41) 

小
塚
原
刑
屍
解
剖
当
時
ノ
話

宅

秀

回
想
談

富
士
川

務

偶
感

大
槻

文
彦

別
の
文
献
に
よ
る
と
、

と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
最
後
に
「
閉
会
ノ
詞

「
回
想
談

石
黒
忠
恵
」
と
い
う
の
が
三
宅
秀
氏
の
あ
と
に
入
っ
て
い
る
が
、

乙
れ
は
お
乙
な
わ
れ
な
か
っ
た
も
の

片
山
国
嘉
」
と
あ
る
の
が
あ
る
が
、
乙
れ
は
中
外
医
事
新
報
の
記
事
に
追
加
し
て
よ
い
と
お
も

わ
れ
る
。

医
家
先
哲
追
薦
会
は
そ
の
後
昭
和
三
年
ま
で
毎
年
三
月
四
日
に
回
向
院
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
他
の
場
所
で
ひ
ら
か
れ
た
と
き
で
も
、

そ
の
都
度
開
会
に
さ
き
だ
っ
て
、
代
表
が
乙
の
記
念
碑
に
詣
で
る
の
を
例
と
し
た
。

記
念
碑
が
で
き
た
翌
年
の
大
正
十
二
年
九
月
一
日
(
一
九
二
三
〉
に
は
関
東
大
震
災
が
あ
っ
た
。
回
向
院
の
本
堂
と
庫
裏
は
倒
壊
し
た
が
、



碑
は
無
事
で
あ
っ
た
。
本
堂
は
や
が
て
再
建
さ
れ
た
。

記
念
碑
が
た
つ
て
か
ら
十
二
年
後
の
昭
和
十
年
三
月
四
日
(
一
九
三
五
〉

iζ 

記
念
碑
の
ま
え
に
入
沢
達
吉
、
富
士
川
瀞
、

相
良
潤
一
郎

(
相
良
知
安
の
孫
〉
、
小
田
平
義
の
四
人
が
立
っ
て
い
る
写
真
が
富
士
川
家
に
あ
る
。

と
の
ζ

ろ
に
な
る
と
、

碑
の
ま
わ
り
に
植
え
ら
れ
た
ア

オ
キ
が
よ
く
し
げ
っ
て
い
る
。

ニ
、
破

損

碑
の
建
設
か
ら
二
十
三
年
後
、
す
な
わ
ち
大
平
洋
戦
争
の
最
後
の
年
、
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
五
日
(
一
九
四
五
〉
に
回
向
院
を
ふ
く
む
一

帯
は
大
空
襲
を
う
け
、
本
堂
は
全
焼
し
、
記
念
碑
は
火
を
か
ぶ
っ
て
、
碑
石
が
破
損
し
た
。
そ
の
後
文
字
板
は
盗
難
に
あ
い
、
あ
わ
れ
な
姿
に

‘4

っ
こ
。

J
1
.
L
T'
 

(42) 

三
、
再

建

昭
和
三
十
四
年
四
月
三
九
五
九
〉
第
十
五
回
日
本
医
学
会
総
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
会
頭
内
村
祐
之
、
副
会
頭
小
林

芳
人
、
同
緒
方
富
雄
〉
。

ζ

の
機
会
に
、
緒
方
が
推
進
し
て
、

日
本
医
史
学
会

・
日
本
医
学
会

・
日
本
医
師
会
が
共
同
で
、
破
損
し
た
観
臓
記

念
碑
を
、
あ
た
ら
し
い
設
計
を
も
っ
て
別
の
場
所
に
再
建
す
る
乙
と
と
な
り
、
緒
方
が
親
し
い
谷
口
吉
郎
氏
(
東
京
工
業
大
学
教
授
)
に
設
計

を
依
頼
し
た
。
碑
文
は
緒
方
が
つ
づ
っ
た
。

あ
た
ら
し
い
記
念
碑
は
三
月
中
に
完
成
し
た
。
門
を
入
っ
て
右
側
の
塀
に
そ
っ
て
、
別
に
大
谷
石
の
「
コ
の
字
型
」
の
壁
を
立
て
、
三
枚
の

黒
御
影
の
一
枚
目
に
、
も
と
の
記
念
碑
の
浮
彫
青
銅
板
を
移
し
、
あ
と
の
二
枚
に
明
朝
体
の
文
字
で
つ
ぎ
の
碑
文
が
き
ざ
ん
で
あ
る
。

除
幕
式
は
四
月
一
日
の
総
会
開
会
式
の
二
日
前
の
三
月
三
十
日
午
前
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
。

蘭
学
を
生
ん
だ
解
体
の
記
念
に



人
は
あ
っ
た
が
、
玄
白
等
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
解
剖
書
タ
l
ヘ
ル

・
ア
ナ
ト
ミ
ア
を
持
っ
て
来
て
、

一
七
七
一
年

・
明
和
八
年
三
月
四
日
に
杉
田
玄
白

・
前
野
良
沢

・
中
川
淳
庵
等
が
ζ

乙
へ
腕
分
を
見
に
来
た
。
そ
れ
ま
で
に
も
解
体
を
見
た

そ
の
図
を
実
物
と
ひ
き
く
ら
べ

、
そ
の
正

確
な
の
に
お
ど
ろ
い
た
。

そ
の
帰
り
み
ち
三
人
は
発
憤
し
て
乙
の
本
を
日
本
の
医
者
の
た
め
に
訳
そ
う
と
決
心
し
、
さ
っ
そ
く
あ
く
る
日
か
ら
と
り
か
か
っ
た
。
そ
し

乙
れ
が
西
洋
の
学
術
書
の
本
格
的
な
翻
訳
の
は
じ
め
で
、

つ
い
に
一
七
七
四
年
、
安
永
三
年
八
月
に
、
「
解
体
新
書
」
五
巻
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

と
れ
か
ら
蘭
学
が
さ
か
ん
に
な
り
、
日
本
の
近
代
文
化
が
め
ぼ
え
る
き
っ
か
け
と

て
苦
心
の
す
え
、

ょ
っ
=
。

7

・
7

さ
き
に
一
九
二
二
年
奨
進
医
会
が
観
臓
記
念
碑
を
本
堂
裏
に
建
て
た
が
、

一
九
四
五
年
二
月
二
十
五
日
戦
災
を
'
つ
け
た
の
で
、
解
体
新
書
の

絵
と
び
ら
を
か
た
ど
っ
た
浮
彫
青
銅
板
だ
け
を
と
ζ

へ
移
し
て
、
あ
ら
た
に
建
て
な
お
し
た
。

一
九
五
九
年

・
昭
和
三
十
四
年
三
月
四
日

(43) 

第
十
五
回
日
本
医
学
会
総
会
の
機
会
に

日
本
医
史
学
会

日
本
医
学
会

日
本
医
師
会

碑
文
の
日
付
が
三
月
四
日
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
和
八
年
三
月
四
日
に
ち
な
ん
だ
の
で
あ
る
。

回
、
別
の
記
念
碑

小
塚
原
回
向
院
の
解
体
記
念
碑
の
再
建
と
平
行
し
て
、
別
に
、
築
地
明
石
町
聖
路
加
国
際
病
院
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
内
で
、
慶
応
義
塾
発
祥
記

念
碑
の
う
し
ろ
に
「
蘭
学
の
泉
は
こ
乙
に
」
と
題
す
る
記
念
碑
を
計
画
し
、
お
な
じ
時
に
で
き
た
。

乙
と
は
中
津
藩
奥
平
中
屋
敷
が
あ
っ
た
あ



た
り
で
、
そ
の
屋
敷
内
に
前
野
良
沢
の
宅
が
あ
っ
た
。
明
和
八
年
三
月
四
日
に
タ
|
ヘ
ル

・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
翻
訳
を
決
意
し
た
三
人
あ
つ
ま
っ

て
翻
訳
を
は
じ
め
た
。
そ
れ
が
解
体
新
書
と
な
り
、
蘭
学
の
隆
盛
に
つ
な
が
っ
た
の
で
、
そ
の
乙
と
を
記
念
す
る
碑
で
あ
る
。

そ
の
碑
文
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

蘭
学
の
泉
は
と
乙
に

一
七
七
一
年

・
明
和
八
年
三
月
五
自
に
杉
田
玄
白
と
中
川
淳
庵
と
が
前
野
良
沢
の
宅
に
あ
つ
ま
っ
た
。

良
沢
の
宅
は
と
の
近
く
の
鉄
砲
洲
の
豊
前
中
津
藩
主
奥
平
の
屋
敷
内
に
あ
っ
た
。
三
人
は
き
の
う
千
住
骨
が
原
で
解
体
を
見
た
と
き
、
オ
ラ

ン
ダ
語
の
解
剖
書
タ

l
-ヘ
ル

・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
図
と
ひ
き
く
ら
べ
て
そ
の
正
確
な
の
に
お
ど
ろ
き
、
発
憤
し
て
さ
っ
そ
く
き
ょ
う
か
ら
と
の

本
を
訳
し
は
じ
め
よ
う
と
決
心
し
た
の
で
あ
る
。

と
乙
ろ
が
そ
の
つ
も
り
に
な
っ
て
タ
l
ヘ
ル

・
ア
ナ
ト
ミ
ア
を
見
る
と
、

オ
ラ
ン
ダ
語
を
す
と
し
は
知
っ
て
い
る
良
沢
に
も
、

ど
う
訳
し
て

い
い
の
か
ま
っ
た
く
見
当
が
つ
か
な
い
。

(44) 

そ
れ
で
身
体
の
各
部
分
に
つ
い
て
い
る
名
を
て
ら
し
あ
わ
せ
で
訳
語
を
見
つ
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
、
い
ろ
い
ろ
苦
心
の
す
え
、

一
七
七
四
年

・
安
永
三
年
八
月
に
解
体
新
書
五
巻
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
と
れ
が
西
洋
の
学
術
書
の
本
格
的
な
翻
訳
の
は
じ
め
で
、
ζ

れ
か
ら

つ
い
に

蘭
学
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
蘭
学
の
泉
は
乙
こ
に
わ
き
出
て
、
日
本
の
近
代
文
化
の
流
れ
に
か
ぎ
り
な
い
生
気
を
そ
そ
ぎ
つ
づ
け
た
。

一
九
五
九
年
・
昭
和
三
十
四
年
三
月
五
日

第
十
五
回
日
本
医
学
会
総
会
の
機
会
に

日
本
医
史
学
会

日 日

本本

医・医

師学
会会



日
付
が
三
月
五
日
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
小
塚
原
の
が
三
月
四
日
に
な
っ
て
い
る
の
に
呼
応
し
て
い
る
。

除
幕
は
、
小
塚
原
の
記
念
碑
を
す
ま
せ
た
あ
と
、

一
日
ち
が
い
の
連
続
的
な
で
き
ご
と
を
そ
れ
ぞ
れ
記

一
聞
が
と
乙
へ
来
て
お
乙
な
っ
た
。

念
す
る
碑
が
同
時
に
建
設
さ
れ
、
お
な
じ
日
に
前
後
し
て
、
お
な
じ
団
体
に
よ
っ
て
除
幕
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
前
例
の
な
い
ζ

と
で
あ
ろ

ベノ。
ζ

の
築
地
の
碑
の
建
設
よ
り
一
年
前
、

聖
路
加
国
際
病
院
の
旧
館
の
一
角
に
「
蘭
学
の
泉
は
こ

昭
和
三
十
三
年
三
月
五
日
〈
一

九
五
八
)
、

乙
に
わ
き
出
た
」
と
い
う
題
で
は
じ
ま
る
記
念
標
が
日
本
医
史
学
会
の
手
で
た
て
ら
れ
た
。
文
は
緒
方
で
あ
る
。
毛
筆
で
紙
に
書
い
て
ガ
ラ
ス

の
ワ
ク
に
お
さ
め
た
も
の
で
あ
る
。
除
幕
式
は
聖
路
加
病
院
の
職
員

・
看
護
婦
の
参
加
の
も
と
に
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
た
だ
し
こ
の
記
念

碑
は
、
上
述
の
小
塚
原
の
記
念
碑
の
再
建
、
築
地
の
記
念
碑
の
同
時
建
設
の
乙
と
が
確
定
す
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
文
か
ら
も
、
そ

れ
が
う
か
が
え
る
。

蘭
学
の
泉
は
乙
乙
に
わ
き
出
た

(45) 

江
戸
築
地
鉄
砲
洲

豊
前
中
津
藩
主

奥
平
邸
内

前
野
良
沢
自
宅
の
あ
と

ふ

わ

け

一
七
七
一
年
(
明
和
八
年
)
三
月
四
日
杉
田
玄
白
は
前
野
良
沢
、
中
川
淳
庵
等
を
さ
そ
っ
て
千
住
小
塚
原
刑
場
に
は
じ
め
て
腕
分
を
見
に
い

っ
た
。
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
解
剖
書
タ
l
ヘ
ル

・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
図
の
正
確
な
の
に
お
ど
ろ
き
、

西
洋
の
学
術
の
着
実
な
の
に
感
心
し

た
。
そ
の
帰
り
み
ち
三
人
は
、
あ
す
か
ら
で
も
こ
の
本
を
訳
し
て
一
日
も
は
や
く
日
本
の
医
学
の
役
に
た
て
た
い
と
お
も
っ
た
。

あ
く
る
三
月
三
日
み
ん
な
は
早
速
前
野
良
沢
の
宅
K
あ
つ
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
つ
も
り
に
な
っ
て
タ
l
ヘ
ル

・
ア
ナ
ト
ミ
ア
を
見
る

と

一
体
ど
う
し
て
訳
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
ま
る
で
見
当
が
つ
か
な
い
。

こ
の
日
か
ら
彼
等
の
苦
心
が
は
じ
ま
っ
た
。

そ
し
て
一
七
七
四
年
(
安
永
三
年
〉
西
洋
の
学
術
の
日
本
最
初
の
訳
書
「
解
体
新
書
」
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
蘭

学
が
さ
か
ん
に
な
り
、
西
洋
の
学
術
を
と
り
い
れ
る
大
き
な
た
す
け
に
な
っ
た
。



乙
-
つ
し
て
、
と
の
地
に
わ
き
出
た
蘭
学
の
泉
は
日
本
の
近
代
文
化
の
流
れ
に
、
か
ぎ
り
な
い
生
気
を
そ
そ
ぎ
つ
づ
け
た
。

一
九
五
八
年
ハ
昭
和
三
十
五
年
U

三
月
五
日

日
本
医
史
学
会

翌
年
「
蘭
学
の
泉
は
乙
乙
に
」
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
も
、
そ
の
ま
ま
た
っ
て
い
た
が
、
も
う
そ
の
使
命
は
は
た
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
、
移

設

小
塚
原
回
向
院
周
辺
の
道
路
拡
張
の
計
画
が
以
前
か
ら
あ
っ
て
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
(
一
九
七
三
)
ど
ろ
工
事
が
は
じ
ま
り
、
道
路
に
面

し
た
境
内
は
深
く
け
ず
り
と
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
回
向
院
本
堂
は
全
く
あ
た
ら
し
い
設
計
に
よ
っ
て
近
代
的
寺
院
建
築
と
な
り
、

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
日
〈
一
九
七
四
〉
に
落
慶
式
が
お
乙
な
わ
れ
た
。

と
の
道
路
拡
張
に
よ
っ
て
、
解
体
記
念
碑
も
移
転
を
余
義
な
く
さ
れ
た
。
移
転
先
に
つ
い
て
回
向
院
と
い
ろ
い
ろ
相
談
の
結
果
、
住
職
清
水

(46) 

了
仙
師
の
御
厚
意
に
よ
っ
て
、
本
堂
一
階
の
広
場
を
か
乙
む
二
本
の
柱
の
聞
を
ふ
さ
い
で
壁
に
し
た
内
側
が
提
供
さ
れ
た
。

今
回
も
谷
口
吉
郎
氏
に
設
計
を
依
頼
し
、
さ
き
の
三
面
の
黒
御
影
板
を
そ
の
ま
ま
っ
か
い
、
ζ

れ
を
中
心
と
し
て
、
特
別
に
焼
い
た
有
田
焼

の
あ
か
る
い
黄
褐
色
の
タ
イ
ル
で
か
乙
ん
で
、
よ
そ
お
い
を
あ
ら
た
に
し
た
解
体
記
念
碑
が
で
き
た
。
そ
れ
で
、
十
月
二
十
六
日
除
幕
式
が
お

ζ

な
わ
れ
た
。

今
回
の
移
設
の
事
情
を
後
日
に
伝
え
る
た
め
、
つ
ぎ
の
文
を
す
乙
し
小
さ
い
黒
御
影
板
に
き
ざ
ん
で
、
碑
板
の
左
下
に
は
め
乙
ん
だ
。
文
は

緒
方
で
あ
る
。

道
路
拡
張
の
た
め
あ
た
ら
し
く
設
計
さ
れ
た
本
堂
の
落
慶
式
が
今
月
十
日
に
お
乙
な
わ
れ
た
。
そ
の
機
会
に
、
ζ

の
場
所
を
解
体
記
念
碑
の

た
め
に
提
供
さ
れ
た
の
で
、
よ
そ
お
い
を
あ
ら
た
に
し
て
乙
乙
に
移
し
、
今
日
除
幕
の
式
を
あ
げ
た
。
そ
れ
は
解
体
新
書
の
出
版
か
ら
二
百



年
に
あ
た
る
年
に
で
き
た
ζ

と
に
な
る
。

一
九
七
四
年

・
昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
六
日

解
体
新
書
出
版
二
百
年
記
念
の
年

日
本
医
史
学
会

日
本
医
学
会

日
本
医
師
会

文

緒
方

官

雄

設
計

谷
口

吉
郎

施
工

熊
取
谷
石
材

六
、
む

す

び

(47) 

ζ

の
よ
う
に
、
乙
の
解
体
記
念
碑
は
、
は
じ
め
「
観
臓
記
念
碑
」
と
題
し
て
、
解
体
百
五
十
年
を
記
念
し
て
、
大
正
十
一
年
五
月
建
設
さ
れ

以
来
、
今
日
ま
で
の
五
十
二
年
の
あ
い
だ
に
二
度
位
置
を
か
え
、
そ
の
都
度
よ
そ
お
い
を
か
え
、
あ
わ
せ
て
三
様
の
す
が
た
を
示
し
た
。

乙
の
た
び
の
移
設
は
、
ち
ょ
う
ど
解
体
新
書
出
版
二
百
年
を
記
念
す
る
年

K
お
こ
な
わ
れ
た
。

乙
の
年
を
記
念
し
て
の
展
覧
会
は
、一
二
月
十

日
か
ら
四
月
十
四
日
ま
で
大
阪
市
立
博
物
館
で
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
八
月
十
三
日
か
ら
十
八
日
ま
で
東
京
日
本
橋
の
三
越
本
屈
で
「
洋
学
二
百

年
記
念
展
」
と
題
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
第
七
五
回
日
本
医
史
学
会
総
会
も
、
八
月
十
七
日
に
は
記
念
式
と
記
念
講
演
会
を
三
越
で
、
ま

た
十
八
日
に
は
研
究
発
表
会
を
尾
張
町
の
日
産
ギ
ラ
リ
ー
で
お
こ
な
っ
た
。
総
会
会
長
と
し
て
の
緒
方
は
、
研
究
発
表
の
題
を
「
解
体
新
書
」

に
直
接
間
接
に
関
係
あ
る
も
の
に
限
っ
た
。
盛
会
で
あ
っ
た
。

(
昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
六
日

除
幕
式
の
日
)



図 1 建設当時の観臓記念碑(大正11年 5月

除幕の日)

右より細野)1慎. 1人おいて，藤根常吉，尼

子四郎，宮本瓦全(制作者).富士川瀞，緑

川輿功 (富士川家蔵)

図 2 12年後の観臓記念碑(昭和10年3月4

日)
右より入沢達吉，小田平義，相良潤一郎，

富士川波(富士川家蔵)

(48) 



図3 昭和34年 3月30日除幕した解体記念碑

「蘭学を生んだ解体の記念lζJ(小塚原因向院)

図4 同日除幕した蘭学記念碑

「蘭学の泉は乙乙 lζJ(築地明石町)

(49) 



(50) 

図
u1 

罰
哨

E
U防
相H
D
泊

g
E
F円相
扮
斜
戸
、
汁
融
制
幹
部
一
隣
諸
(
酬
明
剛
神
)
(
今
締
罰
固

-S
需
)
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図
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W
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舟
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四
一
世
門
日
)
蛍
窃



日
本
医
史
学
雑
飴
・
第
二
十
一

巻

第
一
号
・
昭
和

五
十

年

一

月

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
日
受
付

ス

ス

ル
タ
大
医
典
訳
業
に
つ
い
て

鈴

木

正

夫

仏
誕
に
先
だ
っ
た
イ
ン
ド
に
て
発
祥
し
た
医
学
(
〉
可
巳
門
〈
ぬ
色白
)

は
、
現
在
も
独
立
後
の
イ
ン
ド
各
地
に
お
い
て
実
践
さ
れ
、
ま
た
教
育
さ

リ
ッ
ト
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
は
、
後
述

切
E
∞
g
m
E
Z白
英
訳
の

乙
の
医
学
に
お
け
る
最
古
の
原
典
は
、
(い
}
g
s
w
p
ω忌
E
E
お
よ
び

∞
σ色白

の

ω白
B
訂
正
凶
で
あ
る
。
〈
サ
ン
ス
ク

一
般
の
究
学
者
に
て
用

ωzbEZlω
白ヨ

E
S
E
、
E
巻
の
そ
れ
に
従
う
。

れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

い
ら
れ
て
い
る
詳
細
な
方
法
は
、

私
が
熟
知
し
て
い
な
い
か
ら
J

と
の
う
ち

切
FOE-ω
白ヨ

E
S
は
最
も
遅
れ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

(52) 

一
九
二

一
年
カ
ル
カ
ッ
タ
で
出
版
さ
れ
た
サ

ン
ス

ク
リ
ッ

ト
原
文
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
乙
乙
に
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

さ
て
の
一
E
S
E
-
ω
白
3
E
S
ハ
以
下
U
S
で
表
わ
す
)
と

ω
z
e
E白
1ω
白
S
E仲
間

ス
ク
リ
ッ
ト
で
伝
え
ら
れ
、
究
学
者
、
仏
教
学
者
の
研
究
の
対
象
で
あ
っ
た
が
、

(
以
下

h
sで
表
わ
す
〉
は
古
来
有
名
で
あ
っ
て
、
サ
ン

一
般
医
家
の
た
め
に
は
従
来
一
定
の
翻
訳
が
行
わ
れ
た
。
い

ま
私
の
手
許
に

〉
B
巾
江
口
白
ロ

O
門
芯
口
同
色

ω
R
F
0
4・
zoJ司
出
血
〈
巾
門
戸
切
れ

Oロロ
∞
E
WE
-
H
Cω切
出
版
の
〉

ロ口一

Oロ

za
民
間
E
D
S円四日ロ門戸
Hn

円。己
印
白
ロ
仏
門
司
釦
ロ
凹
E
H
H
O
E
E
〉
ヨ
叩
円

FED--σ
『白門

-2
の
コ
ピ
ー
が
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
の
摘
記
に
従
え
ば

臼

に
対
し
て
は

5
8
1
5
N
ω
に
出
版
さ
れ
た

穴
白
〈
町
三
〉
三
口
白
叩
y
muy
白
ロ
仏
門
白
阿
ハ
白

JN-Eロ
E
と
そ
の
子
息

穴
白
三
円
と
H
M

何
回
円
g
y
D
白
吾

ω白
門
『
出
血
肉
曲
三
σ
y
c
凹白
ロ

(
U

白】円
UZ
2
m
-

に
よ
る
英
訳
書
が
あ
り
、

円加
に
対
し
て
は

開
ユ
白
ロ

mop
民
主
t
mO
K
出
版
さ
れ
た
何

回

g∞
-
R
の
3
巻
よ
り
成
る
ラ
テ
ン
訳
書
、ハ
U

白
-
n
E
Z・

5
a
l
g
k
出
版
さ
れ
た

ωユ
冨
包
y
g
z
門
目
白
ロ
目
。
己
主
白
に
よ
る
2
巻
δ
英
訳
書
お
よ
び

(い白

K
E
g
-
5
0吋
1
5
K
出
版
さ
れ
た

穴
卸
〈
町
旦

州
内
白
口
百
円
、
包
回
E
m
y
白関門白門口白

に
よ
る
3
巻
の
英
訳
書
が
存
在
す
る
。
そ
の
他
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
に
で
も
、
両
書
の
翻
訳
は
試
み
ら
れ
て
は



、
:
王

、

3
V
J
h
A
M
 

最
近
に
は

〉
uE門〈巾門出
n
ωon-2〕〉
】白
B
ロ
白附円巾
門・
5品
川w

か
ら

ω}回
目
。
。
己
白
σ
w
Z
D
l

• 

完
訳
は
遂
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

〈ゆ円

E
に
よ
り
、
印

の
6
巻
よ
り
成
る
、
ヒ

ン
ド
ウ
語
、
グ
ジ
ャ
ラ
チ
語
と
英
語
と
の
訳
を
並
記
し
た
訳
書
が
出
版
さ
れ
た
。

人
も
知
る
如
く
ア
l
リ
ア
人
が
イ

ン
ド
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
地
方
に
入
植
し
た
の
は
B
C
日
世
紀
で
あ
り
、
ガ
ン
ジ
ス
河
畔
に
移
り
特
異
の
文
明

を
打
建
て
た
の
は
同
ロ
l
m
世
紀
と
い
わ
れ
、

そ
れ
が
い
わ
ゆ
る

〈
包
白

文
明
で
あ
っ
て
、
そ
の

〈
包
白
に
は

E
ml〈向島デ

〉
岳
民
〈
白
1
〈・
¥
ペ
白
}
己
的i
〈
・の
4
が
分
た
れ
る
。

〉〕
『口同
〈
ぬ門宮

(
生
命
の
学
)
は
こ
の

〉
岳
民
〈
ωl〈mw
門目
白v
、
す
な
わ
ち
援
災
、
呪
岨
の
集
録
よ
り

ω白ヨ白
l
〈

-w

出
た
と
さ
れ
る
が
、
〉
吾
民
〈
白1
4
・
は
他
の

ω
〈
包

-g
よ
り
や
や
遅
れ
て
、
B
C
8
1
6
世
紀
に
集
成
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

〉
可
ロ
門
〈
包
ω
成
立
に
つ
い
て
は
、
臼

と

釦

と
は
や
や
異
な
る
伝
説
を
伝
え
て
い
る
。

に
伝
え
、
双
生
神

〉
皆
吉
田
を
経
て

宮
島
町
凶

に
て
は

と
の
学
が

回
E
Y
B白
門戸

(
林
凡
天
〉
が
最
初
に
認
め
て

に
至
っ
た
と
す
る
ま
で
は
、

同
ロ
骨
白

よ
り
最
初
に
習
っ
た
人
聞
は

∞
宮
門
白
色
〈
側冒

で
あ
り
、
彼
を
取
巻
く
印
人
の
天
医
の
う
ち

〉
可

g
仙
人
の
子
な
る
H
M
Z

口
白
ミ
白
血
が

(
帝
釈
天
〉

両
者
で
同
一
で
あ
る
が
、

α

H
U
円
白
〕
問
問
)
包
江

そ
の
6
人
の
第
子

〉
ぬ
ロ
Z
O
B
W
∞
}M
O
-
P
H包
白
日向白門口白
"
H
M
m

凶円凶

E
5・
出
削
己
gw

そ
れ
を
受
け
、

阿内田
町
側
門
白
℃
白
己

に
伝
え
、

そ
の
6
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
S
を
書
い
て

〉
可

g
仙
人
の
認
許
を
得
た
。

こ
の
う
ち
の

〉
m巳〈
忠
ω
の
8

K
、
A
D
1
1
2
世
紀
の
頃

臼

が
訂
正
を
加
え
た
の

が
、
印

S
で
あ
る
と
す
る
。

一
方
釦
に
て
は

関
白
岳
の
王
た
る

り
2
0仏
凶
器
に
顕
現
す
る
諸
神
の
傷
夷
医
(
外
科
の
大
神
)
ロ

E
ロ
〈白
ロ
E
ユ
が
、

H
E
E
よ
り

〉日
刊日
1

2
仏
何回
を
受
け
、
乙
れ
を
6
人
の
天
医
と

h

k
伝
え
た
。

6
人
の
天
医
は

釦

を
代
表
と
し
て

ロ
E
ロ
〈
白ロ
E
巳

よ
り
教
え
を
受
け
さ
せ
て
習

い
、
そ
の
と
き

仇

が
編
集
し
た
の
が
釦
S
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
か
く
成
っ
た
と
さ
れ
る
臼
S
も
h
s
も
、
A
D
の
数
世
紀
に
お
い
て

一

定
の
医
人
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
た
と
さ
れ
、内山
S

で
は

ロ
ユ
丘
町
白
σ白
宮
、
釦
S
で
は

Z
白肉
ω
ユロロ
白
(
竜
樹
菩
薩
)
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

〉〕百円〈伶門目白

は
8
科
よ
り
成
る
と
さ
れ
る
。
門
出
S
に
て
は

切
E
Y
S白ロ
が
十
万
の
対
句
を
作
り
一
千
の
章
に
分
け
た
が
、
人
生
の
短
か
さ
と

記
憶
の
は
か
な
さ
を
思
っ

て
8
科
に
分
け
た
と
す
る
。

8
科
と
は

ωE-苫
l

、吋白
E
E
S
(外
科
)
、
ωと
呉
白
l
吋

S
H
E
B
(鎖
骨
以
上
の
部
分

の
医
学
〉
、
同
ミ
白
わ
E
E
Z釦
(
一
般
疾
患
〉
、
切
F
E白l
〈
庄
司
ω
(魔
力
に
よ
る
疾
患
〉
、阿ハ白

C
H
E
Z
-盟
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ハ
毒
物
学
〉
、
HNB凶
苫
ロ
白
l
、H，
E
昨
日
ヨ

(
延
命
学
〉
、
〈
旦
呉
白

E
ロ白
l
叶

S
H
5
5
(強
精
学
〉
の
8
で
あ
っ
て
、
印

S
で
も
釦

S
で
も
、
ま
た
後

世
ハ
A
D
m
l
回
世
紀
〉
の
原
典
に
で
も
、
〉
u
己
門
〈
叩
色
白

は
い
つ
も
8
科
よ
り
成
る
と
し
て
講
述
さ
れ
て
い
る
。
臼
は
内
科
医
で
あ
り
、
加
は

外
科
医
で
(
現
代
の
党
文
学
で
は
両
人
と
も
A
D
1
1
2
世
紀
の
人
で
)
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
臼

S
に
は
外
科
的
の
記
載
が
少
な
い
と

さ
れ
、
と
れ
に
反
し
て
匂

S
K
は
外
科
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
。
る

私
が
か
く

〉可

R
2
E
に
つ
い
て
云
々
す
る
の
は
、
故
千
葉
大
学
医
学
部
眼
科
学
教
授
伊
東
弥
恵
治
博
士
(
呂
田

1
5
8)
が
、
第
2
次
世

界
大
戦
以
前
に
、
故
東
京
大
学
文
学
部
言
語
学
教
授
高
楠
順
次
郎
博
士
よ
り
前
述
の

戸
内
「
∞
E
m
y
白
恒
三
ロ
白

に
よ
る

h
sの
英
訳
書
(
H
C
O斗

1
5)
を
譲
渡
さ
れ
、
研
究
の
末
に
邦
訳
を
決
意
し
、
索
訳
は
大
体
終
戦
の
頃
完
成
し
た
。
そ
し
て
定
年
退
官
後
そ
れ
を
精
訳
出
版
す
る
乙
と

が
氏
の
悲
顕
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
果
さ
れ
な
い
で
病
没
さ
れ
た
。
そ
の
没
後
四
年
経
て
私
が
氏
の
夫
人
お
よ
び
門
下
一
聞
に
そ
の
継
承
を
頼

ま
れ
、
昭
和
必

1
0
年
の
努
力
の
結
果
、
邦
訳
3
巻
を
出
版
す
る
と
と
が
で
き
た
。

そ
の
翻
訳
遂
行
中
と
完
成
後
、
若
干
の
文
献
を
漁
り
得
た

不
完
全
な
知
識
な
が
ら
こ
れ
を
発
表
す
る
の
は
、

(54) 

乙
の
訳
業
を
書
誌
学
的
に
明
か
に
し
て
後
に
伝
え
よ
う
と
す
る
微
意
に
他
な
ら
な
い
。

故
伊
東
教
授
は
眼
科
学
に
お
い
て
非
常
K
傑
れ
た
学
者
で
あ
り
、
千
葉
医
科
大
学
に
お
い
て
も
有
力
な
教
授
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
医
史
学
に

も
造
詣
深
く
、

一
方
漢
方
医
学
K
も
深
い
関
心
を
持
た
れ
、
早
く
か
ら
千
葉
医
大
東
洋
医
学
研
究
会
を
発
足
せ
し
め
、
学
生
や
門
下
の
人
々
を

同
学
研
究
に
向
か
わ
し
め
ら
れ
た
。
現
在
日
本
東
洋
医
学
会
に
て
活
躍
す
る
人
士
に
、
同
教
授
の
門
下
の
多
い
の
は
そ
の
結
果
で
あ
る
。
同
教

授
が
釦
S
の
邦
訳
を
企
て
ら
れ
な
の
も
、
世
界
医
学
史
に
お
け
る

〉可

5
2仏白
の
位
置
、

特
に
ギ
リ
シ
ア
医
学
や
漢
方
医
学
と
の
関
係
に
つ

き
、
我
国
の
同
学
者
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
の
意
志
に
出
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
私
は
医
史
学
や
漢
方
医
学
関
係
の
関
心
の
た
め
故
教

授
と
、
交
渉
は
浅
く
な
か
っ
た
が
私
交
は
特
に
深
か
ら
ず
、
乙

の

h
s
の
訳
業
に
つ
い
て
は
全
然
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

後
に
夫
人
綾
子
様
か
ら
聞
く
と
乙
ろ
に
よ
る
と
、
大
戦
下
の
毎
夜
、
夜
半
午
前
3
時
頃
に
起
床
さ
れ
、
暁
か
け
て
の
数
時
間
を
乙
の
訳
業
に

献
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
後
で
私
が
引
受
け
て
か
ら
原
書
を
見
る
と
、
頁
の
余
自
に
月
日
の
記
入
が
あ
る
。

乙
れ
を
翻
訳
の
進
行
の
跡
と
考
え
る

と
、
教
授
は
相
当
の
速
度
で
進
め
ら
れ
た
ら
し
い
。

思
伝
『
血
肉
円
三
口
白
の
訳
本
の

I
巻
と

E
巻
と
を
自
ら
訳
さ
れ
、
E
巻
は
元
し
「曲目
u

白
ロ
冨
包
Hn包



当
日
E
編
集
主
任
、
後
鉄
道
省
国
際
観
光
局
長
英
文
編
集
主
任
、
丸
島
敦
氏
に
委
嘱
さ
れ
て
、
全
3
巻
の
索
訳
は
大
体
大
戦
終
末
時
に
は
完
成

し
た
と
い
う
。

伊
東
教
授
は
乙
の
素
訳
を
添
削
精
撰
の
上
、
出
版
す
る
と
と
を
定
年
退
官
(
昭
和
認
の
予
定
)
後
の
事
業
と
し
て
予
定
し
て
お
ら
れ
た
。
然

る
に
昭
和
お
年
卒
中
に
て
発
病
、

数
年
の
臥
床
の
後
同
部
年
不
帰
の
客
と
な
ら
れ
た
。

病
状
の
進
む
に
つ
れ
精
訳
出
版
は
教
授
の
悲
願
と
な

り
、
種
々
苦
慮
の
上
ア
ル
バ

イ
ト
学
生
に
よ
る
若
干
整
理
の
跡
も
見
ら
れ
る
が
、
遂
に
結
実
せ
ず
、
原
稿
は
そ
の
ま
ま
故
教
授
の
書
斎
に
死
蔵

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
単
に
死
蔵
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
伊
東
教
授
に
は
強
力
な
同
門
会
「
明
徳
会
」
が
あ
っ
て
、
昭
和
弘
年
の
ど
一
周
思

(6
/
訂
)

ま
で
に
、
先
生
の
豊
富
な
ど
絵
画
、
ど
筆
跡
、
記
念
写
真
な
ど
に
よ
る
ど
伝
記
、
あ
ら
ゆ
る
先
生
の
先
推
、
同
僚
、
門
下
等
の
憶
い
出
を
集
め

た
お
∞
頁
に
上
る
、
優
美
装
臓
の
「
伊
東
弥
恵
治
先
生
」
な
る
ど
伝
記
を
編
集
し
た
。
そ
し
て
彼
等
の
第
2
の
行
動
目
的
は

h
s翻
訳
の
出
版

E
巻
に

g品
川
枚
の
原
稿
紙
、

(55) 

で
あ

っ
た
。
然
る
に
そ
の
原
稿
を
検
す
る
と
、
原
書
の
本
文
に
対
す
る
原
稿
と
し
て

I
巻
に

叶台、

E
巻
に

民
口
、

そ
れ
も

N
g
字
詰
用
紙
だ
が
、
各
行
は
桝
目
を
無
視
し
て
細
字
で
目
白
押
し
に
書
か
れ
た
文
字
の
原
稿
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
字
の
判
読
、
当
時

の
生
硬
な
文
語
張
り
の
行
文
、
難
字
、
旧
仮
名
、
そ
れ
ら
を
ほ
ご
し
て
現
代
人
に
読
め
る
行
文
に
す
る
と
共
に
、
原
文
を
参
照
し
て
訳
文
の
正

確
を
期
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
翻
訳
は
、
並
大
抵
の
仕
事
で
は
な
い
。
原
書
各
巻
に
は
な
お
緒
言
、
解
説
、
凡
例
、
用
語
集
(
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ト
用
)

な
ど
が
付
随
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
と
な
し
て
先
生
の
補
訳
を
完
了
す
る
人
は
仲
々
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ζ

の
目
的
は
容
易
に
達
せ
ら

ず
し
て
、
ど
原
稿
は
徒
ら
に
死
蔵
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

然
る
に
あ
る
機
会
が
来
た
。
元
厚
生
次
官
、
現
日
本
社
会
事
業
大
学
名
誉
教
授
木
村
忠
次
郎
氏
は
、
東
洋
(
漢
方
)
医
学
復
興
に
も
、

〉
u
己
門
〈

O
E
紹
介
に
も
熱
意
を
持
っ
た
人
で
あ
る
が
、

そ
の
追
さ
れ
た
ど
原
稿
を
見
て
そ
の
発
掘
出

ぁ

版
の
緊
要
な
る
こ
と
を
提
言
さ
れ
た
。

乙
の
提
言
に
対
す
る
夫
人
と
明
徳
会
の
反
応
と
し
て
、
私
が
故
教
授
旧
稿
発
掘
人
の
白
羽
の
矢
を
中
て

昭
和
必
年
容
に
故
伊
東
教
授
邸
を
訪
れ
、

ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。



忘
れ
も
し
な
い
昭
和
必
年
制、

あ
た
か
も
瀬
尾
貞
信
教
授
呂
田
忌
の
法
要
後
の
宴
会
の
後
に
、
伊
東
綾
子
夫
人
よ
り
乙
の
依
頼
を
受
け
た
。

始
め
て
承
る
事
柄
の
ど
依
頼
に
対
し
て
、

一
杯
開
乙
し
め
し
て
い
た
私
は
快
諾
の
返
事
を
し
た
ら
し
い
。
そ
の
数
日
後
夫
人
と
明
徳
会
代
表
者

は
、
前
記
の
先
生
の
旧
稿
を
拙
宅
に
持
参
さ
れ
て
の
直
か
談
判
で
あ
る
。

一
驚
の
う
ち
に
詳
細
を
承
っ
て
、
と
に
か
く
ど
旧
稿
を
点
検
す
る
こ

と
を
引
受
け
た
。
私
は
当
時
定
年
退
官
後
三
年
。
種
々
雑
学
雑
事
に
趣
味
に
従
っ
て
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
。
殊
に
ち
ょ
う
ど
折
節
私
は

エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
方
面
で
、
英
独
仏
伊
西
波
日
の
各
語
を
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
媒
ち
に
よ
っ
て
求
め
る
医
学
辞
書
の
編
集
の
、
日
本
語
方
面
の
語
捜
し
を

引
受
け
て
い
た
の
で
、
そ
れ
と
の
両
方
に
携
わ
る
と
い
う
条
件
に
お
い
て
、
ど
依
頼
を
引
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
と
乙
ろ
が
幸
か
不
幸
か

エ
ス

ペ
ラ
ン
卜
医
学
辞
書
は
A
B
C
順
で
F
辺
り
ま
で
進
ん
で
い
た
の
が
、
そ
の
後
事
情
の
た
め
打
止
め
に
な
っ
た
の
で
、

h
s翻
訳
の
方
に
閑
暇

の
全
部
を
捧
げ
て
作
業
す
る
乙
と
が
で
き
た
。

故
教
授
の
原
訳
を
補
訳
す
る
と
は
申
し
な
が
ら
、
現
実
は
前
述
の
如
く
容
易
な
ら
ざ
る
仕
事
で
あ
る
。
原
文
を
参
照
す
る
と
、
さ
す
が
明
敏

な
故
教
授
で
は
あ
る
が
、
急
が
れ
た
た
め
か
意
外
の
誤
訳
や
文
脈
の
取
違
え
な
ど
が
な
く
は
な
か
っ
た
。

E
巻
に
至

っ
て
は
医
学
的
知
識
の
不

足
の
た
め
、
相
当
の
誤
訳
を
見
る
と
と
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
私
は
故
教
授
の
旧
稿
は
参
考
と
す
る
に
留
め
、

訳
に
従
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
改
訳
に
近
い
態
度
で
翻

原
書
の
英
語
は
目
的
に
従
っ
て
多
少
古
体
を
も
っ
て
綴
つ
で
あ
っ
た
が
、
全
体
に
形
式
が
一
定
に
近
く
し
て
、
少
し
馴
れ
る
と
文
学
書
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
難
か
し
さ
は
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
努
力
の
末
、
大
体
1
年
に
1
巻
の
速
度
で
翻
訳
を
進
め
る
乙
と
が
で
き
た
。
本
書
の
如
き

古
典
の
翻
訳
は
、
元
来
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
と
の
緊
密
な
協
力
の
下
に
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
故
伊
東
数
授
の
ど
意
図
が
、
で
き
る
だ

け
速
か
に
古
イ
ン
ド
医
学
を
現
代
医
家
に
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
に
か
ん
が
み
、
拙
速
に
従
う
意
味
で
そ
の
挙
に
出
な
か
っ
た
。

し
か
し
問
題
は
出
版
そ
の
こ
と
に
あ
っ
た
。
原
蓄
の
体
裁
に
従
っ
て
、
訳
書
も
巻
を
追
っ
て
刊
行
す
る
と
と
に
し
た
が
、
大
書
庖
は
も
ち
ろ

ん
中
小
の
そ
れ
に
当
っ
て
み
て
も
、
売
行
き
の
は
っ
き
り
し
な
い
本
書
な
ど
の
出
版
を
引
受
け
て
く
れ
る
庖
は
な
か
っ
た
。
明
徳
会
は
予
め
そ

れ
を
慮
っ
て
、
若
干
の
金
員
を
用
意
し
て
い
た
の
で
自
費
出
版
に
踏
切
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
必
年
千
葉
大
学
長
事
務
取
扱
香
月
秀
雄
教
授
を
会

(56) 



長
と
し
て
、
ス
ス
ル
タ
大
医
典
出
版
委
員
会
を
形
成
し
た
。

h
sの
邦
訳
に
対
し
て
の
と
の
名
称
は
、

た
。
ま
た
発
行
所
と
し
て
は
小
川
鼎
三
理
事
長
の
ど
快
諾
を
得
て
、
日
本
医
史
学
会
に
し
て
頂
い
た
。
か
く
し
て
昭
和
品
年
3
月
ス
ス
ル
タ
大

医
典

I
巻
は
、
千
葉
市
文
友
堂
の
印
刷
に
よ
り
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
同
年
6

/日
に
は
学
士
会
館
に
お
い
て
、
大
学
内
外
の
賓

故
伊
東
教
授
の
メ
モ
に
従
っ
て
定
め

客
を
集
め
て
そ
の
出
版
祝
賀
会
を
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ス
ス
ル
タ
大
医
典
に
対
す
る
世
評
は
割
に
香
ば
し
く
、
E
巻
出
版
は
順
調
に
進
み
、
E
巻
以
後
は
東
京
の
明
徳
印
刷
出
版
社
か
ら

(
も
ち
ろ

E
巻
は
総
索
引
製
作
の
手
不
足
と
、
折
か
ら
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
物
資
不
足
に
災
さ
れ
て
、

ん
自
費
出
版
で
は
あ
る
が
〉

出
版
さ
れ
、
北
沢
書
庖
が
発
売
元
を
引
受
け
て
く
れ
る
乙
と
と
な
り
、
昭
和
U
年
2

/お
に
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た

昭
和
的
年
1
/
日
に
発
行
さ
れ
て
、日目
年

以
来
の
私
の
故
伊
東
教
授
に
対
す
る
継
続
事
業
は
、
6
年
の
歳
月
を
経
て
終
り
を
告
げ
た
。

ス
ス
ル
タ
大
医
典
は
A
5
版
、
-
巻
は
解
説
訂
頁
、
本
文
N
C
N
頁
、
全
巻
決
定
的
名
句
筒

3
EElω
吾
削

E
B〉
よ
り
成
り
、
〉
〕
『
5
3
E

医
学
、
外
科
器
械
、
手
術
、
手
技
、
基
礎
的
要

素

(ロ

E
E〉
、
体
液
ま
た
病
的
素
因
ハ
ロ

g
g)、

関
す
る
、
総
論
的
の
必
章
を
述
べ
る
。

ま
た
原
著
に
て
は

E
巻
の
末
尾
に
付
せ
ら
れ
た
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
動
物
名
対
英
語
名
、
同
植
物
名
対

腫
張
、
潰
療
、
予
後
、
薬
物
、
食
物
等
に

(57) 

ラ
テ
ン
語
学
名
の
対
照
表
の
英
語
を
邦
語
に
代
え
た
も
の
を
、

-
巻
の
末
尾
に
置
い
て
読
者
の
便
を
計
っ
た
。

E
巻
は
解
説
幻
頁
、
本
文

g
AF頁
で
あ
っ
て
、
病
理
篇
ハ

Z
E
E
-宮
町
削
ロ
白
円
H
M
)

は
同
意
に
て
各
疾
病
の
病
理
を
、
解
剖
生
理
篇
〈
的問ユ

E
l

ω吾
削
ロ
白
自
)
は
日
章
に
て
身
体
の
各
構
造
と
婦
人
の
妊
娠
を
取
扱
う
。
殊
に
そ
の
第
1
章
は

ω釧
g
w
y
u『印
哲
学
に
従
う
生
命
論
で
あ
る
。
治
療

篇

((UErxglω
同
町
凶
ロ
白
自
)

は
M
章
に
て
各
疾
病
の
治
療
、

-
章
に
て
衛
生
法
、

4
章
に
て
強
精
お
よ
び
強
壮
法
、
そ
し
て
印
章
に
て
油
脂

使
用
、
温
蒸
、
下
剤
、
吐
剤
、
涜
腸
、
薫
蒸
等
の
処
置
に
つ
き
詳
論
す
る
。
ま
た
毒
物
篇
(
阿内乱開】白
l

笠
宮
間
口
白
ヨ
)
は
8
章
よ
り
成
り
、
毒
物
か

ら
の
防
御
、
鉱
植
殊
に
動
物
性
の
各
種
の
毒
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て

E
巻
は
い
わ
ゆ
る
補
充
篇

(口
三白円白
l
、円白
E
3
5〉
で
あ
る
が
、
本

文
目
。
頁
は
印
章
よ
り
成
り
、

そ
の
お
章
は
前
述
8
科
の
う
ち
的
色凶

E
l叶白
E
E
B
〈
鎖
骨
以
上
の
医
学
)
で
、
主
と
し
て
限
、
そ
の
他
耳
、

鼻
等
の
医
学
、
ロ
章
は

関

2
5倒

Elσ
『
E
q白
で
小
児
医
学
、
創
立
は

同
州
問
苫

n
E
w
x
g
で
一
般
疾
患
の
治
療
、
そ
し
て
3
章
は

切
Y
E
S
l



正
門
ぜ
白
で
精
神
病
を
、
ま
た
3
章
で
一
般
問
題
を
取
扱
っ
て
い
る
。

昭
和
叫
年
以
来
そ
の
教
室
の
大
学
院
に
ア
!
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

し
よ
う
げ
ん

研
究
の
ゼ
ミ
を
開
い
て
来
ら
れ
た
が
、
同
必
年
9
月
に
は
同
研
究
会
の
名
に
お
い
て
大
地
原
誠
玄
氏
著
「
ス
シ
ュ
ル
タ
本
集
」
を
発
刊
さ
れ

然
る
に
先
述
の
6
年
の
歳
月
の
聞
に
大
阪
大
学
衛
生
学
教
授
丸
山
博
博
士
は
、

た
。
大
地
原
誠
玄
氏
は
東
大
明
治
的
ω
年
卒
の
動
物
学
者
で
あ
っ
た
が
、
大
正
2
年
頃
中
国
四
川
省
成
都
に
お
け
る
1
年
半
程
教
職
に
就
か
れ
た

後
に
帰
国
、
京
大
の
印
哲
学
史
を
専
攻
し
て
文
学
士
と
な
ら
れ
た
。
そ
し
て
印
や
釦
の
S
の
存
在
を
知
り
、

h
s
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
よ
り
の

邦
訳
を
遂
行
さ
れ
た
。
氏
は
職
歴
的
に
も
家
庭
的
に
も
逆
境
と
い
う
方
が
適
切
な
生
き
方
を
さ
れ
た
が
、

h
s
の
翻
訳
に
は
徹
底
的
の
熱
情
を

も
っ
て
当
ら
れ
た
ら
し
く
、
殊
に
生
物
学
者
と
し
て
そ
の
中
に
現
れ
て
来
る
植
物
(
薬
草
木
〉
名
の
同
定
に
は
苦
心
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
従

来
の
権
威
書
も
直
ち
に
は
乙
れ
を
認
め
ず
、
内
外
の
図
鑑
を
総
動
員
し
て
決
定
さ
れ
た
と
い
う
。

大
地
原
氏
の
釦

S
全
編
訳
了
は
昭
和
国
年
辺
り
ら
し
く
、
日
年
内
に
全
体
を

5
5枚
の
ち
。
字
詰
原
稿
用
紙
に
浄
書
さ
れ
た
。
そ
の
出
版
は

戦
時
下
に
一
時
計
画
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
戦
争
の
激
化
に
て
中
断
さ
れ
、
氏
も
終
戦
の
直
後
に
病
没
さ
れ
て
、
原
稿
だ
け
が
遺
族
の
手
に
保
存

さ
れ
た
。
そ
し
て
丸
山
教
授
は
昭
和
弘
年
の
末
に
、
大
地
原
豊
氏
(
誠
玄
氏
の
息
で
京
大
党
文
助
教
授
〉
の
保
管
さ
れ
て
い
た
、
誠
玄
氏
の
訳

(58) 

稿
を
見
せ
て
頂
か
れ
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
豊
氏
に
一
任
さ
れ
て
、
前
記
の
如
く
ア
1
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
会
の
名
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
。

本
書
は
前
述
の
大
地
原
誠
玄
氏
の
自
ら
浄
書
さ
れ
た
原
稿
紙
2
枚
を
上
下
に
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
し
た
頁
の
、
B
5
版
∞
包
頁
の
大
冊
子
で
あ

る
。
乙
れ
を
読
み
較
べ
て
み
る
と
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
で
は
相
当
簡
潔
に
記
載
し
て
あ
る
ら
し
く
、
∞
宮
町
g
mE
吉
田
等
の
英
訳
に
お
い
て
は
、

理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
か
、
多
分
の
余
剰
の
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

乙
乙
に
お
い
て

〉
可
ロ
ミ
包
白
の
大
体
を
私
の
理
解
す
る
限
り
述
べ
て
お
乙
う
。

乙
の
医
学
は
大
体
体
液
生
(
病
〉
理
学
と
い
う
乙
と
が
で

き
ょ
う
。
た
だ
し
必
ず
し
も
液
体
で
な
い
も
の
も
体
液
と
称
す
る
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
乙
の
医
学
で
は
身
体
の
基
礎
的
要
素
(
口
広
吉
田〉

-に

河
内回目白
、
血
液
、
肉
、
指
肪
、
骨
、
骨
髄
、
精
液
(
経
血
〉
の
7
が
あ
る
。

Mg
g
は
リ
ン
パ
乳
廃
ま
た
清
液
と
訳
す
る
が
、
消
化
産
物
の

乳
療
の
精
練
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
導
管
に
よ
っ
て
身
体
内
を
流
通
し
て
諸
細
部
ま
で
至
り
、
身
体
を
栄
食
し
保
全
す
る
。

と
れ
ら
の



ロ}岡山吉凹
は
と
の
順
序
で
、
各
5
日
程
の
時
間
を
経
て
順
次
次
の
も
の
に
変
化
し
て
ゆ
く
。
そ
の
際
に
排
池
物
と
し
て
尿
、
胆
汁
、
粘
液
、
汗
、

毛
、
亀
頭
の
汚
垢
そ
の
他
を
生
ず
る
と
な
す
。

乙
れ
以
外
に
重
要
な

り
y自
己
凹

な
い
し

り
g
y
g
に
3
が
あ
る
。
従
っ
て

〉
百
円
〈
包
白

は
し
ば
し
ば

の
医
学
と
称
さ
れ
る
。
そ
の
3
と
は

、H
，
巴
門
庄
町
田
吉
田
ま
た
、
吋
三
円
同
O
帥町田印

〈
削
可
己
(
〈
目
白
と
も
い
う
〉
、
司
王
白
w

穴
印
刷

vy白
(
D
g
y
B白
と
も
い
う
〉
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
導

管
に
て
身
体
内
を
流
通
す
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
が
調
和
を
保
ち
、
適
量
で
あ
る
と
き
は
、
身
体
の
生
理
が
保
た
れ
、
正
常
な
健
康
が
保
証
さ
れ

る
。
そ
の
意
味
で
彼
等
は
口
町
営

5
で
あ
る
。
し
か
し
彼
等
が
失
調
し
、
適
量
を
逸
す
る
(
乙
れ
が
失
調
、
悪
化
、
激
化
、
汚
染
、
輿
奮
な
ど

の
語
で
同

一
意
義
に
英
訳
さ
れ
て
い
る
)
と
き
、
疾
病
が
起
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
彼
等
は

り
g
r
g
(病
的
素
因
)
で
あ
り
、
最
初
I

巻
に
て
体
液
と
訳
さ
れ
た
。

ロ
o
佐
官

に
な
る
と
、
ど
の
導
管
を
も
流
れ
る
と
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
彼
等
は
最
後
に
お
い
て
排
池
物
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
、
ガ
ス
、
胆
汁
、
粘
液
に
な
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
普
通
に
、
ま
た
ス
ス
ル
タ
大
医
典
I
巻
に
お
い
て
も
、
風
、
胆
汁
、
粘

液
と
訳
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

(59) 

現
代
医
学
よ
り
見
れ
ば
、
〈

S
C
の
作
用
は
神
経
作
用
で
あ
り
、

2
3白
の
そ
れ
は
代
謝
作
用
、
殊
に
火
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
、
消
化
作
用

で
代
表
さ
れ
る
異
化
作
用

(
g
g
σ
o
-zg
)
で
あ
り
、
ま
た
関
白

Hvg
の
作
用
は
水
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
鎮
静
、
湿
潤
作
用
、
代
謝
で
い
え

ば
同
化
作
用
(
白

E
σ
o
z∞
ヨ
)
で
あ
る
。
健
康
異
常
お
よ
び
疾
病
は
、
す
べ
て
り

S
F阻
ま
た
は

り
。
各
自

の
失
調
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
前
速
の
3
者
の
み
な
ら
ず
、
血
液
な
る
り
げ
自
己

も
、
そ
の
失
調
に
よ
り
疾
患
を
起
す
'
も
の
で
あ
り
、
ま
た
〈
身
-F
E
3
p
一関曲目)冨

お

よ
び
血
液
は
、
各
単
独
で
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
ら
の
2
者
、
3
者
、
更
に
4
者
ま
で
が
、
共
同
し
て
失
調
し
て
疾
病
を
起
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る。

k
p
u
E
門〈ゆ色白

に
お
い
て
は
、
疾
病
の
治
療
と
共
に
健
康
の
維
持
を
も
重
視
す
る
。
従
っ
て
食
事
は
薬
剤
と
同
様
に
注
意
さ
れ
、
処
方
さ
れ

る
。
ま
た
過
食
、
不
足
食
、
変
質
物
食
は
も
と
よ
り
、
不
適
合
(
食
品
同
士
聞
の
)
、

不
適
正

(
個
人
の
気
性
、
季
節
等
に
)
、
不
適
当

(速

度
、
間
隔
等
)
の
食
事
摂
取
を
、
重
大
な
病
因
(ロ
。
岳

B
失
調
の
原
因
〉
と
考
え
る
。



す
べ
て
の
疾
病
に
〈
削
可
ロ
的
、
司
王
白

的
、
同
印
刷
〉
町
出
的
、
血
液
的
、
ま
た
そ
れ
ら
の
種
々
の
共
同
失
調
的
の
種
類
が
区
別
さ
れ
、

そ
れ
ぞ

れ
に
お
け
る

り
o笹
山
印
(
4
種
の
)
の
程
度
と
分
量
に
従
っ
て
、
薬
剤
が
処
方
さ
れ
る
。

薬
剤
の
材
料
た
る
薬
物
、
食
事
の
材
料
た
る
食
品
の

す
べ
て
に
は
、
4
種
の

U
S
E
S
の
い
ず
れ
か
を
減
少
あ
る
い
は
緩
和
し
、
ま
た
は
増
大
あ
る
い
は
失
調
の
度
を
高
め
る
等
の
性
質
が
、
す
べ

て
調
べ
ら
れ
知
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て

り
S
F白
ま
た
は
り

S
F
S
の
種
類
お
よ
び
失
調
の
程
度
に
従
い
、
非
常
の
多
種
の
食
品
あ
る
い
は
薬

物
が
処
方
さ
れ
る
。
薬
物
の
一
部
は
鉱
物
質
、
ま
た
動
物
質
で
あ
る
が
、
そ
の
圧
倒
的
多
数
は
、
豊
富
を
極
め
た
熱
帯
の
植
物
相
よ
り
の
薬
草

木
で
あ
る
。

疾
病
の
治
療
に
当
つ
て
は
、

そ
の
基
礎
を
な
す
り

g
g
ま
た
は

り

g
y
g
を
浄
化
、
除
外
し
、
然
る
後
に
そ
れ
を
鎮
静
、
緩
和
す
る
。
そ

の
浄
化
、
除
外
に
も
種
々
の
処
置
が
あ
り
、
鎮
静
、
緩
和
の
た
め
の
薬
剤
の
製
成
に
も
種
々
の
方
法
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
投
与
も
内
服
の
み
な

ら
ず
、
変
化
を
極
め
た
種
々
の
処
置
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
薬
剤
を
構
成
す
る
た
め
処
方
さ
れ
る
薬
物
の
数
も
、
驚
異
的
に
多
数
で
あ
る
。

(60) 



日
本
医
史
学
雑
能

・
第
ニ
十
一
巻

第
一
号
・
昭
和
五
十
年
一
月

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
受
付

西

説

内

科

撰

要

に

い
て

(六)

つ

大

主己

雄

滝

27 

悪
心
乾
曜
篇

定
義

ラ
テ
ン
語
の

Z
白
5
2
オ
ラ
ン
ダ
語
の
巧
巳
包
ロ
問
。
を
訳
し
て
悪
心
ま
た
は
乾
曜
と
い
う
。
正
常
人
の
胃
で
は
間
断
な
く
嬬
動
運

動

巧
O円
ヨ
∞
認
可
N
O
σ
0
4
2
m
z
m
が
あ
る
た
め
食
物
が
消
化
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
嬬
勤
は
食
道
に
始
ま
っ
て
次
第
に
下
行
し
、

胃
を
経
て
薄
腸

(
小
腸
〉
の
始
め
に
至
る
。
こ
の
運
動
は
体
表
面
か
ら
み
て
も
よ
く
分
ら
ず
、
知
覚
さ
れ
る
と
と
も
な
く
意
識
的
に
そ
の
速
度
を
変
え
る
わ
け

に
も
い
か
な
い
。
し
か
し
一
た
ん
嬬
勤
の
順
序
が
狂
っ
て
下
か
ら
上
に
逆
行
す
る
と
、
悪
心
す
な
わ
ち
乾
枢
が
お
乙
る
。
ま
た
、
悪
心
プ
ラ
ス

食
欲
不
振
を
名
付
け
て
ハ
ス
チ
ヂ
ウ
ム

吋
白
田
片
山
岳
ロ
ヨ

と
い
う
。

右
の
よ
う
に
本
篇
と
次
篇
で
は
悪
心
と
枢
吐
を
別
項
目
と
し
て
取
り
扱
っ
て

い
る
が
、
現
在
の
内
科
書
で
は
ほ
と
ん
ど
同
一
項
目
に
記
さ
れ

て
い
る
。
乾
枢
と
い
う
乙
と
ば
は
現
在
で
は
用
い
ら
れ
な
い
が
、
か
ら
吐
き
と
い
う
か
、
吐
き
そ
う
で
吐
け
な
い
状
態
を
現
わ
す
の
に
適
切
な

表
現
で
あ
る
と
い
え
る
。

原
因

逆
嬬
動
が
何
故
お
こ
る
か
は
種
々
の
原
因
が
あ
る
。

内
因
性
の
も
の
は
分
り
に
く
い
。

こ
れ
に
対
す
る
一
定
の
く
す
り
は
な
い
か

ら
、
そ
の
原
因
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
治
療
す
べ
き
で
あ
る
。

治
療
法

(61) 



① 

飲
食
に
よ
っ
て
お
こ
る
悪
心
の
治
療
法

過
食
と
か
腐
敗
物
の
誤
食
な
ど
に
よ
る
場
合
が
多
い
の
で
吐
剤
を
用
い
る
乙
と
。

② 

身
体
の
運
動
に
よ
っ
て
お
乙
る
悪
心
の
治
療
法
。
航
海
に
馴
れ
な
い
人
が
船
に
乗
る
と
揺
れ
動
く
た
め
に
紅
量
(
船
酔
い
〉
を
お
こ
し

て
、
悪
心
乾
枢
と
き
に
は
枢
吐
が
お
乙
る
。
車
に
乗
っ
て
も
同
様
の
こ
と
が
あ
る
。
元
来
胃
の
運
動
は
は
な
は
だ
感
触
に
敏
感
だ
か
ら
、
こ
の

種
の
悪
心
は
そ
の
原
因
を
除
け
ば
な
お
る
。

ま
た
悪
い
も
の
が
胃
に
入
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

吐
物
を
与
え
て
も
意
味
が
な
い
。
美
レ
イ

ン
セ
酒
、
ラ
ウ
ダ

ニ
ウ
ム
、
ケ
シ
舎
利
別
な
ど
を
与
え
る
が
よ
い
。

*
ド
イ
ツ
ラ
イ
ン
地
方
の
プ
ド
l
酒

遠
西
医
方
名
物
考

九
巻

① 

物
が
旋
廻
す
る
の
を
見
た
り
、
嫌
い
な
飲
食
物
を
見
た
だ
け
で
お
乙
る
場
合
が
あ
る
。
原
因
を
取
り
除
く
と
と
。

胃
内
に
腐
敗
物
が
は
い
っ
た
場
合
、
ま
た
体
内
の
腐
敗
物
が
胃
内
に
は
い
っ
た
場
合
、

敗
し
た
場
合
、
神
経
、
血
管
よ
り
腐
敗
液
が
胃
に
は
い
っ
た
場
合
等
に
悪
心
が
お
と
る
。
そ
の
治
療
法
は
吐
剤
で
吐
く
の
が

一
番
の
近
か
道
で

④ 

胃
液
、

大
キ
リ
!
ル
液
(
膝
液
)
、
胆
汁
が
腐

あ
る
。
ま
た
下
剤
を
用
い
て
う
っ
積
し
た
も
の
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。
乙
と
で
も
神
経
流
動
説
が
波
打
っ
て
い
る
。

(62) 

@ 

丹
毒
ハ
ロ

!
ス〉
、

炎
症
に
よ
っ
て
悪
心
が
お
こ
っ
た
場
合
に
吐
剤
を
用
い
る
の
は
ま
す
ま
す
病
状
を
悪
化
さ
せ
る
結
果
と
な
る
。

攻

現
花
お
よ
び
接
骨
木
花
を
酷
で
溶
い
て
胃
の
外
部
に
湿
布
剤
と
し
て
用
い
消
炎
剤
と
す
る
の
が
よ
い
。

28 

曜

吐

篇

腹
筋 ~
が 百
ソ e今

ィ 5
レ
ン ~

す 忠
る E
た お

2玄
胃'o.

わ内申

室長
食"..1-
道 と

lま
に胃

の
さ

線
lっ。.U-

tζ 11't:t:. 

口 二
か ま
り"三

外ハ
界 7J
Iζ1 
吐 T
出 え
す れ
るば
ア嬬

主君
己芝
三じ

て
胃
由 上
宗 方
主 に

言明
し、ヶ:
と v

悪
き¥-
IL ~; 
は a

悪 ω
ーコ

Jし、.}~

乾 公
日区 ど
だ三〈

け
が
お
こ
る
。
と
き
に
胆
汁
が
で
る
乙
と
も
あ
る
。

原
因

悪
心
と
同
じ
だ
が
、
そ
の
程
度
が
強
い
と
眠
吐
に
な
る
。
ま
た
、
胃
の
運
動
が
衰
弱
す
る
と
枢
吐
が
お
と
る
乙
と
が
多
い
。

治
療
法



① 

吐
剤
を
用
い
て
吐
く
べ
き
で
あ
る
。

@②  

吐
き
終
れ
ば
下
剤
を
用
う
べ
し
。

脂
な
ど
消
化
し
難
い
も
の
を
止
め
る
、
ま
た
健
胃
剤
を
使
え
。

④ 

酒
な
ど
の
過
飲
に
よ
る
場
合
に
は
そ
れ
等
を
禁
止
す
る
。

29 

不

~ 

具

篇

人
体
の
構
造
は
大
別
す
る
と
凝
体
と
流
体
の
二
種
類
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
凝
体
と
は
臓
器
、
筋
肉
、
血
脈
、
骨
、
爪
、
皮
、
毛
等
形
体

の
あ
る
も
の
、
流
体
と
は
血
、
霊
液
、
水
液
、
胆
汁
、
津
唾
、
汗
、
尿
等
流
動
性
の
も
の
を
い
う
。
凝
体
も
流
体
も
つ
ね
に
、
古
い
も
の
が
消

耗
し
去
っ
て
新
ら
し
い
も
の
が
補
給
さ
れ
、
陳

新

相

易

リ

出

納

相

計

ル

す

な

わ

ち

飲

食

は

一

日

と

し

て

欠

く

と

と

が

で

(
新
陳
代
謝
す
る
〉
。

き
な
い
。

「
斯
ノ
如
キ
一
大
緊
要
タ
ル
飲
食
ヲ
用
ル
ガ
為
ニ
又
造
物
者
の
周
密
ナ
ル
。
斯
ニ
一
箇
ノ
知
党
ヲ
与
へ
テ
飲
食
ヲ
思
欲
セ
シ
ム
。
是
ヲ
餓
ト
云
。

又
食
欲
卜
謂
フ
。
」
(
増
訂
)

乙
の
食
欲
の
喪
亡
し
た
状
態
を
不
食
と
い
う
。
原
著
で
は

〉ロ
O
円

ovnsw
因
。
口
町
問
。
ァ
〈

R
Z
Bロ
開

2
-
5同
と
記
さ
れ
、
「
増
訂
」
で
も
「
ア

ノ
レ
シ
ア
」
「
フ

ル
ロ
ー
レ
ン
エ

l
ト
リ

ュ
ス

ト
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
西
説
」
で
「
ア
ン
プ
レ
キ
シ
ヤ
」
「
蓬
貌
力
士
口
沙
」

と
し
て

い
る
の
は
玄
随
の
読
み
ち
が
い
で
あ
ろ
う
。

胃
に
食
物
が
欠
乏
す
る
と
新
た
に
食
品
の
供
給
を
あ
お
ぐ
乙
と
に
な
る
。
そ
の
た
あ
に
は
胃
や
知
党
神
経
が
健
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
食
欲
不
振
を
お
こ
す
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
肝
臓
で
は
胆
汁
を
作
る
の
が
大
き
な
仕
事
で
あ
る
。
胆
汁
は
大

キ
リ
ー
ル
液
と
共
に
消
化
を
助
け
る
。
も
し
胃
が
空
虚
の
時
に
は
胆
汁
は
十
二
指
腸
に
そ
そ
が
な
い
。
空
腹
時
肝
で
で
き
た
胆
汁
を
胆
嚢
に
送

ろ
う
と
す
る
が
、
既
に
胆
嚢
に
は
胆
汁
が
充
満
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
肝
で
作
っ
た
胆
汁
を
胆
嚢
を
通
さ
ず
に
直
接
に
十
二
指
腸
に
送
り
と

(63) 



む
。
と
同
時
に

一
部
は
胃
に
逆
流
す
る
の
で
こ
れ
が
刺
激
と
な
っ
て
蟻
餓
惑
が
お
乙
る
。
し
か
し
、
胃
に
粘
液
が
多
い
と
十
分
胆
汁
が
胃
に
渉

透
せ
ず
空
腹
感
が
お
き
な
い
。
治
療
法
と
し
て
は
胃
の
粘
液
を
と
る
た
め
に
健
胃
剤
を
用
い
る
が
よ
い
。

宮
市

胆
汁
が
胃
の
磁
建
ロ
ッ
ケ
ン

3
w
woロ
に
直
接
触
れ
な
い
と
食
欲
を
お
こ
さ
な
い
の
は
右
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
胆
汁
そ
の

泳*・

も
の
が
腐
敗
し
て
い
る
場
合
、
た
と
え
ば
胆
汁
の
性
質
で
あ
る
石
鹸
質
ノ
性
功

8
8
I
RE
-m
g
白血
三

を
失
う
と
、
胃
粘
膜
に
付
着
す
る
粘

*
*
*
 

滑
液
ヲ
稀
解
ス
ル
こ
と
が
で
き
ず
食
欲
不
振
を
お
と
す
。
そ
う
し
た
場
合
に
は
拘
縁
汁
を
用
い
る
か
、
甘
乳
(
酪
)
清
と
純
精
酒
石

口
5
5
2

Z
門叶白立

を
用
い
る
が
い
い
。

'‘ 

胃
粘
膜
の
乙
と
。
「
西
説
」
注
に
球
建
ハ
諸
物
ニ
衣
被
ス
ル
皮
膜
ヲ
云
。
・
:
蘭
人
語
極
テ
委
曲
細
悉
、
故
ニ
耳
目
ノ
慣
レ
サ
ル
所
、
逮
ニ
見
テ
却

テ
舷
惑
ヲ
惹
キ
、
或
ハ
冗
長
カ
ト
疑
フ
、
実
ハ
然
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

「
増
訂
」
注
に
物
ニ
浸
透
シ
テ
粘
調
ヲ
稀
釈
シ
凝
結
ヲ
疏
解
ス
ル
性
カ
ナ
リ
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
齢
化
作
用
の
ζ

と
で
あ
る
。

8
2
4弓ミ

牛
乳
に
熱
を
加
え
凝
塊
物
を
鴻
過
し
た
あ
と
の
清
液
、
遠
西
医
方
名
物
考
三
巻

* * 
M
育

M
宥
単
青
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善
銭
異
食
篇

(
食
欲
の
異
常
)

(64) 

善
餓
異
暗
と
は

〉
UHV2
5
』凹
白

23
5
の
訳
で
、
異
常
の
食
欲
が
あ
っ
た
り
、
胃
が
充
満
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
な
お
食
欲
の
で
る
も
の

で、

後
者
を
牛
餓

O
E
g
yoロ
mR-
∞己
5
5
と
名
付
け
る
。
吐
い
て
は
食
べ
さ
ら
に
吐
い
て
は
食
べ
る
の
を
狗
餓

出
。
ロ仏
岳

Oロ
mmア
明
白

g
g

g
E
E
と
名
付
け
る
。

妊
婦
で
美
食
症
を
示
す
乙
と
も
あ
り
、
処
女
の
異
食
症
を
と
く
に
処
女
餓

冨
白
血
肉
色
g
去
OD
mmア
冨
白

-
2
5
と
い
う
。

小
児
の
多
食
は
肥
満
と
な
ら
ず
か
え
っ
て
や
せ
て
腹
痛
を
伴
な
う
乙
と
が
多
い
。

吐
物
は
酸
臭
が
あ
る
。

診
断
と
治
療

腹
部
を
み
て
硬
満
膨
脹
す
る
の
は
酸
性
の
腐
敗
物
が
腹
中
に
滞
積
す
る
と
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
下
剤
を
用
い
る
べ
き
で

あ
る。

名
付
け
る
。

乙
の
病
気
は
や
や
も
す
る
と
異
食
症
を
お
乙
し
、
食
品
で
な
い
砂
や
灰
、
自
重
な
ど
を
食
べ
た
が
る
こ
と
が
あ
る
。

乙
の
病
気
が

少
女
で
月
経
も
ま
だ
順
調
で
な
い
と
き
、
顔
面
な
ど
が
茶
褐
色
で
あ
る
と
と
が
多
く
、
乙
れ
を
処
女
病

わ
E
RS
-P
〈
ミ
2
2
N
S
E
o
と



さ
ら
に
進
む
と、

萎
黄
病

nR}MOM-白
(
第
2
篇
参
照
〉
な
い
し
壊
液
病

め
2
2
Z
E
(第
3
篇
参
照
)
と
な
る
。
治
療
と
し
て
は
健
胃
剤
を

用
い
る
、
ま
た
、
月
経
を
正
常
に
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
。
妊
婦
で
月
数
が
す
す
ん
で
異
食
を
お
こ
し
た
り
、
枢
吐
す
る
の
は
子
宮
が
膨
脹
し

て
胃
を
圧
迫
す
る
た
め
で
あ
る
。

31 

暖
気
、
答
酸
、
噌
雑
篇

こ
れ
ら
の
言
葉
は
現
在
で
も
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
る
と
と
が
多
い
。

い
わ
ゆ
る
胸
や
け
、
げ
っ
ぷ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
症
状
で
あ
る
。

「
増
訂
」
で
は
単
に
噌
雑
篇
と
な
っ
て
い
る
。
唆
気
は
む
し
ろ
諸
気
篇
に
い
れ
ら
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

噌
雑
の
症
状
は
胃
の
上
部
に
熱
す
る
よ
う
な
焼
く
よ
う
な
感
覚
、
ま
た
、
悪
い
味
の
液
を
排
出
し
て
の
ど
が
燃
え
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

本
書
で
は
噌
雑
の
原
因
を
す
べ
て
脂
油
の
腐
敗
し
た
も
の
と
す
る
。

美
食
家
に
お
ζ

り
易
く
、
粗
食
の
人
は
油
の
摂
取
量
が
少
な
い
か
ら
噌

雑
は
お
乙
ら
な
い
と
極
論
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
油
を
溶
か
す
た
め
に
胆
汁
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。

(65) 

32 

心

腹

痛

篇

げ
腹
痛
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の

ミ
ロ

〈
8
2
出
血
ユ

ラ
テ
ン
語
の

の
句
会
-m
E
で
語
源
的
に
は
「
心
臓
痛
」

と
訳
す
の
が
正
し
い
。
し
か
し

と
乙
で
は
現
在
わ
れ
わ
れ
が
ふ
つ
う
に
用
い
る
「
心
寓
部
痛
」

開
立
m白
己
E
-mむ
な
い
し

「
み
ぞ
お
ち
の
痛
み
」
に
ち
が
い
な
く
、
玄
随
、
玄

真
ら
の
訳
し
た
心
腹
痛
と
い
う
の
も
か
な
り
適
切
な
訳
で
あ
る
と
い
え
る
。

胃
の
最
上
部
の
聞
い
.て
い
る
部
分
か
ら
食
道
の
終
り
に
到
る
場
処
は
神
経
が
多
数
分
布
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
胸
骨
の
内
側
、
上
腹
部
辺

に
劇
痛
の
お
乙
る
乙
と
が
あ
る
。
そ
の
原
因
も
種
々
あ
る
。

毒
物
や
劇
薬
を
飲
ん
で
心
腹
痛
を
発
す
る
場
合
は
そ
の
吐
物
を
吐
か
せ
て
除
く
べ
き
で
あ
る
。
油
気
あ
る
も
の
を
飲
ま
せ
て
吐
く
の
が
い

も、。



痛
み
の
原
因
が
過
食
、

過
飲
に
よ
る
場
合
に
は
と
れ
を
吐
か
せ
る
の
が
常
道
だ
が
、

外
か
ら
入
っ
た
飲
食
物
に
よ
ら
ず
内
因
に
よ
る
場
合

ー
ー
た
と
え
ば
胃
中
に
悪
液
が
存
在
し
た
り
、
虫
が
原
因
の
と
と
も
あ
る
。
ま
た
、
胃
の
周
囲
の
臓
器
が
原
因
の
と
と
も
あ
る
。

胃
粘
膜
の
炎
症
、

乙
と
が
多
い
。

ロ
ー
ス
、
び
ら
ん
、
熱
病
、
ケ
イ
レ
ン
等
に
よ
る
心
腹
症
に
吐
剤
を
用
い
る
こ
と
は
不
可
、
か
え
っ
て
痛
み
の
増
加
す
る

ζ

の
さ
い
の
治
療
法
と
し
て
は
刺
絡
、
涜
腸
、
薬
物
と
し
て
は
阿
芙
蓉
、
ケ
シ
舎
利
別
な
ど
を
用
い
る
。

*
小
森
桃
鳩
の
「
泰
西
方
鑑
」
「
蘭
方
枢
機
」
緒
方
洪
庵
訳
の
「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
を
み
て
も
、
胃
痛
、
胃
室
、
腸
震
な
ど
と
い
う
ζ

と
ば
は
あ
る
が
心
腹

痛
の
語
は
見
当
ら
な
い
。

33 

渇

篇

発

食
欲
が
人
体
に
与
え
ら
れ
た
自
然
の
知
覚
で
あ
る
よ
う
に
、
渇
き
も
乙
れ
と
よ
く
似
た
知
党
で
あ
り
、
生
命
を
保
つ
た
め
に
必
要
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
欲
求
で
あ
る
。
飢
と
渇
き
と
は
よ
く
似
て
い
る
が
そ
の
聞
に
は
差
別
が
あ
る
。

発
渇
は
身
体
の
水
分
が
欠
之
す
る
た
め
に
お
ζ

る
。
す
な
わ
ち
皮
膚
か
ら
蒸
気
を
発
し
た
り
、
汗
や
小
水
が
多
く
で
た
り
、
下
痢
を
し
た
場

合
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
熱
病
で
乾
燥
し
た
時
に
も
お
乙
る
。

ζ

の
中
で
悪
性
な
の
は
身
体
が
乾
燥
し
て
い
る
の
に
渇
き
の
感
覚
の
な
い
場
合
で

あ
る
。治

療
法
と
し
て
は
水
分
を
補
給
す
る
乙
と
で
あ
る
。
し
か
し
冷
水
を
飲
ま
せ
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
飲
ま
せ
る
と
と
が
必
要
で

あ
る
。水

気
腫
(
浮
腫
〉
の
あ
る
と
き
に
は
大
渇
が
お
き
る
。
乾
燥
し
た
食
事
、
塩
類
、
腐
敗
し
た
油
類
は
煩
渇
を
お
乙
す
。
し
た
が
っ
て
右
の
食

餌
は
水
腫
や
熱
病
に
用
い
て
は
い
け
な
い
。

本
篇
は
大
要
右
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
腐
敗
油
が
渇
き
を
お
乙
す
な
ど
の
説
明
は
理
解
し
難
い
。
同
様
に
壊
液
、
腐
敗
熱
で
口
渇

が
お
き
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
医
学
常
識
と
は
相
容
れ
な
い
。

(66) 



34 

食
不
消
化
篇

食
不
消
化
(
消
化
不
良
〉

ロ
可印
官
官
広

の
定
義
を
す
る
前
に
文
の
冒
頭
に
、
当
時
の
消
化
の
概
念
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
記
し
た
と

ζ

ろ
と
多
少
重
複
す
る
き
ら
い
は
あ
る
が
、
重
要
な
の
で
再
掲
す
る
。
主
と
し
て
「
増
訂
」
に
よ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

*
 

飲
食
物
を
膜
下
す
る
と
胃
お
よ
び
腸
の
運
動
と
、
消
化
を
助
け
る
諸
液
の
性
質
に
よ
っ
て
食
物
は
消
化
さ
れ
乳
廃
と
な
る
。
乳
擦
は
乳
廉
脈

に
入
り
旧
血
液
と
混
和
さ
れ
新
血
液
と
な
り
、
身
体
を
栄
食
し
て
生
命
を
保
全
す
る
。
胃
か
腸
の
宮
能
が
悪
く
、
ま
た
諸
液
が
欠
乏
し
た
り
、

過
多
で
あ
っ
た
り
変
質
す
る
と
消
化
作
用
が
衰
え
る
。
す
な
わ
ち
消
化
不
良
症
状
を
お
と
す
。

ニ
箔
液
と
は
胃
液
、
腸
液
、
阻
液
、
勝
液
を
い
う
。
豚
液
は
原
著
で
は

〉
Z-8白
18
?
F
R
E
E
R
B
E
n
g
「
西
説
」
で
は
大
キ
リ
ー
ル
液
。

食
不
消
化
の
原
因
は
暴
飲
暴
食
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
腐
敗
に
至
ら
な
け
れ
ば
食
事
を
制
限
す
れ
ば
よ
い
。
回
同
内
に
食
物
が
停
滞
充
満
す
れ

ば
吐
剤
を
用
い
、
腸
に
す
す
ん
だ
場
合
に
は
下
剤
を
用
い
る
。

こ
れ
ま
で
特
記
す
べ
き
症
状
の
な
か
っ
た
人
が
突
然
、
消
化
不
良
症
状
を
お
こ
し
た
場
合
に
は
、
先
ず
そ
れ
が
諸
液
が
原
因
か
ど
う
か
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
諸
液
に
は
す
べ
て
石
鹸
作
用
(
鹸
化
)
が
あ
っ
て
、
食
物
を
よ
く
稀
釈
消
化
す
る
。
現
代
医
学
で
は
酵
素
概
念
が
分
っ
て

お
り
、
消
化
能
力
は
消
化
酵
素
の
作
用
に
帰
さ
れ
る
が
、
当
時
は
石
鹸
作
用
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
乙
と
が
分
か
る
。
乙
の
石
鹸
作
用
が

衰
え
る
と
不
消
化
が
お
乙
る
。
そ
し
て
、
舌
苔
が
乾
い
た
り
、
黄
色
く
な
っ
た
り
す
る
と
説
明
す
る
。

婦
人
の
乳
房
が
授
乳
中
緊
張
し
て
乳
汁
を
分
泌
す
る
の
は
、
分
娩
後
乳
児
に
必
要
な
た
め
の
自
然
の
摂
理
で
あ
る
。
胃
腸
の
消
化
能
力
も
ま

っ
た
く
乙
れ
と
同
じ
よ
う
で
、
食
物
が
は
い
れ
ば
胃
腸
の
働
き
が
よ
く
な
り
、
乙
れ
が
衰
え
る
と
消
化
不
良
が
お
乙
る
。

*
 

つ
ぎ
に
吐
下
剤
ま
た
は
健
胃
育
、
健
胃
剤
、
健

食
不
消
化
の
原
因
に
は
種
々
が
あ
る
か
ら
、
先
ず
そ
の
原
因
を
取
り
除
く
こ
と
が
第
一
だ
。

胃
酒
な
ど
を
用
い
る
。

*
パ
ル
サ
ム
、
ペ
ル

ヒ
アェ

、
フ
l
リ
l
油
、
丁
香
油
を
練
り
胃
の
外
部
に
貼
る
。

(67) 
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茄

篇

腹
痛
は
大
抵
縮
腸
(
結
腸
)

同

R
S
E
R
E
-
の。

-oロ
の
部
に
発
す
る
乙
と
が
多
く
と
れ
を
真
の
応
痛

wo--内
と
い
う
。
薄
腸

(
小
腸
〉

円
同
戸

E
D
O
E-
円
H
HH

の
部
に
お
と
る
痛
み
は
騎
の
周
囲
で
感
じ
ら
れ
る
。

乙
れ
ら
を
泊
ま
た
は
猫
痛
の

OZ
2
3-g
g
と
い
う
。
結
腸
や
小
腸
で

な
く
す
で
に
述
べ
た
心
腹
痛
を
一
名
胃
茄
口
三
お
白
凹

g
B
R
E
S
と
名
付
け
る
。

応
痛
の
原
因
は
心
腹
痛
と
よ
く
似
て
い
て
、

症
状
も
千
差
万
別
で
あ

種
々
の
原
因
が
あ
る
の
で
一
々
乙
れ
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
な
い
。

る
便
秘
に
よ
る
妬
痛
は
腹
の
周
囲
、
左
側
に
多
い
。

下
剤
ま
た
は
水
銃
に
よ
り
涜
腸
を
し
て
硬
便
を
除
く
乙
と
。
小
児
に
多
い
。

身
体
の
諸
液
中
で
も
っ
と
も
腐
敗
変
壊
し
易
い
の
は
胆
汁
で
あ
る
。
身
体
の
脂
や
外
界
か
ら
と
り
入
れ
た
脂
が
腐
敗
し
て
ロ

l
ス
を
生
じ
る

の
も
腐
敗
胆
汁
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
腐
敗
胆
汁
は
す
な
わ
ち
変
壊
脂
育
で
あ
り
茄
痛
の
原
因
と
な
る
。
胆
汁
が
外
に
排
出
さ
れ
な
い
と
黄
痘

(68) 

を
生
ず
る
。

ま
た
、
7

諸
気
篇
で
述
べ
た
と
お
り
体
内
の
老
廃
物
が
腐
敗
し
て
風
気
を
生
ず
る
か
ら
、

そ
の
た
め
に
腹
部
が
膨
満
し
て
描
痛
が
お
乙

る。

ζ

の
さ
い
は
下
剤
、
涜
腸
な
ど
で
風
気
を
除
く
乙
と。

ロ
ー
ス
、
寒
冒
、

炎
症
、

ケ
イ
レ
ン
等
に
よ
り
諸
腸
の
磁
建
す
な
わ
ち
皮
膜
や
腸
間
膜
に
芥
痛
を
発
す
る
場
合
に
は
下
剤
は
不
可
。
刺
絡
潟

血
す
る
か
腹
部
の
寄
法
が
よ
い
。

熱
病
毒
よ
り
発
す
る
茄
痛
は
そ
の
原
因
を
と
る
。

腎
中
に
小
石
を
結
ん
だ
た
め
に
(
現
在
の
腎
、
尿
路
結
石
)
激
し
い
腰
腹
痛
を
お
と
す
乙
と
が
あ
る
。
乙
れ
は
幻
結
石
篇
で
の
ベ
る
。

届
を
癖
茄
と
も
い
う
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
解
説
に
は
神
経
流
動
説
を
も
っ
て
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
本
篇
は
現
代
医
学
の
概
念
か
ら
は
ま
ζ

と
に



理
解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。
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ロ
内
転
尿
篇

此
の
病
気
は
胃
内
の
眠
吐
だ
け
で
な
く
、

小
腸
内
容
さ
ら
に
大
腸
内
の
便
ま
で
が
口
か
ら
で
る
も
の
で
こ
れ
を
吐
糞
病

ロ
円

mwwσ
円
白
血
}
巳
ロ

mw

冨
B
OE
S
E
m
-
-
〈
。
-
〈
己

5
と
名
付
け
る
。

若
し
小
腸
に
ブ
レ
ウ
ク

ロ
ロ
ロ
ロ
olロ
R
g
σ
B
Z
F・
開
己

R
O
B
-叩
(
破
壊
、
通
過
障
害
)
が
あ
る
と
、
そ
の
部
よ
り
上
部
口
側
の
も
の
は
吐
く

が
、
大
使
を
吐
く
と
と
は
あ
り
得
な
い
。
大
使
は
大
腸
に
し
か
存
在
し
な
い
か
ら
、
乙
れ
が
小
腸
に
戻
り
、
胃
に
逆
行
し
口
か
ら
で
る
症
状
は

き
わ
め
て
重
篤
で
劇
痛
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
症
は
小
腸
の
通
過
障
害
で
な
く
、
大
腸
の
そ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
お
乙
り
得
る
。
ま
た
腸
間

膜
の
炎
症
や
ガ
ン
ガ
ラ
ナ
の
自

mggω
で
も
吐
糞
症
が
お
と
る
。
治
療
と
し
て
は
下
剤
は
不
可
で
キ
リ
ス
テ
ル
す
な
わ
ち
涜
腸
を
施
す
。

以
上
は
「
西
説
」
お
よ
び
「
増
訂
」
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
の
要
点
で
あ
る
。

(69) 

現
在
で
は
吐
糞
症

同
三
耳

R
Y
E
-な
g
-
2
2
0円
8
5
5

40
5
E口
問
と
い
う
言
葉
は
あ
る
に
は
あ
る
が
、

医
学
苦
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
死
語
に
近
い
。
と
い
う
の
は
大
便
を
口
か

ら
吐
く
と
い
う
乙
と
は
ま
ず
、
有
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
腸
不
通
症
の
末
期
に
な
っ
て
、
口
か
ら
奨
臭
を
帯
び
た
内
容
を
枢
吐
す
る
乙
と
が

あ
る
が
、
乙
れ
は
大
使
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
閉
塞
部
上
位
の
腸
管
内
に
う
っ
滞
し
た
内
容
が
細
菌
作
用
に
よ
っ
て
腐
敗
し
た
も
の
で
あ

る
。
原
著
の
書
か
れ
た
時
代
に
は
乙
れ
を
吐
糞
と
見
誤
っ
て
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

な
お
、
〈
O
]
〈
己

5
と
い
う
語
は
現
在
で
は
腸
閉
塞
の
ほ
か
に
紬
捻
転
を
意
味
し
、
胃
ボ
ル
プ
ル
ス
は
胃
の
ね
じ
れ
た
状
態
を
い
う
。

37 

大
便
秘
結
篇

飲
食
物
は
消
化
さ
れ
乳
康
と
な
る
が
、
そ
の
残
余
と
余
分
な
消
化
液
は
便
と
な
っ
て
体
外
に
排
池
さ
れ
る
。

一
白
に
一
回
正
常
便
の
で
る
の

を
健
康
状
態
と
す
る
。
便
が
二
、
三
日
、
四
、
五
日
に

一
度
し
か
な
く
硬
い
場
合
と
れ
を
秘
結

E
4
5
8
5
t
z
g
と
い
う。



便
は
腸
の
煽
動
運
動
と
腹
筋
の
運
動
に
よ
っ
て
下
方
に
送
ら
れ
る
。
諸
腸
の
裏
面
か
ら
は
粘
滑
液
が
で
て
便
の
通
過
を
よ
く
す
る
。
便
は
結

腸
に
た
ま
り
易
い
。
腸
に
ブ
レ
イ
ク
が
あ
る
と
大
便
秘
結
す
る
乙
と
が
あ
る
。
ま
た
熱
が
あ
る
と
乾
燥
し
て
硬
便
と
な
る
。
治
療
は
下
剤
、
涜

腸
、
清
涼
剤
な
ど
原
因
に
応
じ
て
行
な
う
。

便
の
形
成
は
右
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
、
大
腸
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
生
理
機
能
の
一
つ
で
あ
る
水
分
吸
収
作
用
に
つ
い
て
は
一
言
も
触

れ
て
い
な
い
。

(70) 



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
一
巻

第
一
号
・
昭
和
五
十
年
一
月

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
十
七
日
受
付

越
後
の
蘭
方
医
森
田
兄
弟
に
つ
い
て

(三)
長

谷

l
 

l
 

'EEa'
 

夫

三、

診
療
を
め
ぐ

っ
て

京

・
江
戸
と
再
三
に
わ
た
る
遊
学
に
よ
り
、

蘭
方
医
学
を
吸
収
し
た
千
庵
は
、
文
政
十
一
年
〈
一
八
二
八
)
、-
家
督
を
継
い
で
加
茂
町
に
医

業
を
聞
い
た
。

父
甫
三
の
死
後
、
翌
同
十
二
年
(
一
八
二
九
〉
家
伝
の
良
薬
ご
粒
丸
」
に
、
新
た
に
蘭
方
の
薬
学
知
識
を
導
入
、
改
良
を
加
え
て
改
め
て

領
内
に
売
弘
め
方
を
出
願
し
て
い
製

上

森
田

蒲
原
郡
賀
茂
町

一
翰
啓
上
仕
候
、
時
分
柄
朝
夕
冷
気
相
催
候
処
弥
御
勇
健
-
一
可
ν
被
ν
成
=
御
勤
役
目
万
福
奉
ニ
賀
上
-
候
、
然
ぱ
此
度
家
伝
之
一
粒
丸
御
領
内

へ
売
弘
度
趣
御
願
申
上
候
処
、
早
速
御
聞
済
-
一
相
成
兼
而
御
触
流
し
被
ヱ
下
置
-
候
-
一
付
玉
参
仕
候
而
御
願
申
上
度
奉
ν
存
候
へ
共
、
無
ν
拠

病
人
等
ニ
而
罷
出
兼
候
間
其
心
外
之
至
ニ
御
座
候
へ
と
も
、
以
二
代
人
-
御
願
申
上
候
問
、
乍
ニ
御
世
話
}
弘
免
方
之
義
何
分
宜
奉
-
一
願
上
-
候
、

右
御
願
申
上
度
以
-
一
書
中
-
如
ν
此
ニ
御
座
候
、
恐
憧
謹
言

千
蓬

丑

八

月

廿

七

日

干

荏

鵬

と
の
「
一
粒
丸
」
は
、
ア
ヘ
ン
を
基
剤
と
し
、
腹
痛
、
下
痢
止
め
の
薬
と
し
て
、
越
後
圏
内
だ
け
で
な
く
、
遠
く
江
戸
に
ま
で
販
売
さ
れ
た

加
茂
町

森
田

(71) 



八
川
叫

)

そ
う
で
あ
る
。

着
実
に
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ
る
千
庵
は
、
天
保
十
四
年
(
一
八
四
三
)
栃
尾
町
に
開
業
し
た
弟
円
治
と
と
も
に
、
医
療
活
動
に
励
ん
で
い
る
。

そ
の
状
況
を
以
下
の
書
翰
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

千
庵
よ
り
円
治
宛
尺
晴

{
離
さ

如一
一貫
輔
-時
下
薄
暑
之
候
弥
御
清
安
之
条
万
福
賀
上
候
、
随
而
草
宇

一
同
不
ヱ
相
変
-消
光
致
し
居
候
間
御
休
慮
可
ν
被
v
成
候
、
過
日
御
入

来
之
節
御
談
話
之
内
障
眼
針
入
難
候
間
参
候
様
御
申
越
ニ
御
座
候
へ
共
、
四
五
日
之
風
雨
故
気
候
甚
悪
敷
候
間
近
日
快
晴
仕
候
は

h

不
ν

及
ν
迎
比
方
・8
参
可
ν
申
候
問
、
其
段
病
人
へ
可
ν
然
御
通
声
可
ν
被
v
下
伎
、尚
書
外
ハ
御
使
之
人
へ
申
遣
候
間
可
ν
然
御
取
計
可
v
被
ν
下
候
、

一
形
付
木
綿
出
来
候
間
頼
遣
候
御
落
手
被
v
下
度
候
、
尚
書
外
拝
顔
万
々
可
ニ
申
上
-
候
、
先
ツ
御
報
迄
早
々
如
v
此
御
座
候

閏
月
七
日

頓
首

悦

庵

円
治
様

尚
々
此
程
脚
気
之
様
子
故
駕
ニ
而
参
候
間
宿
一
軒
御
用
意
被
ν
下
度
候
、
以
上

同
じ
く
千
庵
よ
り
円
治
宛
書
翰
、

一
翰
啓
上
仕
候
、
時
下
秋
冷
朝
夕
相
催
候
処
弥
御
清
安
可
ν
被
ν

成
ニ
御
動
業
一
万
福
奉
v
賀
候
、
随
而
草
字
不
-
L
相
変
一消
光
罷
在
候
間
御
静

心
可
ν
被
v
下
候
、
然
ハ
八
月
中
に
も
内
障
限
療
治
に
罷
越
度
存
居
候
処
、
八
月
朔
日
嫁
女
急
に
産
気
付
安
産
男
子
出
生
之
処
同
三
日
小
児

相
果
申
候
、
其
内
愚
老
も
風
邪
に
市
三
四
日
引
篭
居
候
処
、
宮
本
院
祭
事
子
十
日
病
死
等

ニ
市
延
引
之
内
十
二
日

8
来
客

ニ
而
十
四
日
出

(72) 

立
之
処
、
同
十
六
日
小
国
屋
要
吉
嫁
産
後
死
去
即
日

8
夫
是
ニ
而
大
混
雑
之
処
、浅
野
三
郎
右
衛
門
七
日

8
痢
病

ニ
而
平
臥
致
し
居
候
処
、

是
も
同
廿
二
日
終
に
病
死
致
廿
六
日
出
棺
廿
八
日
七
日
之
仏
事
、
其
後
浅
野
内
外
用
事
差
集
子
ν
今
不
ν
得
ニ寸
暇
一困
り
入
候
、
右
之
始
末

故
其
御
地
へ
も
参
り
兼
有
v
之
候
、

F

其
上
伴
専
庵
病
気
子
v
A
寸
快
気
不
ν
仕
引
篭
居
努
大
混
雑
御
推
察
被
ν
下
度
候
、

座
候
、
尚
書
外
期
-
盈
音
之
時
-
候
、
頓
首
不
備

右
申
上
度
如
ν
此
-
一御

菊
月
四
日



乙
の
二
通
は
、
い
ず
れ
も
栃
尾
町
の
内
障
限
患
者
の
治
療
を
依
頼
さ
れ
た
千
庵
が
、
身
辺
諸
事
多
忙
を
理
由
に
出
張
で
き
ぬ
旨
書
き
送
っ
た

も
の
で
あ
る
。
千
庵
は
円
治
の
依
頼
に
よ
り
度
々
栃
尾
に
出
張
、
滞
在
し
て
患
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
乙
れ
ら
に
よ

り
、
千
庵
の
多
忙
な
診
療
活
動
の
一
端
を
窺
い
知
る
乙
と
が
で
き
る
。(

甫
三
の
第
五
子
)

な
お
、
後
者
の
書
中
に
み
え
る
浅
野
三
郎
右
衛
門
は
、
千
庵
の
妹
か
う
の
夫
で
あ
る
。
浅
野
家
は
代
々
大
圧
屋
を
勤
め
、
三
郎
右
衛
門
の
頃

に
は
町
年
寄
役
を
勤
め
て
い
る
ほ
ど
の
由
緒
あ
る
家
柄
で
あ
る
。

千
庵
は
加
茂
町
内

・
栃
尾
町
に
限
ら
ず
、
他
所
へ
も
診
療
に
赴
い
て
い
る
。

千
庵
よ
り
円
治
宛
書
翰

一
翰
啓
上
仕
候
、
時
分
柄
寒
気
相
増
候
処
弥
御
健
被
v
成
一
扇
動
業
一
万
福
奉
ν
賀
候
、随
而
草
字
一
同
不
こ
相
変
-消
光
罷
在
候
間
御
休
慮
被
ν

下
度
候
、
然
者
過
日
老
母
へ
の
御
手
紙
委
細
承
知
仕
候
、

竹
山
周
治
病
気
ニ
市
両
度
拙
者
立
越
老
母
も
此
節
竹
山
へ
参
り
被
v
居
候
、

尤

病
人
も
殊
之
外
六
ケ
敷
死
生
之
義
難
計
v
候
、
殊
ニ
祐
分
も
盆
後
上
京
致
し
子
ν
今
帰
国
不
ν
致
方
々
大
不
都
合

-一
御
座
候
、
其
段
従
ニ
拙
者
-

(73) 

可
二
申
上
-様
母

8
被
一
一
市
中
間
一
候
間
従
-
一
途
中
-以
-一室田中
-如
v
此
御
座
候
、
猶
委
細
ハ
拝
顔
万
々
可
-
両
上
-
候
、
恐
懐
謹
言

十

一
月
十
二
日

悦
庵

円
治
様

千
庵
は
追
っ
て
竹
山
周
治
の
容
体
に

つ
い
て
円
治
に
書
き
送
つ
て
い
鵠

(
端
裏
書
)

「
栃
尾
谷
地
ニ
而

賀
茂

森
田
円
治
様

御
封
下

同
悦
安
」

一
翰
啓
上
仕
候
、時
下
寒
気
厳
敷
相
成
候
処
弥
御
清
栄
可
ν
被
ν
成
三
御
座
ニ
万
福
一手
一
賀
上
最
、随
而
此
地
一
向
子
一
相
変
-
消
光
恥
間
休

(

虫

問

問

)

慮
被
ν
下
度
候
、
然
ハ
此
人
新
潟
書
画
商
人
味
方
屋
新
助
と
申
者
に
而
近
頃
鵬
斎
先
生
之
棺
書
之
扉
風
持
参

一

一

一
覧
仕
候
処
、
当



円
虫
損
〉

国

ニ
は
稀
出
来
と
申
位
之
品
故
則
為
ニ
持
遺
-候
、
兼
日
御
噺
も
有
v
之
候
間
遣
し
候
れ
い
一
九
両
之
買
入

-一

而
其
外
も
口
銭
相
願
度
趣

-一

ハ

虫

損

〉

(

虫

損

〉

ハ

虫

狽

)

御
座
候
、
尚
直
段
之
義
ハ

円

l
一
御
談
示
次
第
ニ
日
け
い
候
間
可
ν
然
御
取
計
奉
願

円

[

右
申
上
度
如
ν
此
御
座
候
、
書
外
期
-
-
後
音
之

時
-候
、
頓
首
謹
言

十
一
月
廿
一
日

同
悦
安

森
田
円
治
様

(虫

損

)

〈

虫

損

)

副
啓
申
上
候
、
当
月
十
三
日
三
条
・
5
書
状
差
出

円
い
い
一
相
届
侯
哉
、
先
日
熊
之
森

円
ハ
一

竹
山
周
治
十
月
廿
九
日
よ
り
神
経
熱

ニ
而
四
日

(

虫

狽

〉

(

虫

煩

)

(

虫

n
HH
一
庵
立
越
三
条

ニ
用
円
川

U
大
町
へ
一
宿
致
し
九
日

h
U致
し
候
処
、
尚
又
同
日
飛
脚
参
り
十
日

ニ
立
越
候
処
川
川
ハ
一
腫
気
発

ハ

虫

損

)

〈

痢

カ

)

h

直

順

)

(

虫

銅

)

〈

虫

損

)

(

虫

損

)

し
円

l
uい
ハ

ハ

一
下
利
十
二
日
帰
宅
致

円

|
一老
母
事
六
日
竹
山
門
川

U
十
三
日
四
日
五
日
頃
大

-一
口

ニ
付
帰
宅
致
し
候
積
円
ハ

U

虫

損

)

(

虫

損

〉

(

虫

抑

制

)

(

痢

カ

)

へ

虫

損

d

晦
迄
-
一被
ν
参
一
宿
円
け
いい一

竹
山
へ
被
v
帰
候
処
、
尚

又

円

U
之
夜

8
腐
敗
血
移
し
く
円

U
下
利
面
顔
へ
も
腫
円
リ
見
へ
申
候

(

虫

損

〉

(

虫

損

)

(

虫

鍛

》

(

虫

鼠

ぱ

問
、
猶
又

門
川

U
相
成
今
日
ニ
帰
宅

門
川

U
連
も
難
症
之
義
故
円
い
[一
死

ニ
者
候
へ
共
困
り
入
申
候

円

U
F序
烏
渡
(
以
下
欠
損
)

竹
山
周
治
の
治
療
に
携
わ
る
千
庵
の
苦
悩
が
、
そ
の
悪
化
し
つ
つ
あ
る
病
状
を
事
細
か
に
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
。

な
お
、
前
書
中
に
あ
る
竹
山
祐
分
は
、
蒲
原
郡
熊
之
森
一
位
待
問
料
一
一
一
問
。
の
人
。
千
庵
の
妹
き
ち
(
甫
三
の
第
六
子
、
後
に
名
を
と
み
と

改
む
〉
の
夫
。
代
々
眼
科
医
を
営
み
、
祐
分
も
ま
た
眼
科
に
通
じ
て
い
た
。
土
生
塾
に
入
門
し
て
蘭
方
医
学
の
修
養
に
励
ん
だ
の
は
義
兄
千
庵

(74) 

の
影
響
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
千
庵
が
眼
科
に
も
通
じ
、
両
者
が
親
し
く
往
復
し
て
い
た
乙
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
m
m〉

次
に
、
千
庵
の
処
方
築
を
挙
げ
る
。

渋
川
家
御
令
閏
処
方

二
匁

、

、

、

三
匁
、

那
々
々
五
分
、
生
地
黄
四
匁
攻
現
花
ニ
匁
肉
桂
三
匁
燈
皮
五
分
半
夏
五
匁
、
砂
仁
一
匁
、
丁
字
五
分
、
甘
草
五
分
、

神
保
小
路

北
村
棟
三
郎
様



弐
匁
五
分
位
、
5
、

五
匁
位
・
8
、

壱
本
金
弐
朱
位
、

し
な
へ
竹
五
六
匁
位
迄
有
皮
鍔
十
匁
位
迄
柄
皮
但
し
五
匁
位
・
8

先
皮
、

更
に
、
薬
種
の
調
合
法
も
挙
げ
る
と
、

住
重
内
義

実
母
散
加
減
之
方

桂
支
一
匁
、
唐
上
五
分
、

川
考
一
匁
、
横
耶
予
一
匁
、
丁
字
五
分
、
黄
連
五
匁
、
甘
草
三
匁
、
夜
苓
ニ
匁
、
蒲
公
英
根
一
匁
、
広
東
五
分
、
大

五

分

沈

番

人

参

一匁
、

黄
七
分
、
地
黄
五
分

霊
岸
公

薬
法

四
匁
、

、

一
匁
、

-
匁
、

桂

皮

五

小

菌

香

弐

匁

、
接
支
三
匁
、

半
夏
七
匁
砂
仁
五
分
霊
香
五
分
熟
附
子
三
匁
、
蔓
陀
羅
実
三
厘
、
甘
草
五
分

外
-
-
丸
薬
、
大
黄
、
硝
石
各
等
分
、
丁
字
、

(75) 

ま
た
、
薬
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
暑
気
払
薬
「
拘
杷
葉
湯
」
の
薬
袋
が
遣
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
裏
面
に
、

一
貼
ェ
水
五
合
も
入
煎
し
御
用
へ
猶
二
番
に
水
三
合
も
入
煎
し
御
服
し
可
ν
被
ν
成
候
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。

蘭
方
の
薬
学
知
識
を
採
用
し
て
家
伝
の
良
薬
「
一
粒
丸
」
を
改
良
す
る
な
ど
は
千
庵
の
薬
学
知
識
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
弟
森
田
円
治
の
医
療
の
実
地
に
目
を
転
じ
て
み
た
い
。

幸
い
に
検
使
役
人
の
間
合
わ
せ
に
対
す
る
返
答
の
控
が
遣
さ
れ
て
お
り
、
そ
と
に
は
症
状
及
び
治
療
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

奥
州
会
津
郡
白
沢
村
百
姓
兵
馬
怪
我
い
た
し
御
代
官
平
岡
文
治
郎
様
御
手
代
秋
山
半
助
様
御
尋
ュ
付
、
書
附
ヲ
以
申
上
侯
由
下
書
は

則
御
同
人
御
認
=
付
如
、
但
し
栃
尾
町



当
二
月
十
七
日
夕
七
ッ
時
頃
、
当
町
仁
兵
衛
宅
ニ
お
ゐ
て
奥
州
会
津
郡
白
沢
村
百
姓
兵
馬
事
兵
七
儀
及
ニ
自
殺
-
候
ェ
付
療
義
之
義
仁
兵
衛

も
町
役
人
共
・
5
相
頼
候
問
、
庇
所
相
改
候
処
腕
上

S
背
迄
脇
差
ニ
而
ほ
り
ぬ
き
、
騎
の
上
長
サ
三
寸
程
三
針
縫
、
背
長
サ
壱
寸
程
壱
針
縫
、

都
合
二
ケ
所
、
外
庇
所
無
ν
之
官
薬
ヲ
打
、
服
薬
十
金
大
補
湯
ヲ
用
療
養
差
加
へ
候
得
共
不
ニ
相
叶
-翌
十
八
日
昼
九
ッ
時
頃
相
果
候
ェ
付
、

長
岡
御
役
場
・
5
御
検
使
相
済
候
処
、
今
般
御
立
合
為
ニ
御
検
使
-
被
ν
成
ニ
御
越
-
候
ェ
付
、

私
共
為
ニ
御
立
合
-
御
見
分
御
座
候
処
御
見
分
之

右
庇
処
之
義
死
骸
数
日
塩
詰
ェ
致
置
侯
ニ
付
、

肉
庇
口
江
〆
り
寄
セ
候
間
寸
縮
縫
糸
腐
れ
候
故
柳
之
癌
所
-
一

通
り
相
違
無
-
一
御
座
-
候
、

相
見
候
得
共
、
最
初
療
養
加
へ
候
節
ハ
前
書
申
上
候
通
相
違
無
ニ
御
座
-
候
、
右
御
尋
=
付
此
段
申
上
候

以
上

寅
四
月
廿
八
日

平
岡
文
治
郎
様
御
手
代

本
道
外
科
兼

秋
山
半
助
殿

蓮
沼
永
順

牧
野
備
前
守
様
御
内

同
断

(76) 

樋
宮
幾
平
殿

高
野
良
斎

橡
尾
組
宮
沢
村
百
姓
孫
八
子
初
蔵
怪
我
い
た
し
候
ニ
付
療
養
之
下
御
検
使
江
田
奇
書
差
上
候
担

ハ
診
カ
)

当
三
月
十
六
日
夜
、
宮
沢
村
孫
八
子
初
蔵
と
申
者
怪
我
致
し
候
趣
申
来
り
候
ニ
付
、
早
速
立
越
珍
察
致
し
候
処
、
数
ケ
所
之
手
庇
エ
而
命

分
も
危
き
株
-
一
候
問
、
村
役
人
親
類
江
引
合
候
得
者
療
養
相
頼
候
間
庇
所
相
改
候
処
、都
合
拾
四
ケ
所
内
縫
数
十
ケ
所
三
間
五
十
五
針
縫
、

膏
薬
ヲ
打
、
服
薬
ハ
熊
胆
湯
、
薄
苛
塩
、
四
物
湯
加
人
参
等
相
用
申
候
得
共
、
療
養
不
ニ
相
叶
-
十
八
日
夜
九
ッ
時
頃
相
果
申
候
、
今
般
見

分
御
座
候
ェ
付
、
私
共
御
立
合
申
別
紙
絵
図
面
之
通
相
違
無
-
面
座
目
候
、
右
御
尋
ニ
付
此
段
申
上
候
、
以
上

嘉
永
三
戊
年
三
月
廿
日



人
面
村
五
右
衛
門
枠
怪
我
之
節
御
尋
ニ
付
以
-
一
書
附
-申
上
候

当
極
月
八
日
当
村
五
右
衛
門
枠
怪
我
い
た
し
候
ニ
付
、
親
井
親
族
共
・
5
療
治
被
二
相
頼
一
早
速
罷
越
次
第
柄
承
り
候
得
者
、
同
村
徳
右
衛
門

与
喧
鴫
之
由
申
候
-
一
付
、
村
御
役
人
血
永
井
組
合
親
類
立
合
之
上
庇
処
相
改
候
得
者
、
頭
上
右
之
費
之
方
江
刃
物
之
庇
長
サ
壱
寸
六
分
深
サ

六
分
、
三
針
縫
附
薬
い
た
し
、
巻
木
綿
ェ
而
〆
圧
、
服
薬
ハ
小
柴
胡
湯
加
一
寸
人
参
地
黄
之
一
一
品
}
入
相
用
申
候
、
為
差
金
搭
と
申
義
ニ
ハ
無
v

之
候
得
北
〈
、
場
所
不
二
宜
敷
-
且
ツ
思
之
外
出
血
多
分
の
様
子
故
、表
の
見
分

8
ハ
内
実
の
労
れ
も
有
ν
之
候
問
、
変
症
之
程
難
ν
量
御
座
候
、

(
診
カ
〉

診
察
仕
候
見
込
之
義
御
尋
-
一
付
、
在
盟
認
申
上
候

以
上

安
政
四
己
年
十
二
月
八
日

印

御
検
使
様

三
件
と
も
万
傷
で
あ
り
、
円
治
の
逢
合
手
術
、
膏
薬
貼
布
、
内
服
薬
等
に
よ
る
治
療
の
実
地
の
様
子
が
分
る
。

乙
の
人
面
村
の
五
右
衛
門
の
枠
は
円
治
宛
に
、
組
合
、
親
類
、
親
と
三
者
連
名
の
治
療
願
書
を
も
っ
て
治
療
を
請
う
て
い
る
。

(77) 

同
人
・
8
療
治
頼
入
書
写

治
療
御
頼
申
書
附
之
事

一
私
枠
義
同
村
徳
右
衛
門
と
両
人
酒
呑
居
候
所
遂
ェ
及

-b論
-
之
処
不
=
思
寄
-
打
山
詑
不
意
ニ

被
ニ
庇
附
-
依
而
此
度
貴
殿
江
療
養
御
頼

申
候
間
幾
重
-
一
も
厚
御
手
当
被
v
下
度
候
、

右
癌
療
治
中
如
何
様
之
義
出
来
命
分
ェ
懸
リ
候
共
更
に
懇
等
申
間
敷
候
、
若
又
怪
我
之
義
-
一

付
如
何
成
義
出
来
申
候
と
も
柳
御
迷
惑
相
懸
け
申
間
数
為
v
念
親
類
組
合
加
判
一
札
如
v
件

ハ
政
脱
カ
)

安
四
己
年
十
二
月
八
日

組
合

親
類

殿

親

乙
れ
と
は
別
に
、
半
七
の
治
療
願
が
あ
る
の
で
附
戴
し
て
み
る
。



治
療
願
申
書
附
之
事

一
当
村
半
七
と
申
者
当
村
清
六
と
前
夜
酒
狂
之
上
致
ご
口
論
-
候
処
遂
に
薄
刃
庖
丁
-
二
m
庇
二
ケ
所
被
v
附
依
而
此
度
御
療
治
御
頼
申
上
候

幾
重
ェ
も
厚
く
御
手
当
被
v
下
度
候
若
し
右
一
件
ニ
付
如
何
之
義
出
来
候
と
も
柳
貴
殿
江
御
迷
惑
筋
相
懸
ケ
申
間
敷
候
為
v
念
親
類
加
判
一

札
如
v
件

組
合

殿

親
類

頼
入
人

乙
の
二
通
し
か
見
当
ら
な
い
た
め
治
療
願
を
提
出
す
る
根
拠
は
確
か
で
は
な
い
。
た
だ
両
方
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
喧
嘩
口
論
の
末
の

負
傷
の
治
療
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
乙
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
傷
害
事
件
に
関
係
し
た
よ
う
な
治
療
の
場
合
に
治
療
願
を
提
出
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(78) 

更
に
、
円
治
の
医
術
の
実
際
を
追
究
し
て
み
よ
う
。

二
ツ
郷
野
邑
長
次
郎
三
男
御
尋
ニ
付
申
上
候

当
月
六
日
朝
五
ッ
半
時
、
二
ッ
郷
野
村
長
次
郎
三
男
怪
我
い
た
し
候
ェ
付
私
頼
ェ
来
り
早
速
罷
越
様
子
柄
承
候
者
、
昨
五
日
の
夜
喧
明
被
ニ

仕
懸
-
候
庇
之
白
依
而
診
察
仕
候
処
、
数
ケ
所
打
腫
庇
も
有
v
之
候
故
、
村
役
人
親
類
共
立
会
庇
所
相
改
候
得
者
、
癌
者
頭
上
百
会
の
脇
二

三
寸
三
分
之
庇
一
ケ
所
、
左
の
腕
に
少
庇
一
ケ
所
、
膝
の
脇
に
少
庇
一
ケ
所
、
右
の
三
ケ
所
と
も
浅
痕
ニ
御
座
候
得
共
被
-
計
榔
-
候
、
腫

場
所
ハ
額
に
二
所
、
頬
に
一
所
、
肩

8
背
中
七
八
の
髄
一
面
に
腫
れ
左
の
手
甲
一
所
、
右
の
腕
に
一
所
、
左
の
膝
下
二
所
、
右
数
ケ
所
紫

黒
色
腫
身
韓
動
兼
界
痛
ハ
甚
致
時
節
柄
極
暑
之
中
六
ケ
敷
容
体
-
一
相
見
江
候
、
療
養
ハ
金
倉
之
場
サ
フ
ラ
ン
膏
張
り
打
腫
の
所
ハ
乱
針
い

た
し
死
血
出
シ
清
血
散
与
申
粉
薬
を
酢
に
て
附
煎
薬
ハ
小
柴
胡
湯

・
生
地
黄

・
硝
石
二
品
を
加
へ
候
所
、
小
便
赤
く
大
使
紫
黒
色
ニ
而
毎

日
通
し
当
八
日
十
日
与
罷
越
診
察
仕
候
所
、
壮
年
之
者
故
に
御
座
候
哉
存
外
金
倉
も
愈
懸
り
打
腫
の
場
も
殊
之
外
引
情
神
爽
に
相
成
瞳
此



-
二
問
者
不
v
遠
可
v
及
ニ
全
快
-
与
奉
v
存
候
、
右
御
尋
ェ
付
此
段
認
差
上
申
侯
)
以
上

打
腫
の
傷
の
治
療
方
と
そ
の
経
過
を
窺
う
と
と
が
で
き
る
。

O
市
川
氏
御
老
母
病
症
之
義
深
く
御
心
配
之
趣
御
尋
越
候
故
愚
医
見
込
之
所
有
体
認
免
進
申
候
、
御
老
檀
永
々
之
御
病
気
昨
年
ハ
村
松
侯

藩
医
之
調
薬
ェ
而
粗
快
気
之
旨
ニ
ハ
候
得
共
、

腸
胃
の
二
部
共
衰
弱
未
不
ν
為
二
本
服
-
之
内
猶
当
春
・
5
心
下

8
勝
上
迄
竪
満
ハ
水
気
欝
渋

之
症
と
見
込
之
処
猶
楳
雨
之
候
ニ
相
成
手
足
四
肢
共
に
浮
腫
相
発
し
甚
悪
徴
与
診
察
い
た
し
候
、
乍
v
去
差
詰
苦
痛
ハ
無
ν
之
候
得
共
御
承

知
之
通
水
気
変
症
何
共
難
ν
量
候
、
若
シ
衡
心
発
出
い
た
し
候
節
ハ
一
刻
ヲ
争
急
症
至
ニ
其
時
-
良
医
之
術
も
届
兼
候
、
乍
ν
去
差
当
り
苦
痛

ハ
無
ν
之
候
得
共
少
し
も
余
断
不
ニ
相
成
-
病
根
候
、
依
而
親
類
之
御
人
ハ
不
ν
遠
離
着
病
専
要
存
候
、
則
私
此
度
之
調
剤
ハ
解
凝
利
水
剤
-
一

健
胃
之
品
加
味
い
た
し
候
、
此
薬
御
用
へ
能
ク
巡
還
シ
閉
塞
之
病
毒
開
達
い
た
し
身
体
爽
に
相
成
疲
労
少
々
引
立
候
迄
ハ
極
難
治
之
症
与

見
込
ェ
御
座
候
、
乍
-
一
失
礼
日御
尋
越
故
懸
安
之
所
不
ニ
包
置
-
認
免
遣
し
申
候
、
以
上

加
茂
町
の
市
川
正
兵
衛
の
妻
の
症
状
に
つ
い
て
、
私
見
と
併
せ
て
調
薬
に
よ
る
療
法
を
細
々
と
書
き
送
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

以
上
は
、
い
ず
れ
も
円
治
が
栃
尾
町
に
起
居
し
て
い
た
当
時
の
医
療
活
動
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

既
述
の
通
り
、
円
治
は
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)
蒲
原
郡
月
潟
村
に
転
居
、
続
い
て
同
六
年
(
一
八
五
九
)
に
は
、
同
郡
西
萱
場
村
へ
転
居

し
て
酒
造
業
に
着
手
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
円
治
の
転
居
の
主
な
理
由
は
、
酒
造
業
の
企
画
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
天
保
七
年
(
一
八
三
六
)
来
、
医
学
を
奨
励
し
て
い
た
長
岡
藩
で
は
、
蘭
学
の
勃
興
に
よ
っ
て
弊
害
が
生
じ
た
ら
し
く
、
弘
化
四

年
(
一
八
四
七
)
に
至
り
蘭
学
研
究
を
藩
の
許
可
制
と
し
た
。
そ
し
て
、
蘭
方
に
基
づ
く
内
科
薬
の
使
用
を
禁
止
し
た
。
そ
の
後
、
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
に
は
、
特
に
命
ぜ
ら
れ
た
者
以
外
の
蘭
書
の
研
究
も
禁
止
と
な
っ
た
。
乙
れ
は
長
岡
藩
領
栃
尾
町
に
住
む
円
治
に
も
当
然
適
用
さ

れ
た
乙
と
と
考
え
ら
れ
る
。
円
治
は
上
記
治
療
の
報
告
書
控
の
最
初
に
長
岡
藩
の
御
触
書
を
載
せ
て
い
る
。

(79) 



牧
野
備
前
守
様
領
内
御
触
書
之
写

本
道
医
追
々
関
学
医
修
行
い
た
し
候
族
も
有
ν
之
候
旨
及
二
御
聴
一深
き
思
召
有
ν
之
候
問
、
以
来
厳
敷
御
制
禁
被
二
仰
出
一
候
、
若
シ
籍
ニ
学

候
者
有
ν
之
お
ゐ
て
ハ
急
度
可
ν
被
一
一
仰
付
-と
の
御
沙
汰
ェ
候
、
此
段
御
医
師
ハ
勿
論
医
術
心
掛
候
者
共
江
不
ν
漏
様
可
ν
被
ご
申
聞
-事

右
之
趣
御
家
中
江
申
聞
候
間
唯
右
支
配
下
医
師
江
可
ν
被
二
申
聞
-候
、
以
上

四
月
廿
二
日

乙
の
長
岡
藩
の
蘭
学
に
対
す
る
禁
止
政
策
が
、
円
治
の
転
居
の
遠
因
に
な
っ
て
い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

西
萱
場
村
に
移
っ
て
酒
造
業
に
精
出
す
一

方
、
医
師
と
し
て
の
仕
事
も
継
続
し
て
い
る
。

ハ
端
裏
書
〉

「
西
か
や
パ

清
水
屋

森
田
円
治
様

貴
下
要
用

宗
右
衛
門

代
筆
直
助
男

〆
印

-5
栃
尾
」

一
筆
啓
上
仕
候
、
時
分
柄
寒
冷
相
増
候
処
先
以
口
其
御
地
御
家
内
様
益
御
壮
健
ニ
被
ν
遊
-
福
座
-珍
重
之
御
義
奉
ν
存
候
、
比
間
当
方
主
人

宗
右
衛
門
様
風
邪
エ
而
十
二
三
日
と
も
相
休
ミ
居
候
与
誠
ニ
込
合
何
卒
貴
君
様
乍
二
御
苦
労
一右
手
紙
表
次
第
御
出
被
v
下
度
偏
ニ
御
待
申

上
候
、
早
々
頓
首

十
一
月
対
日

清
水
屋
直
助

森
田
円
治
様

清
水
屋
宗
右
衛
門
家
は
、
天
保
七
ハ
一
八
三
六
〉
年
三
月
、
代
々
栃
尾
町
の
『
町
老
格
』
、
『
検
断
』
な
ど
を
務
め
る
清
水
弥
惣
右
衛
門
家
の

娘
聾
と
し
て
分
家
し
、
慶
応
二
(
一
八
六
六
)
年
に
は
『
町
代
仮
役
』
を
務
め
て
い
る
。

(80) 



こ
の
よ
う
に
、
西
萱
場
村
在
住
の
円
治
に
、
時
と
し
て
往
診
依
頼
が
あ
り
、
円
治
も
そ
れ
に
応
じ
て
栃
尾
に
来
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
か
や
ハ

白
山

山
吉
円
治
様

貴
下
急
用
書

渡
辺
精
左
衛
門
」

急
キ
以
-
手
紙
一
啓
上
仕
候
、
時
下
秋
冷
相
増
候
得
共
弥
御
家
内
御
皆
様
御
安
全
可
ν
被
ν
成
ニ
御
座
-珍
重
奉
-
一
寿
上
よ
校
、
然
ハ
母
義
人
々
日
朝

五
ッ
時
頃

8
寒
気
強
候

=
付
、
火
ニ
当
リ
少
々
暖
リ
宜
敷
与
存
候
処
、
四
ッ
上
刻
頃
ぷ
腹
下
リ
大
便
-
一
血
混
リ
下
リ
度
々
ニ
市
極
弱
リ
何

分
ェ
も
老
年
之
事
故
必
至
与
難
渋
い
た
し
極
大
造
ュ
御
座
候
問
、
乍
ニ
御
苦
労
一貴
所
様
万
障
御
差
操
之
上
比
者
一
同
御
光
来
被
ν
下
度
奉
=

殊

ェ
折
悪
敷
か
も
専
庵
事
ハ
不
快

-一而
参
兼
一
同
当
惑
仕
口
罷
在
候
問
、
必
ッ
御
急
キ
御
光

来
泰
一
一
願
上
-
候
、
右
取
急
如
ν
斯
御
座
候
、
早
々
以
勾
〉

願
上
手
校
、

尤
も
母
事
偏
ニ
御
待
申
居
候
、

円
治
が
栃
尾
町
を
転
出
し
た
時
は
、
既
に
兄
千
庵
は
死
去
し
て
お
り
、
千
庵
な
き
後
の
加
茂
町
は
、
養
子
専
庵
が
医
業
を
継
い
で
い
た
と
と

が
分
る
。
そ
し
て
、
専
庵
が
都
合
の
つ
か
な
い
時
に
は
、
加
茂
町
か
ら
比
較
的
近
距
離
に
あ
る
西
萱
場
村
の
円
治
に
診
察
依
頼
が
あ
っ
た
よ
う

(81) 

で
あ
る
。
森
田
の
家
名
を
高
め
る
べ

く
一
族
相
助
け
合
い
医
業
に
励
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
三
年
〈
一
八
七

O
)、
円
治
は
再
び
栃
尾
町
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
暫
く
し
て
医
療
活
動
に
専
念
し
て
い
る
。

御
請
書

一
医
業
御
鑑
札

壱
葉

右
御
下
附
ニ
相
成
正
ェ
奉
二
受
領
-
候
也

第
十
五
大
区
小
五
区

明
治
十
一
戊
寅
年
二
月

栃
尾
町
医
員

森
田

円
治

新
潟
県
令
永
山
盛
輝
殿



明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
〉
二
月
、
医
業
鑑
札
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
も
医
業
に
携
っ
て
お
り
、

申
上
候
」
と
い
う
明
治
十
年
自
一
月
患
者
死
亡
表
」
が
遣
さ
れ
て
い
(
明

至
六
月

「
私
施
二
治
療
-
死
亡
之
者
御
届
ケ

更
に
、

第
十
五
大
区
小
三
区
一
番
組

平
邑

酒
井

作
兵
衛

病
症
容
体
書

右
之
者
義
当
月
二
十
日
私
方
江
頼
来
り
罷
越
診
察
仕
候
処
、
近
頃
急
ニ
冷
気
相
催
為
ν
夫
時
候
之
障
-
↑
テ
腹
中
騎
辺
都
而
強
筆
痛
有
ν
之
、

悪
風
イ
タ
シ
肱
沈
数
故
=
、
緩
和
駆
風
剤
ヲ
投
、
軽
快
相
成
候
得
共
、
何
分
ト
モ
追
々
寒
気
増
進
之
時
節
柄
ニ
付
、
急
速
全
快
無
-
一
覚
東
一

被
ν
存
候
、
依
而
今
般
右
容
体
書
認
奉
こ
差
上
-
候
、
以
上

(
明
治
十
年
)

丑
十
一
月
二
十
五
日

(82) 

印

と
、
栃
尾
町
で
の
診
療
活
動
を
伝
え
て
い
る
。



日
本
医
史
学
雄
総

・
第
二
十
一
巻

m
一

号

昭

和

五

十

年

一

月

昭
和
四
十
九
年
七
月
十
九
日
受
付

児
禁
師
及
び
按
摩
師
に
つ
い
て
(
下
)

|
|
日
本
古
代
医
療
史
の
研
究
(
二
)

新

村

拓

四
九
禁
師
の
消
滅
は
人
材
難
と
い
う
単
純
な
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
呪
禁
抹
殺
と
い
う
政
府
の
積
極
的
な
弾
圧
の
路
線
上
に
お
い
て
、
宝
包
十

(
七
八

O
〉
年
以
後
非
合
法
化
し
た
と
い
う
。

乙
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
先
に
僧
尼
令
第
二
条
の
と
と
ろ
で
ふ
れ
て
お
い
た
時
期
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
少
く
と
も
穴
記
の
成
立
し
た
延
暦
期
(
七
八
二

l
八
O
六
〉
の
段
階
に
お
い
て
は
兇
禁
が
左
道
の
範
障
に
入
れ

ら
れ
、
僧
尼
の
み
な
ら
ず
、

一
般
に
お
い
て
も
禁
圧
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
面
、
山
林
修
行
に
よ
っ
て
得
た
究
験
力
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を
も
っ
看
病
禅
師
た
ち
の
宮
廷
入
り
す
る
の
が
、
特
に
宝
亀
年
間
頃
に
は
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
公
的
な
場
に
お
い
て
道
児

に
代
わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
の
仏
児
の
進
出
を
示
す
も
の
と
も
受
け
取
れ
る
。

最
後
に
、
児
禁
師
の
公
的
機
関
か
ら
消
滅
し
た
後
の
行
方
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
他
の
諸
技
術
官
に
お
け
る
と
同
様
な
人
材
難
と
い
う
一
般

的
状
況
か
ら
推
し
て
、

「
児
禁
師
」

と
い
う
人
の
行
方
を
問
題
に
す
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
問
題
は

乙
れ
に
つ
い
て
は
ひ
と
つ
と
し
て
決
定
的
な
と
と
は
云
守
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
予
測
す
る
こ
と
は
あ
る

「
児
禁
」
そ
の
も
の
の
行
方
で
あ
る
。

程
度
可
能
で
あ
る
。

一
つ
に
は
陰
陽
道
へ
の
流
入
で
あ
る
。
九
世
紀
末
の
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
(
『
続
群
書
類
従
』
、
巻
八
八
四
〉
を
み
る
と
、
「
児
禁
」
は
五

行
家
に
分
類
さ
れ
、

『
三
五
神
禁
治
一
切
病
存
法
一
、

禁
法
十
、
大
禁
児
禁
決
一
』
な
ど
の
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
医
方
家
の
分
類

に
お
い
て
も
『
三
五
禁
法
八
、
三
五
神
禁
治
病
図
一
』
な
ど
の
書
名
が
み
え
、
五
行
家
の
そ
れ
と
の
区
別
は
つ
け
が
た
い
。
即
ち
、
九
世
紀
末



の
段
階
に
お
い
て
は
児
禁
の
位
置
が
陰
陽
道
の
中
に
定
着
は
し
た
も
の
の
、
医
術
部
門
に
お
い
て
未
だ
そ
の
出
生
の
名
残
り
を
止
め
て
い
る
の

で
あ
る
と
み
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。

二
つ
に
は
密
数
へ
の
流
入
で
あ
る
。
空
海
の
『
秘
密
長
奈
羅
十
住
心
論
』
第

一

(
大
正
新
修
大
蔵
経
、
第
七
七
巻
)
に
、
「
四
百
の
病
は
四

馳
に
山
で
体
を
苦
し
め
、
八
万
の
患
は
三
毒
に
因
っ
て
心
を
筈
す
。
身
病
多
し
と
錐
も
其
の
要
は
唯
六
つ
、
回
大
鬼
業
是
れ
な
り
。
心
病
衆
し

と
難
も
そ
の
本
は
唯
一
つ
(
中
略
〉
心
病
の
能
治
に
五
つ
あ
り
、
湯
散
、
丸
酒
、
針
灸
、
mr
動
小
島
舟
ト
h
r
わ
か
骨
、
四
大
不
調
に
は
薬
物
を

服
し
て
除
き
、
鬼
業
の
崇
り
に
は
凹
ん
を
も
っ
て
能
く
鍋
す
。
薬
力
は
業
鬼
を
却
く
る
に
能
わ
ず
、
間r
mい
卦
小
法
ト
ザ
ぃ

一
一砂川山出作ト
krAド
」
と
み

ぇ
、
針
灸
と
並
ん
で
児
禁
の
治
病
効
に
つ
い
て
述
べ

、
ま
た
同
じ
空
海
の
『
三
教
指
帰
』
中
の
道
教
の
虚
亡
隠
士
論
に
お
い
て
、
「
白
木
、
黄
精
、

松
脂
、
穀
実
の
類
は
内
の
痢
を
除
き
、
蓬
の
矢
、
葦
の
戟
、
神
符
、
間
ん
静
の
族
は
外
の
難
を
防
ぐ
、
呼
吸
、
時
を
候
ち
、
緩
急
、
節
に
随
ふ
」

と
あ
っ
て
、
冗
禁
は
外
の
難
を
防
ぐ
と
み
え
る
。
『
三
教
指
帰
』
は
延
暦
十
六
年
、

空
海
二
十
四
歳
の
時
の
作
で
あ
る
が
、

と
の
段
階
に
お
い

て
は
児
禁
は
道
冗
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
が
、
『
十
住
心
論
』

〈
日
)

い
て
は
、
四
大
不
調
に
よ
る
四
百
四
病
の
仏
教
病
因
論
の
中
に
治
病
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
児
禁
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
で
き
た
と
思
わ
れ
る
天
長
七
(
八
三

O
)
年
の
段
階
に
お

(84) 

三
つ
に
は
鎌
倉
期
の
卜
部
兼
方
に
な
る
『
釈
日
本
紀
』
(
巻
十
三
)
中
に
、
「
四
九
禁
師
、
兼
方
案
之
、
今
世
之
児
師
歎
」
に
み
え
る
児
師
へ
の

変
質
で
あ
る
。
児
師
の
初
見
は
『
左
経
記
』
寛
仁
元
(
一

O
一
七
〉
年
八
月
十
六
日
条
の
「
人
々
相
共
遊
東
光
寺
、
令
走
兇
師
」
を
も
っ
て
す

る
と
い
う
能
勢
氏
の
説
が
り
も
更
に
古
く
、
『
小
右
記
』
(
大
日
本
古
記
録
本
〉
永
延
元
(
九
八
七
〉
年
正
月
六
日
条
「
出
御
々
堂
、
有
音
楽
、

児
師
、
啄
木
舞
、
雑
芸
等
」
に
み
え
る
も
の
を
初
見
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
乙
れ
は
円
融
院
御
堂
に
お
け
る
散
楽
御
覧
の
と
き
の
乙
と
で
あ

る
。
児
師
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
一
定
し
て
い
な
い
が
、
児
師
の
起
源
を
児
禁
師
に
求
め
る
吉
田
、
一角野

，原
田
、
折
口
の
各
氏
が

お
り
、
ま
た
究
師
は
除
鬼
鋲
魔
的
色
彩
を
豊
富
に
持
っ
た
宗
教
的
な
も
の
と
原
始
散
楽
の
系
統
を
引
き
、
尚
且
つ
そ
の
趣
を
保
持
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
も
の
と
が
あ
り
、
そ
の
冗
師
の
前
身
を
児
禁
師
よ
り
も
原
始
散
楽
中
に
見
出
す
方
が
容
易
で
は
な
い
か
と
思
う
と
さ
れ
る
森
末
氏
が

い
る
。
ま
た
能
勢
氏
に
よ
れ
ば
、
児
師
の
発
生
を
修
正
会
、
修
二
会
の
法
児
師
に
求
め
、
彼
ら
の
行
う
の
は
古
密
教
的
な
児
術
で
あ
り
、
間ん禁



(
げ
〉

道
の
流
れ
を
ひ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
児
師
の
起
源
を
直
接
に
は
児
禁
師
に
求
め
て
は
い
な
い
が
、
や
は
り
児
禁
道
の
流
れ
を

(
刊
日
〉

く
む
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
林
屋
、
河
竹
、
井
浦
の
各
氏
も
同
様
な
考
え
を
示
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
児
師
の
起
源
を
付
児
禁
師
、
料

唐
散
楽
、
同
児
禁
道
の
流
れ
を
ひ
く
法
冗
師
と
す
る
三
説
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
確
証
を
求
め
る
乙
と
は
で
き
な
い
で
い
る
。

ζ

れ
は

児
師
の
起
源
を
ひ
と
つ
の
と
乙
ろ
に
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
児
師
の
活
動
が
修
正
会
、
修
二
会
、
相
撲

節
会
等
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
乙
と
は
、
見
師
そ
の
も
の
が
も
っ
性
格
の
多
面
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
更
に
は
起
源
を
異
に
す
る
も
の
の

集
合
体
で
は
な
い
か
と
い
う
乙
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
も
と
も
と
起
源
を
異
に
す
る
児
能
を
も
っ
た
人
々
の
演
ず
る
児
的
所
作
が
、

の
類
似
性
の
ゆ
え
に
、
次
第
に
同
一
の
範
癖
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
一
般
に
「
児
師
」
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
卜
部
兼
方
の
示
し
た
児
禁
師
は
今
の
世
の
児
師
か
、
と
す
る
説
に
は
問
題
は
あ
る
が
、
「
児
禁
師
」

う
人
で
は
な
く
、
「
児
禁
道
」
の
究
師
へ
の
流
入
と
み
る
な
ら
ば
首
肯
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
=一
〉

按
摩
師
の
職
掌
と
系
統

按
摩
師
も
典
薬
寮
の
職
員
で
あ
っ
て
、

案
摩
師
二
人
(
従
八
位
上
)
掌
療
諸
傷
折
、
案
摩
博
士
一
人
(
正
八
位
下
)
掌
教
案
摩
生
等
、
案
摩
生
十
人
掌
学
案
摩
療
傷
折
、

と
み
え
る
(
官
位
令
、
職
員
令
)
。
唐
制
に
お
い
て
は
(
『
大
唐
六
奥
』
巻
十
四
、
太
常
寺
太
医
署
〉
、
按
摩
博
士
一
人
(
従
九
品
下
〉
、
按
摩
師

四
人
、
按
摩
工
十
六
人
、
按
摩
生
十
六
人
(
旧
唐
志
は
十
五
人
に
作
る
〉
と
な
っ
て
お
り
、
職
員
規
模
の
縮
少
率
か
ら
い
え
ば
六
五
%
の
減
で

あ
っ
て
、
児
禁
科
の
五
七
Mm
の
減
に
比
べ
て
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
位
階
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
項
で
ふ
れ
た
よ
う
に
唐
制
を

日
本
令
で
は
按
摩
科
の
職
員
よ
り
も
児
禁
科
の
そ
れ
を
三
階
も
高
く
し
て
い
る
点
、
ま
た
史
上
に
按
摩
師
の
名
前
を
み
な
い
点
、

改
更
し
て
、

ま
た
管
見
の
及
ぶ
範
囲
内
で
は
按
摩
師
に
よ
る
具
体
的
な
治
療
例
を
み
な
い
点
な
ど
か
'
り
し
て
、
日
本
に
お
い
て
は
按
摩
科
の
比
重
が
児
禁
科

に
比
し
て
か
な
り
低
く
評
価
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、

按
摩
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
医
疾
令

そ
の
機
能
に
つ
い
て
も
疑
わ
し
い
と
い
え
る
。

そ
と
し、
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按
摩
生
学
按
摩
傷
折
方
及
判
縛
之
法
謂
、
按
摩
者
、
令
他
人
来
挙
揚
批
、
或
摩
使
筋
骨
調
暢
、
邪
気
散
洩
也
、
傷
折
者
、
折
鉄
也
、
判
縛
者
、
以
銭
判

「
『
令
義
解
』
巻
八
)
に

決
折
傷
之
疾
血
、
是
為
判
也
、
腕
傷
之
重
、
強
固
繋
縛
按
摩
導
引
、
令
其
気
復
、
定
為
縛
也
、

と
あ
る
。
他
人
を
し
て
牽
挙
し
て
揖
批
せ
し
め
、
或
は
筋
骨
を
調
暢
し
邪
気
を
散
洩
せ
し
め
る
按
摩
と
傷
折
、
そ
れ
に
錨
を
以
て
折
傷
の
療
血

を
判
決
し
て
、
腕
傷
の
重
き
は
善
く
繋
縛
し
て
按
摩
導
引
し
、
そ
の
気
を
し
て
復
せ
し
む
る
判
縛
の
三
つ
か
ら
内
容
は
な
っ
て
い
る
。
唐
制
に

お
い
て
は
、
按
摩
博
士
の
小
註
〈
『
大
唐
六
典
』
巻
十
四
)
に
、

出
注
定
政
論
云
、
熊
経
烏
伸
、
延
年
(
歴
ヵ
〉
之
術
、
故
牽
他
〈
位
ヵ
〉
有
六
(
五

J
A骨
内
之
戯
、
貌
文
有
五
槌
(
槌

J
之
鍛
、
仙
経
云
、

戸
枢
不
朽
、
流
水
不
腐
、
調
欲
使
骨
節
調
利
、
血
脈
宣
通
、
即
其
事
也
、

と
み
え
、
ま
た
本
条
に

按
摩
博
士
、
掌
教
按
摩
生
、
以
消
息
導
引
之
法
、
以
除
人
八
疾
、

一
日
風
、
二
日
寒
、
三
日
暑
、
四
日
湿
、
五
日
飢
、
六
日
飽
、
七
日
労
、
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八
日
逸
、
凡
人
支
節
府
蔵
、
積
而
疾
生
、
導
而
宣
之
、
使
内
疾
不
留
、
外
邪
不
入
、
若
損
傷
折
鉄
者
、
以
法
正
之

と
按
摩
博
士
の
職
掌
を
説
明
し
て
い
る
が
、

日
唐
同
内
容
で
あ
り
、

明
ら
か
に
道
教
の
も
の
で
あ
る
。
『
抱
朴
子
』
内
篇
巻
五
(
至
理
〉
に
つ

い
て
は
児
禁
法
の
項
に
お
い
て
引
用
し
た
が
、
気
息
に
よ
っ
て
万
傷
に
児
い
を
か
け
れ
ば
、
血
は
即
座
に
止
ま
り
、
ま
た
骨
を
つ
ぎ
、
切
れ
た

筋
を
つ
な
ぐ
乙
と
も
で
き
る
と
は
傷
折
の
乙
と
で
あ
り
、

『
説
志
華
位
伝
』
が
伝
え
る
華
他
が
五
禽
の
戯

ハ虎

・
鹿

・
熊

・
猿

・
烏
を
ま
ね
た

体
操
〉
を
行
な
っ
た
乙
と
も
至
理
篇
に
み
え
、
仙
道
の
特
殊
な
呼
吸
法
に
つ
い
て
は
内
篇
巻
八
(
釈
滞
〉
に
、
八
疾
に
つ
い
て
は
内
篇
巻
十
八

(
極
言
)
に
、
仙
道
に
特
有
の
体
操
法
で
あ
る
導
引
に
つ
い
て
は
内
筒
巻
十
六
(
黄
白
〉
に
そ
れ
ぞ
れ
み
え
、
ま
た
針
治
に
つ
い
て
も
内
篇
巻

十
五
(
雑
応
〉
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
按
摩
師
の
職
掌
と
す
る
と
乙
ろ
は
道
凹
ん
で
あ
っ
て
、
内
容
的
に
は
養
生
術
及
び
今
日

の
整
形
外
科
の
そ
れ
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
按
摩
師
の
系
統
で
あ
る
が
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
史
上
に
按
摩
師
の
名
前
を
み
な
い
乙
と
か
ら
し
て
、
は
っ
き
り
し
た
乙
と
を
述
べ



ま
た
史
上
に
お
い
て
常
に
児
禁
と
並
列
的
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
、
児
禁
師
と
同
様
に
百
済
系
の
帰
化
人
の
主
宰
す
る
と
乙
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
児
禁
師
と
消
長
を

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
按
摩
」

そ
の
も
の
の
内
容
か
ら
し
て
、

と
も
に
し
て
い
る
ζ

と
か
=
り
し
て
も
そ
の
こ
と
が
裏
付
け
さ
れ
る
。

最
後
に
、
医
疾
令
に
み
え
る
児
禁

・
按
摩
関
係
文
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
る
乙
と
に
す
る
。
該
条
文
に
つ
い
て
は
、
医
疾
令
全
体
を
考
察
す

乙
乙
で
は
条
文
と
問
題
点
を
指
摘
す
る
程
度
に
と
ど
め
た
い
。

①
医
博
士
、
取
医
人
内
法
術
優
長
者
為
之
、
按
摩
m
ん
松
市
博
士
亦
准
此
、

任
用
資
格
を
定
め
た
も
の
で
、
技
術
優
先
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
意
趣
は
空
文
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
時
の
政
府
の
政
策
の

中
に
も
そ
の
具
体
化
が
み
ら
れ
、
ま
た
丹
波

・
和
気
の
両
氏
に
よ
っ
て
医
療
技
術
宮
人
が
世
襲
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
お
い
て
も
、
各

る
な
か
で
改
め
て
と
り
あ
げ
る
の
で
、

家
内
部
に
お
け
る
宮
人
の
地
位
と
評
価
は
技
術
の
優
劣
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

②
凡
医
生
、
按
摩
生
、
児
禁
生
、
薬
園
生
、
先
取
薬
部
及
世
習
、
次
取
庶
人
年
十
三
己
上
、
十
六
日
下
聡
令
者
為
之

(87) 

学
生
の
採
用
規
定
で
あ
る
が
、
医
療
技
術
官
人
の
世
襲
化
は
技
術
の
高
度
化
に
と
っ
て
必
然
の
動
き
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

③
医
針
生
初
入
学
、
皆
行
束
惰
礼
、

入
学
時
に
お
け
る
束
僑
の
礼
の
規
定
で
あ
る
。
教
授
の
収
入
の
一
部
に
な
る
も
の
で
、
按
摩
児
禁
は
医
針
生
の
半
額
で
あ
る
。
そ
の
乙
と
は

一
准
大
学
生
、
其
按
摩
児
禁
生
滅
半

按
摩

・
児
禁
科
の
典
薬
寮
内
部
に
お
け
る
地
位
と
立
場
の
反
映
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
教
授
へ
の
謝
礼
額
に
つ
い
て
は
変
遷
が
あ
る
。

④
按
摩
生
学
按
摩
傷
折
方
及
判
縛
之
法
、
児
禁
生
学
児
禁
解
件
持
禁
之
法
、
皆
限
三
季
成
、
其
業
成
之
目
、
並
申
送
太
政
官

学
習
規
定
で
あ
る
が
、
最
も
早
く
空
文
化
し
た
条
文
で
あ
る
。

⑤
医
針
生
、
按
摩
児
禁
生
、
専
令
習
業
、
不
得
雑
使

学
業
に
専
念
さ
せ
る
た
め
に
、
維
使
す
る
と
と
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。



〈
回
〉

お
わ
り
に

典
薬
寮
の
職
員
で
あ
る
児
禁
師
は
唐
制
及
び
朝
鮮
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
そ
れ
は
道
児
の
み
を
主
宰
す
る
も
の
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
唐
制
の
そ
れ
は
道
冗
と
仏
児
の
両
者
か
ら
な
る
い
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
の
そ
れ
は
医
生
の
取
扱
う
内
容
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
も

の
で
あ
り
、
純
医
学
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
日
本
に
お
い
て
は
児
禁
科
の
地
位
が
唐
制
に
比
べ
て
高
く
、
か
な
り
優
遇
さ
れ
て
い
た

乙
と
が
知
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
八
世
紀
半
ば
に
は
児
禁
師
は
史
上
か
ら
姿
を
消
し
、
十
世
紀
に
は
官
制
上
か
ら
も
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
乙
れ
は
人
材
難
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
時
の
政
府
に
よ
っ
て
道
児
が
非
合
法
な
も
の
と
認
定
さ
れ
た
乙
と
に
よ
る
積
極
的
な
弾
圧
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
し
、

他
面
、
仏
間
ん
の
盛
行
が
道
開
ん
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
し
て
、

消
滅
し
た
児
禁
師
の
も
つ
児
禁
道
は
陰
陽

道
、
密
教
、
猿
楽
へ
流
入
し
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

(88) 

按
摩
に
つ
い
て
も
、
内
容
は
道
凹
ん
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
は
児
禁
師
と
同
じ
く
百
済
系
帰
化
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
四
九
禁
科
に
比
べ
て

按
摩
科
は
か
な
り
低
く
評
価
さ
れ
、
ま
た
そ
の
実
際
の
機
能
に
つ
い
て
は
疑
わ
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
間
ん
禁
師
と
そ
の
消
長
を
と
も
に
し
た
の

で
あ
る
。

註
(日
)

(U
〉

(日
)

『
新
仏
典
解
題
事
典
』
水
野
弘
元
、
頁
二
五

O

『
能
楽
源
流
考
』
能
勢
朝
次
、
頁一

O
二

『
連
事
と
兄
師
猿
楽
並
び
に
久
世
舞
』
吉
田
東
倍
、
能
楽
九
|
七

『
日
本
歌
謡
史
』
高
野
辰
之
、
頁
四
二
回
|
九

『
近
世
日
本
演
劇
の
源
流
』
原
因
亨
一

、
頁
一
九
O
l
二
O
七

『
日
本
芸
能
史
ノ
l
ト
』
折
口
信
夫
、
頁
九
|
十
、
頁
一
一
一
回
|
五

(日
)

(口
)

(
川
崎

)

『
究
師
と
丹
波
猿
楽
』
森
末
義
彰
、
歴
史
地
理
六
五
|
五

・
六

能
勢
前
掲
書
、
頁
九
四
|
一
三
一

『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』
林
屋
辰
三
郎
、
頁
三
四
四

『
日
本
演
劇
会
史
』
河
竹
繁
俊
、
頁
八
六
|
八
八

『
日
本
演
劇
史
』
井
浦
芳
信
、
頁
八
一
二
|
八
一
五



{
日
本
医
史
学
会
例
会
記
事
)

六
月
例
会

六
月
二
十
二
日

(土
)

於
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
北
里
記
念
図
書
館
第
一
会
議
室

て

「
本
草
網
目
」
と
俳
句
の
歳
時
記

本
講
演
は
二

O
巻
四
号
に
原
著
と
し
て
掲
載
。

浦

二
、
明
治
初
期
の
医
学
教
育

太

典

田

追
加
討
論

緒
方

富
雄

・
大
滝

紀
雄

九
月
例
会

九
月
二
十
八
日

(土
)

於
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
番
教
室

て
祈
暗
闇
と
医
療

樋

口

誠

太

郎

二
、
初
代
曲
直
瀬
道
三
の
没
年
号

数

道

矢

「
漢
方
の
臨
床
」
一

O
O号
記
念
の
と
き
発
行
し
た
「
日
本
の
漢
方
を
築
い

た
人
々
」
特
集
号
で
、
私
は
「
曲
直
瀬
道
一
ニ
」
を
担
当
し
、
初
代
道
三
の
没

年
を
そ
の
と
き
日
本
医
学
史
に
拠
っ
て
「
文
禄
三
年
正
月
四
日
」
と
記
述
し

た
。
し
か
し
一
方
渋
谷
の
今
大
路
家
の
菩
提
寺
祥
雲
寺
の
檀
家
霊
簿
に
は

「
文
禄
四
年
正
月
四
日
」
と
あ
っ
た
の
で
、
道
三
の
没
年
に
二
説
あ
る
乙
と

を
附
記
し
て
お
い
た
。

今
年
の
一
月
「
漢
方
の
臨
床
」
誌
に
初
代
曲
直
瀬
道
三
年
譜
を
投
稿
し
た

と
き
、
私
は
「
寛
政
重
修
諸
家
諮
」
を
聞
い
て
と
れ
を
引
用
し
、
そ
の
ま
ま 郎

「
文
禄
四
年
正
月
四
日
」
と
記
述
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
服
部
敏
良
氏
の
「
室
町
時
代
の
医
学
史
研
究
」
を
読
ん
で
い
た
ら
、

文
禄
四
年
説
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
あ
り
、
さ
ら
に
私
が
嘗
て
「
漢
方

の
臨
床
」
誌
で
紹
介
し
た
、
森
田
清
之
助
氏
の
野
間
琢
先
生
年
譜
に
も
文
禄

四
年
説
は
誤
り
と
指
摘
し
て
い
る
乙
と
を
知
っ
た
。
そ
乙
で
手
許
に
あ
る
医

史
学
関
係
舎
を
調
査
し
て
み
た
と
乙
ろ
、
文
禄
三
年
正
月
四
日
(
一
五
九
四
)

八
十
八
と
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
十
五
種
、
文
禄
四
年
正
月
四
日
(
一
五
九

五
)
享
年
八
十
九
と
記
録
し
て
い
る
も
の
十
五
種
、
二
説
が
全
く
伯
仲
し
て

い
た
。
中
に
は
文
禄
三
年
と
し
な
が
ら
八
十
九
と
し
た
も
の
一

、
四
年
と
し

な
が
ら
八
十
八
と
し
て
あ
る
も
の
が
二
つ
あ
っ
た
。
そ
の
中
私
と
同
じ
よ
う

に
藤
井
尚
久
、
石
原
明
の
二
氏
は
あ
る
蓄
に
は
文
禄
三
年
、
別
の
蓄
に
は
文

禄
四
年
と
し
で
あ
っ
た
。
思
う
に
そ
の
執
筆
の
際
そ
の
異
説
著
を
そ
の
ま
ま

引
用
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
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ネL明

文
禄
三
年
説
の
主
な
も
の
は
「
京
都
十
念
寺
墓
碑
」
「
十
念
寺
過
去
帳
」

「
多
聞
院
日
記
」
「
鹿
苑
目
録
」
「
日
本
医
学
史
」
等
で
、

一
方
の
文
禄
四
年

説
の
主
な
も
の
は
「
本
朝
医
考
」
が
最
も
古
く
、
次
は
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

「
医
家
人
名
辞
典
」
「
大
日
本
年
表
」
「
日
本
医
事
大
年
表
」
等
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
医
史
学
上
の
重
要
文
献
で
、
そ
の
後
の
著
者
が
引
用
の
際
、
そ
の
い

ず
れ
か
に
準
拠
し
た
た
め
、
と
れ
ら
の
二
説
が
後
世
の
医
学
蓄
に
略
々
同
数

に
分
か
れ
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
十
念
寺
墓
碑
」
や
「
十
念
寺
過
去
帳
」
「
玄
琢
墓
地
の
道
三
墓
碑
」
「
多

聞
院
日
記
」
「
鹿
苑
目
録
」
(
宮
下
氏
)
等
が
文
禄
三
年
正
月
四
日
と
あ
り
、

ζ

れ
ら
は
記
録
も
古
く
信
殺
性
が
強
い
の
で
、
初
代
道
三
の
没
年
は
文
禄
三

年
正
月
四
日
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。



道
三
「
啓
砲
集
」
自
序
中
の
「
利
陽
」
に
つ
い
て

矢

数

道

初
代
曲
直
瀬
道
三
の
代
表
的
著
書
「
啓
麹
集
」
の
自
序
の
初
め
に

ヲ

ナ

2

ケ

テ

ヲ

ラ

タ

ぜ

イ

ユ

ピ

ヲ

3

D

「
吾
倒
聖
一
生
縁
於
洛
滋
一
、
而
学
二
医
術
於
利
陽
こ

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
と
の
「
利
陽
」
は
ど
乙
で
あ
る
か
或
は
何
か
に
つ
き

調
べ
た
と
乙
ろ
次
の
三
つ
の
説
の
あ
る
と
と
を
知
っ
た
。

付
「
利
陽
」
は
「
古
河
」
の
説

初
代
道
三
は
医
術
を
古
河
の
田
代
三
喜
に
学
ん
だ
。

利
は
利
根
川
で
、
中

国
で
は
、
山
の
北
は
陰
、
南
は
陽
と
い
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
川
の
場
合
は

そ
の
反
対
で
、
北
が
陽
で
、
南
は
陰
と
し
て
い
る
。
即
ち
「
利
陽
」
は
利
根

川
の
北
、
即
ち
古
河
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。

同
「
利
陽
」
は
足
利
学
校
の
「
校
主
の
名
」
と
い
う
説

乙
れ
は
初
代
道
三
伝
の
中
に
出
で
く
る
も
の
で
は
な
い
が
、
川
「
医
家
人

名
辞
典
」
の
田
代
三
喜
伝
の
中
に
、
「
初
め
妙
心
寺
に
入
り
参
禅
し
、
又
足
刺

。。

校
主
利
陽
に
於
て
医
を
学
ぶ
」
と
あ
り
、
「
医
家
先
哲
肖
像
集
」
や
「
明

治
前
本
邦
名
医
略
伝
」
の
二
警
が
こ
れ
を
引
用
し
た
ら
し
く
、
殆
ん
ど
同
文

を
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
足
利
学
校
岸
主
二
十
二
代
の
中
に
「
利
陽
」
と

い
う
庫
主
(
校
主
)
の
名
は
見
当
ら
な
い
。

三
喜
の
師
事
し
た
の
は
五
代
古
川
東
井
で
之
好
と
号
し
た
。
初
代
道
三
は

六
代
校
主
文
伯
に
師
事
し
た
と
と
は
諸
書
共
通
し
て
い
る
。
「
利
陽
」
即
ち

「
足
利
校
主
の
名
」
の
説
は
信
を
措
き
難
い
よ
う
で
あ
る
。
「
足
利
市
史
」
に

よ
れ
ば
、
足
利
学
校
で
は
四
代
庫
主
九
天
の
と
き
よ
り
初
め
て
医
舎
を
講
じ

た
と
あ
る
。

同
「
利
陽
」
は
「
足
利
の
別
称
」
な
り
と
い
う
説

明

本
朝
医
談
(
奈
須
恒
徳
文
政
五
年
)
田
代
三
喜
の
項
に
、
「
啓
麹
集
の
序

。。

。
。

に
医
術
を
八
利
陽

V
K学
ぶ
と
あ
れ
ば
、
足
利
に
来
居
ら
れ
し
な
り
」
と
あ

る
。
足
刺
の
別
名
に
「
利
陽
」
と
い
う
文
字
は
見
当
ら
な
い
が
、
と
に
か
く

O

D

。。

「
足
利
」
を
「
利
陽
」
と
称
し
た
と
と
は
確
か
で
あ
る
。

そ
ζ

で
私
は
川
島
倒
二
、
宮
下
三
郎
、
服
部
敏
良
三
氏
に
教
示
を
・
つ
け
た

と
ζ

ろ
、
道
三
の
頃
古
河
の
あ
た
り
は
房
川
と
い
い
、
利
根
川
と
は
い
わ
な

か
っ
た
と
い
う
。
足
利
は
当
時
学
問
の
中
心
地
で
、
文
化
の
中
心
地
長
崎
を

D

O

O

D

 

「
崎
陽
」
(
き
ょ
う
)
と
呼
ん
だ
如
く
、
足
利
を
「
利
陽
」
(
り
ょ
う
)
と
称

し
た
も
の
で
、
当
時
以
降
江
戸
時
代
、
中
国
に
微
い
、
「
和
語
を
転
じ
て
華

0

0

・e
ょ
う

言
と
為
す
」
乙
と
が
習
わ
し
と
な
り
、
中
国
の
都
洛
陽
に
擬
し
て
「
崎
陽
」

り

ょ

う

「
利
陽
」
と
雅
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
乙
と
で
あ
っ
た
。

阿
そ
の
後
山
形
育
三
氏
の
意
見
を
訊
ね
た
と
ζ

ろ
「
利
陽
」
の
こ
と
は

別
と
し
て
、
数
多
く
の
医
学
書
の
著
者
が
、
そ
の
生
国
の
一
字
を
と
り
、
乙

れ
に
陽
の
{
子
を
つ
け
た
も
の
が
多
い
と
い
う
。
そ
ζ

で
い
く
つ
か
の
医
学
舎

0

0

0

0

0

0

D

O

 

を
調
べ
て
み
た
と
乙
ろ
常
陵
を
「
常
陽
」
安
芸
を
「
芸
陽
」
相
撲
を
「
相
賜
」

D

O

D

O

 

信
濃
を
「
信
陽
」
と
称
す
る
等
国
名
に
陽
の
字
を
つ
け
て
い
る
も
の
が
数
多

D

D

 

く
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
橘
黄
医
談
」
に
は
常
陽
霞
湖
山
本
鹿
洲
と
あ
り
、
薬

0

0
 

微
に
は
大
日
本
芸
陽
吉
益
東
、
洞
と
あ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
洛
陽
に
あ
や

。

か
つ
て
和
語
を
転
じ
て
華
言
と
な
し
、
中
心
の
町
や
閣
の
名
に
陽
の
字
を
添

え
て
雅
称
し
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
利
陽
」
は
即
ち
「
足
利
」

の
雅
称
で
、
道
三
も
初
め
医
術
を
学
ん
だ
の
は
「
足
利
」
で
、
ζ

れ
を
「
利

陽
」
と
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(90) 

三
、
近
世
医
書
の
刊
行
発
替市
本
の
二
、
三

回
、
中
川
家
の
肖
像
画
に
つ
い
て

方倉

富敬

緒羽

雄尚



十
月
例
会

+
月
二
十
六
日

(土
)

於
回
向
院

一
、
解
体
記
念
碑
と
そ
の
う
つ
り
か
わ
り

緒

二
、
回
向
院
の
縁
起
に
つ
い
て

方

宮

水

野

了

仙

(
回
向
院
住
職
)

三
、
回
向
院
出
土
の
江
戸
時
代
人
骨

河

四
、
医
家
先
哲
追
苗
刷
会
に
つ
い
て

本
講
演
は
次
号
に
原
著
と
し
て
掲
載

五
、
山
谷
、
吉
原
、
小
塚
原

関

越

逸

)11 

鼎

木県

正

回
向
院
の
解
体
記
念
碑
が
道
路
拡
張
の
た
め
に
移
転
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
、

本
堂
の
下
の
広
場
の
壁
に
は
め
乙
ま
れ
た
。
そ
の
移
転
後
の
新
装
な
っ
た
解

体
記
念
碑
の
除
幕
式
が
日
本
医
師
会
、
日
本
医
学
会
、
日
本
医
史
学
会
の
協

催
で
十
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
、
そ
れ
に
ひ
き
つ
づ
い
て
十
月
例
会
が
回
向

院
で
開
か
れ
た
。

十
一
月
例
会

十
一
月
三
十
日

(土
)

於
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
番
教
室

一
、
和
蘭
会
躯
内
外
分
合
図
に
つ
い
て

本
講
演
は
次
号
に
原
著
と
し
て
掲
載

酒

二
、
中
国
の
麻
酔
剤

「
洋
金
花
」
と
わ
が
華
岡
青
洲
の
麻
沸
湯

吉

田
井

シ

第
四
回
東
海
医
学
史
研
究
会
総
会

雄

-
日
時
昭
和
四
九
年
一
一
月
三

O
日
〈
土
〉
午
後
て

0
01
五
、

0
0

.
所

三

共

製

薬

会

議

室

-
特
別
報
告

一
、
飛
開
高
山
O
寺
院
の
過
去
帳
に
関
す
る
研
究

須
田
圭
三
(
一

、

0
01
二
、

O
O
)

二、

「
蘭
学
事
始
」
の
ド
イ
ツ
語
訳
を
め
ぐ
っ
て

毛
利
孝
一
(
二
、

0
01
三
、

0
0
)

・

一
般
報
告
(
報
告
一
五
分
、
討
論
五
分
)
(
三
、

0
0
1
五
、

0
0
)

一
、
医
師
願
達
留
よ
り
み
た
医
師

茶
谷
倍
郎
(
半
田
市
医
師
会
)

二
、
「
知
多
郡
医
学
義
校
」
設
立
に
つ
い
て

米
中
哲
夫
(
近
畿
大
学
)

三
、
愛
知
県
公
立
医
学
校
編
「
医
事
新
報
」
に
つ
い
て

安

井

広

四
、
温
泉
利
用
に
よ
る
精
神
病
治
療

小
林
靖
彦
(
名
古
屋
第
一
日
赤
)

五
、
古
代
都
市
に
お
け
る
衛
生
施
設
に
つ
い
て

小
沢
吉
見
(
名
古
屋
保
健
衛
生
大
)

六
我
が
国
に
於
け
る
近
代
結
核
症
学
の
歴
史
山

永
坂
三
夫
(
鳴
海
病
院
)

(91) 

作雄ヅ郎



寄

書

解
体
新
書
に
ゆ
か
り
あ
る
人
の
署
名
(
記
念
板
)

の
署
名
の
出
所

緒

方

官
田

雄

「
洋
学
二
百
年
記
念
展
」
(
八
月
十
三
日
(
火
〉
|
十
八
日
(
日
)
、
東
京
日
本
橋
三
越
〉
の
機
会
に
、
朝
日
新
聞
社
と
と
も
に
主
催
団
体
で

あ
る
「
洋
学
二
百
年
記
念
会
」
が
制
作
発
売
し
た
「
解
体
新
蓄
に
ゆ
か
り
あ
る
人
の
署
名
」
(
記
念
板
)
は
、
わ
た
く
し
が
構
成
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
各
署
名
の
出
所
に
つ
い
て
問
合
せ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
し
る
し
て
お
く
。

(92) 

前
野

良
沢

江
馬
春
齢
あ
て
の
て
が
み
〈
正
月
廿
日
付
)

(
大
垣
市
江
馬
庄
次
郎
氏
蔵
〉
よ
り
。

杉
田

玄
白

華
岡
随
賢
(
青
洲
〉
あ
て
の
て
が
み
(
五
月
四
日
付
〉
〈
札
幌
市
華
岡
青
洲
氏
蔵
〉
よ
り
。

中
川

淳
庵

漢
字
署
名
は
「
鋳
算
」
(
草
稿
)
〈
和
田
信
二
郎
氏
「
中
川
淳
庵
先
生
伝
」
所
載
〉
よ
り
。

ロ
ー
マ
字
署
名
は
テ
ィ
チ
ン
グ
あ
て
の
蘭
文
て
が
み
(
同
書
所
載
、
原
物
は
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
〉
よ
り
。



桂
) 11 

甫
周

「
桂
川
甫
周
」
は
、
字
国
川
玄
随
あ
て
の
て
が
み
(
閏
月
廿
三
日
付
〉
(
久
保
家
所
蔵
「
墨
蹟
巻
物
三
巻
」
〉
よ
り
。

「
月
池
瑞
」
は
、
「
杏
林
遺
芳
」
所
収
自
国
賛
(
甲
子
抄
冬
写
題
、
文
化
元
年
九
月
、

一
八

O
四
)
よ
り
。

富
士
川
灘
撰

「杏
林
遺
芳
」
に
つ
い
て

占
呂
田

雄

緒

方

富
士
川
滋
先
生
は
昭
和
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
「
杏
林
造
芳
」
と
題
し
て
、
名
医
の
画
像
、
遺
墨
な
ど
を
木
版
ま
た
は
コ
ロ
タ
イ
プ
で
複

製
し
、
菊
倍
判
(
大
体
今
日
の
A
4
判
)
の
大
型
紙
に
別
々
に
印
刷
し
て
、

一
一
輯
五
葉
と
し
、
第
五
輯
ま
で
発
行
(
克
誠
堂
)
さ
れ
た
。
と
と

ろ
が
今
日
乙
れ
を
所
蔵
す
る
人
が
す
く
な
く
、
知
る
人
も
す
く
な
い
。
所
蔵
し
て
い
ら
れ
で
も
、
各
葉
バ
ラ
バ
ラ
で
、
し
か
も
第
何
輯
に
属
す

べ
き
か
各
葉
に
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
整
備
が
む
ず
か
し
く
、
散
逸
の
お
そ
れ
が
多
分
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
心
配
し
て
、
わ
た
く

し
は
赤
松
金
芳
氏
に
教
示
を
ね
が
っ
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
広
告
を
見
つ
け
、
複
写
し
て
お
く
ら
れ
た
の
に
感
謝
を
も
っ
て
こ
乙
に
再
録
し
て
御

参
考
に
供
す
る
。
な
お
広
告
に
は
各
輯
の
発
行
日
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
を
補
足
し
て
お
く
。

医

・
文
学
博
士
富
士
川
務
先
生
撰

杏
林

遺
芳

菊
倍
判
型

・
解
説
附

金
壱
円
五
十
銭

郵
税
各
輯
共
金
十
二
銭

正
価
各
瞬
共

第
一
一
輯
(
昭
和
四
年
九
月
十
二
日
発
行
)

曲
直
瀬
玄
朔
神
農
像
賛

コ
ロ

l
タ
イ
プ

技

丹

康

頼

像

名

古

屋

玄

医

書

木

版

著

色

コ
ロ

l
タ
イ
プ

(93) 



四

後

書

藤

艮

山

五

書

野

蘭

化

前

第
二
輯
(
昭
和
五
年
一
月
十
二
日
発
行
〉

後

像

藤

良

山

四

書書

字

国

川

榛

斎

書

多

紀

山

桂

士
口

東

洞

益

五

永

富

独

噺

庵

尺

慣

第
三
輯
(
昭
和
五
年
四
月
五
日
発
行
)

前

野

蘭

化

自

画

像

野

連

書

F晶，
昂

山

曲

直

瀬

道

像

四

華

訓日

書

岡

青

五

桂

川

月

池

画

讃

第
四
輯
(
昭
和
五
年
八
月
五
日
発
行
〉

種

芭五
月、右

。占

痘

栗

本

見

書

瑞

有

及

書

，馬

1尽

四

橘

南

書

援

コ
ロ

l
タ
イ
プ

コ
ロ

l
タ
イ
プ

木

版

著

色

コ
ロ
!
タ
イ
プ

コ
ロ

l
タ
イ
プ

コ
ロ
!
タ
イ
プ

コ
ロ

l
タ
イ
プ

木

版

コ
ロ

l
タ
イ
プ

コ
ロ

1
タ
イ
プ

コ
ロ

l
タ
イ
プ

コ
ロ

l
タ
イ
プ

木

版

著

色

コ
ロ

l
タ
イ
プ

コ
ロ

l
タ
イ
プ

コ
ロ

l
タ
イ
プ

五

森

桃

場

書

コ
ロ

l
タ
イ
プ

第
五
輯
(
昭
和
五
年
十
一
月
二
十
三
日
発
行
〉

四五

麻掘黒

川

道

祐

多

石紀
疹杏

フ乙拶H

錦

絵

庵

像

尺

慣

俊

書

伴

書

木

版

著

色

コ
ロ

l
タ
イ
プ

コ
ロ

l
タ
イ
プ

コ
ロ

l
タ
イ
プ

コ
ロ

l
タ
イ
プ

(94) 



杉
本
っ
と
む
訳
・
解
説
、
杉
田
玄
白
著

『
蘭
学
事
始
』

|

|
鎖
国
の
中
の
青
春
群
像
|

|

『
蘭
学
事
始
』
の
調
刻
出
版
は
既
に
幾
つ
も
あ
り
、
現
代
語
訳
も
緒
方
富
雄

『
現
代
語
訳
蘭
学
事
始
』
(
好
学
社
版
)
が
あ
る
。
杉
本
氏
が
、
本
書
の
「
解

題
」
や
本
文
に
見
ら
れ
る
様
に
、
穏
々
勘
案
の
末
、
明
治
二
年
刊
の
初
版
本

原
文
を
現
代
語
訳
し
、
原
文
の
用
語
に
読
み
が
な
を
付
し
、
「
解
題
」
で
「
一

言
述
べ
て
お
く
べ
き
は
、
『
蘭
学
事
始
』
に
対
し
て
、
は
じ
め
て
完
全
な
口
語

訳
を
付
し
た
乙
と
で
あ
る
」
と
し
て
、
自
信
を
持
っ
て
本
書
を
公
け
に
し
た

事
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
級
密
な
実
証
的
業
績
を
今
迄
着
実
に
挙

げ
て
来
た
国
語
学
者
な
ら
で
は
と
思
う
。
著
名
な
学
者
の
業
績
を
乗
越
え
て

行
く
事
は
、
後
進
の
者
に
と
っ
て
な
か
な
か
の
事
で
あ
る
。
杉
本
氏
は
今
迄

も
多
方
面
で
、
既
成
の
権
威
に
疑
い
を
は
さ
み
、
突
き
進
ん
で
来
た
強
い
人

で
あ
る
。
本
書
に
も
、
そ
の
意
気
込
み
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

大
槻
玄
幹
の
『
蘭
学
事
始
附
記
』
原
文
を
本
舎
に
加
え
た
乙
と
は
、
蘭
学
史

研
究
に
有
益
で
あ
る
。
本
書
の
特
徴
は
「
原
文
」
、
「
現
代
語
訳
」
、

「注」

だ
け
で
な
く
、
乙
の
種
の
本
の
常
識
を
や
ぶ
る
詳
細
な
「
解
説
」
で
あ
る
。

本
蓄
を
読
ん
だ
人
達
の
聞
で
、
ζ

の
「
解
説
」
の
中
の
記
述
に
つ
い
て
幾

つ
か
の
点
が
問
題
と
な
っ
た
。
何
分
に
も
、
「
原
文
」
及
び
「
そ
の
用
語
の

読
み
が
な
」
、
さ
ら
に
は
一
「
現
代
語
訳
」
の
詳
細
な
検
討
は
な
か
な
か
の
事

で
あ
り
、
ま
ず
手
近
に
関
心
を
持
っ
た
の
が
「
解
説
」
の
記
述
で
あ
っ
た
事

は
仕
方
あ
る
ま
い
。
医
史
学
会
に
書
評
用
の
本
が
送
ら
れ
て
来
た
の
で
、
お

っ
ち
ょ
乙
ち
よ
い
の
評
者
が
そ
の
書
評
を
買
っ
て
出
た
訳
で
あ
る
が
、
反
証

を
あ
げ
て
批
判
す
る
事
な
ぞ
無
理
で
あ
る
事
か
ら
、
二
三
問
題
と
な
っ
た
点

に
つ
い
て
疑
問
を
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

第
一
の
点
は
一
八
一
頁
の
「
タ
イ
ト
ル
」
の
「
『
蘭
学
事
始
』
は
鹿
構
で

あ
る
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
そ
の
解
説
の
中
で
、
杉
本
氏
は
「
虚
と
実
の

問
」
と
い
う
見
出
し
で
「
『
蘭
学
事
始
』
は
、
き
わ
め
て
有
名
で
あ
り
な
が

ら
、
実
は
と
れ
ほ
ど
正
体
不
明
な
も
の
は
な
い
。
:
:
・
:
『
蘭
学
事
始
』
は
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
(
虚
構
)
で
あ
る
。
ー
ー
と
い
う
ζ

と
は
多
年
、
わ
た
し
の
主

張
し
て
き
た
乙
と
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
虚
構
、
虚
構
性
、
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
言
葉
を
繰
返
し
使
っ
て
い
る
。

『
蘭
学
事
始
』
で
玄
白
が
書
い
て
い
る
事
の
中
に
は
、
不
正
確
で
あ
っ
た

り
、
誤
り
で
あ
る
事
実
が
あ
る
事
は
、
既
に
杉
本
氏
な
ら
ず
と
も
、
他
の
人

達
に
よ
っ
て
も
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
て
来
た
事
で
あ
る
。
こ
の
事
は
杉
本
氏

も
認
め
て
い
る
し
、
杉
本
氏
が
挙
げ
る
事
実
も
教
え
ら
れ
る
事
が
多
い
。
し

か
し
、
古
今
、
本
人
の
書
い
た
伝
記
即
ち
自
叙
伝
に
は
、
本
人
に
都
合
の
よ

い
事
や
記
憶
違
い
の
点
が
多
々
あ
る
事
は
誰
し
も
知
る
所
で
あ
る
。

問
題
は
そ
の
事
を
言
い
表
わ
す
表
現
で
あ
る
。
虚
構
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と

い
う
言
葉
は
い
さ
さ
か
度
強
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
乙
の
様
な
表
現
は
読

者
に
反
感
を
起
さ
せ
た
り
、
『
蘭
学
事
始
』
や
著
者
玄
白
、
編
集
者
玄
沢
を

必
要
以
上
に
低
く
評
価
さ
せ
た
り
し
て
、
い
た
づ
ら
に
混
乱
を
招
く
事
に
な

り
か
ね
な
い
。
虚
構
、
フ
ィ
ク
シ
ヨ

γ
の
語
感
か
ら
の
我
々
俗
人
の
印
象
は

ウ
ソ
と
い
う
事
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
放
、
評
者
の
周
辺
に
ざ
わ
め
き
が
起
っ

た
の
で
あ
る
。
乙
の
表
現
は
相
撲
で
言
え
ば
、
勢
い
余
っ
た
極
端
な
ダ
メ
押

し
を
感
じ
さ
せ
、
い
た
づ
ら
に
読
者
を
不
快
に
さ
せ
た
点
で
惜
し
ま
れ
る
。

(95) 



例
え
ば
、
『
学
聞
の
花
ひ
ら
い
て
』
|
|
『
蘭
学
事
始
』
の
な
ぞ
を
さ
ぐ
る

|
|
(
新
日
本
出
版
社
)
の
著
者
加
藤
文
三
の
記
述
も
は
げ
し
い
張
手
と
上

突
張
り
を
思
わ
せ
る
が
、
同
書
第
七
章
「
タ
イ
ト
ル
」
(
一
三
四
頁
)
で
の

同
様
な
主
張
の
場
合
、
「
『
蘭
学
事
始
』
に
は
ま
ち
が
い
が
あ
る
」
と
し
て
い

る
点
で
、
杉
本
氏
よ
り
穏
当
で
あ
る
。

第
二
の
点
は
「
蘭
書
翻
訳
の
初
め
は
」
の
章
に
お
け
る
「
『
解
体
新
書
』
を

も
っ
て
蘭
学
の
起
源
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

杉
本
氏
の
指
摘
に
ま
た
ず
占
も
、
『
解
体
新
書
』
以
前
に
蘭
書
の
翻
訳
が
な
さ

れ
て
い
る
事
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

ζ

と
で
評
者
が
問
題
に
し
た
い
事
は

玄
白
遠
の
『
解
体
新
書
』
を
歴
史
の
上
で
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
事
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
本
木
良
意
や
楢
林
鎮
山
の
訳
書
の
学
術
史
的
な
評
価
で

あ
る
。
『
解
体
新
書
』
と
比
較
し
て
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
乙
の
事

は
既
に
医
学
史
上
で
も
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
木
の
も
の
に
対

す
る
低
い
評
価
と
楢
林
の
訳
書
の
内
容
や
著
者
パ
レ
自
身
の
時
代
性
を
考
え

れ
ば
、
杉
本
氏
の
と
ζ

で
の
強
調
の
仕
方
も
変
っ
て
来
る
筈
で
あ
る
。
『
解

体
新
書
』
の
蘭
学
発
展
に
お
け
る
重
要
性
は
前
二
奮
を
は
る
か
に
上
廻
る
。

玄
白
の
本
木
や
構
林
の
訳
書
へ
の
低
い
評
価
は
さ
ら
に
、
玄
白
逮
医
者
と

通
詞
達
と
の
社
会
的
位
置
の
差
、
相
互
の
関
係
な
ど
の
観
点
か
ら
も
見
る
必

要
が
あ
り
は
し
ま
い
か
。
さ
ら
に
は
、
プ
ロ
の
医
者
と
し
て
の
玄
白
逮
と
通

詞
を
本
業
と
す
る
人
達
と
の
問
題
意
識
の
差
と
そ
れ
に
よ
る
成
果
の
差
を
ど

う
評
価
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

次
は
語
学
力
の
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
「
新
井
白
石
と
蘭
学
」
の
章
で
、

杉
本
氏
は
「
白
石
は
蘭
語
を
習
い
、
し
か
も
三
百
語
余
と
い
う
数
量
を
み
る

乙
と
は
重
要
な
乙
と
で
あ
ろ
う
。
主
と
し
て
名
詞
で
あ
る
が
、
:
:
:
・
な
ど

若
干
の
動
詞
も
ふ
く
ま
れ
る
」
と
し
、
「
白
石
に
つ
ぐ
の
が
青
木
文
蔵
で
あ

っ
て
、
そ
の
収
集
は
五
百
語

I
七
百
余
語
と
い
う
大
量
で
あ
り
」
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
「
虚
と
実
の
間
」
の
章
で
も
杉
本
氏
は
「
青
木
が
全
体
で
五
百

単
語
ぐ
ら
い
は
記
録
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
決
し
て
す
く
な
い
と
は
い
え
な

い
の
で
あ
る
」
と
し
、
「
い
う
ま
で
も
な
く
大
槻
玄
沢
の
『
蘭
学
階
梯
』
な

ど
よ
り
、
は
る
か
K
充
実
し
た
著
書
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

一
九
七
二
年
蘭
研
大
会
の
「
大
槻
玄
沢
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
シ
γ
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
杉
本
氏
は
「
大
槻
玄
沢
と
そ
の
蘭
語
学
」
と
題
し
て
、
大
槻
玄
沢

の
蘭
語
力
の
弱
さ
を
き
び
し
く
諮
っ
て
い
る
。
玄
、
沢
の
蘭
語
力
は
今
か
ら
見

る
と
弱
点
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
白
石
や
昆
陽
が
既
に
通
詞
か
ら

蘭
語
を
か
な
り
習
っ
て
い
た
と
い
う
点
は
重
要
な
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

数
百
ば
か
り
の
単
語
で
、
し
か
も
若
干
の
動
詞
の
知
識
で
ど
れ
だ
け
の
も
の

が
読
め
た
で
あ
ろ
う
か
。
玄
沢
の
『
シ
冒
メ
ー
ル
百
科
』
翻
訳
を
ど
う
評
価

し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
、
私
の
専
攻
分
野
の
生
物
学
史
部
門

で
の
翻
訳
を
見
る
限
り
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
適
確
と
見
て
よ
い
。
そ
し

て
翻
訳
を
し
よ
う
と
決
意
し
、
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
、
そ
の
後
の
発
展

の
基
と
な
っ
た
事
と
、
し
な
か
っ
た
事
の
差
は
大
き
い
。

同
じ
「
新
井
白
石
と
蘭
学
」
の
章
で
、
杉
本
氏
は
「
良
沢
の
蘭
語
学
は
あ

ま
り
高
く
評
価
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
ま
と
も
に
見
れ
ば
、

そ
う
い
う
事
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
殆
ん
ど
通
詞
し
か
蘭
語
解
説
の
出
来
な

か
っ
た
『
解
体
新
書
』
翻
訳
後
の
当
時
に
お
い
て
、
蘭
方
医
遠
の
語
学
カ
は

低
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
通
詞
よ
り
も
基
本
的
に
は
低
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
前
野
良
沢
は
通
詞
達
と
は
違
っ
て
、
き
び
し
い
目
的
意
識
を
も
っ
て

い
た
筈
で
あ
る
。
ま
た
、
「
遇
調
の
語
学
力
」
の
章
で
の
「
『
解
体
新
書
』
に
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つ
い
て
e
a--
-
:

前
野
良
沢
の
力
が
大
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
い
う
記
述
と
の
論

理
的
関
連
が
読
み
と
れ
な
い
。

杉
本
氏
は
「
通
詞
と
語
学
力
」
の
章
で
、
通
詞
の
語
学
力
を
高
く
評
価
し
、

そ
の
影
響
力
を
も
高
く
評
価
し
て
い
る
。
評
者
も
杉
本
氏
の
意
見
に
賛
意
を

表
す
る
乙
と
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。
そ
し
て
「
長
崎
通
認
は
書
物
を
読
ん
で

翻
訳
す
る
と
と
な
ど
は
な
い
と
い
い
、
八
医
説
内
景
杯
の
事
に
至
り
で
は
、

誰
一
人
知
る
人
な
き
筈
な
り

V
と
述
べ
て
い
る
矛
盾
に
も
共
通
し
て
い
え
る

虚
様
で
あ
る
」
と
い
う
杉
本
氏
の
記
述
も
正
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
再
び

繰
返
す
乙
と
に
な
る
が
、
な
ぜ
玄
白
や
玄
沢
は
通
詞
の
カ
や
功
績
を
無
視
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
い
で
、
「
さ
ら
に
疑
感
を
さ
ぐ
る
」
の
章
で
は
、
杉
本
氏
は
「
以
上
、

本
舎
の
虚
構
性
、
あ
る
い
は
本
容
が
玄
自
ら
を
中
心
と
し
た
私
的
蘭
学
史
で

あ
る
乙
と
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
証
明
づ
け
た
と
思
う
」
と
し
て
い
る
。
再
び

評
者
は
言
う
。
『
蘭
学
事
始
』
は
自
叙
伝
で
あ
る
。
評
者
は
玄
白
が
私
的
蘭

学
史
を
つ
づ
っ
た
事
に
つ
い
て
の
接
近
の
方
へ
よ
り
関
心
が
あ
る
。

杉
本
氏
は
さ
ら
に
「
山
脇
東
、
洋
と
そ
の
著
『
蔵
志
』
に
つ
い
て
、
も
う
す

乙
し
と
り
あ
げ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
」
と
し
て
い
る
。
乙
の
文

章
か
ら
感
ず
る
乙
と
は
、
玄
白
は
決
し
て
東
洋
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
な

い
と
い
う
事
で
あ
る
。
東
洋
の
『
解
体
新
窓
口
翻
訳
へ
の
影
響
力
は
大
で
あ

る
が
、
評
者
は
杉
本
氏
に
さ
か
ら
っ
て
、

や
は
り
『
蔵
志
』
と
『
解
体
新

書
』
の
内
容
を
比
べ
て
見
た
い
。
加
う
る
に
、
玄
白
の
一
番
槍
と
し
て
の
自

負
心
を
も
思
い
浮
べ
た
い
。
そ
れ
放
「
本
書
は
必
ず
し
も
正
当
に
評
価
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
は
、
い
さ
さ
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
」
と
い
う
杉
本
氏
の

言
は
玄
白
を
い
さ
さ
か
か
い
か
ぶ
り
す
ぎ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
本
舎
の
「
解
説
」
を
読
ん
で
、
ひ
っ
か
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
い

さ
さ
か
素
直
す
ぎ
る
感
想
を
述
べ
て
来
た
。
杉
本
氏
が
も
う
少
し
柔
軟
に
、

E
つ
筆
を
押
え
、
表
と
裏
を
表
現
し
て
書
い
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
評
者

は
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

『
蘭
学
事
始
』
の
玄
白
の
記
述
の
分
析
そ
の
も

の
と
氏
の
史
観
と
の
交
錯
、
氏
の
立
場
か
ら
の
語
学
上
の
強
い
取
り
上
げ
な

ど
か
ら
、
い
さ
さ
か
読
者
を
混
乱
さ
せ
た
き
ら
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
乙
と
が
も
う
一
つ
の
読
後
感
で
あ
る
。

し
か
し
、
乙
れ
等
の
批
判
を
上
廻
る
杉
本
氏
の
級
密
な
考
証
研
究
と
氏
の

既
成
観
念
に
立
ち
向
う
強
い
学
閥
的
態
度
に
は
教
え
ら
れ
る
所
が
多
大
で
、

大
い
に
敬
意
を
表
し
、
ぜ
ひ
購
入
し
て
一
読
さ
れ
る
事
を
会
員
諸
氏
に
強
く

お

す

す

め

す

る

次

第

で

あ

る

。

(

矢

部

一

郎

)

(現
代
教
養
文
庫
八
一
二
、
社
会
思
想
社
、
二
回
五
頁
、

一
九
七
四
年
五

月
、
定
価
二
八

O
円
)

の

g
g旬
。
刷
。
恵
国
著
、
小
栗
史
朗
訳

『
公
衆
衛
生
の
歴
史
』'

本
書
は
、
国
立
公
衆
衛
生
院
の
橋
本
氏
が
、
す
い
せ
ん
序
文
で
述
べ
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
、
公
衆
衛
生
の
歴
史
を
世
界
的
な
視
点
か
ら
脅
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
基
軸
を
な
す
も
の
は
地
域
保
健
活
動
で
あ
っ
て
、
人

聞
に
対
す
る
愛
情
に
裏
ず
け
ら
れ
た
記
述
に
は
、
読
ん
で
い
る
う
ち
に
思
わ

ず
文
章
に
吸
い
よ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
頁
を
重
ね

て
し
ま
う
箇
所
が
何
箇
所
か
あ
っ
た
。

公
衆
衛
生
の
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
と
い
う
も
の
は
、
正
直
に
い
っ
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て、

面
白
く
な
い
本
が
多
い
。
学
問
の
本
で
あ
る
か
ら
、
面
白
い
と
か
面
白

く
な
い
と
か
と
い
う
批
評
を
下
す
の
は
正
し
く
な
い
が
、
読
む
方
か
ら
い
わ

せ
て
も
ら
え
ば
、
面
白
い
方
が
、
有
難
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

か
ね
が
ね
、
わ
た
し
は
、
公
衆
衛
生
の
歴
史
に
つ
い
て
、
社
会
経
済
的
な

背
景
を
し
っ
か
り
ふ
ま
え
た
上
で
警
か
れ
た
も
の
が
な
い
か
な
あ
と
切
望
し

て
い
た
が
、
本
書
が
正
し
く
そ
れ
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
た
と
い
え
よ
う
。
ま

た
訳
書
に
は
特
有
の
表
現
が
あ
っ
て
、
読
む
人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
ば
か

に
気
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
あ
ま
り
そ
の
よ
う
な
乙
と
が
感

ぜ
ら
れ
ず
に
す
ら
す
ら
読
め
る
と
い
う
の
は
、
訳
者
の
小
栗
氏
が
日
本
語
訳

出
に
如
何
に
苦
心
さ
れ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
心
か
ら
敬
意
を
捧
げ

た
い
と
思
う
。

さ
て
、
本
書
は
、
八
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
は
公
衆
衛
生
の
芽
生

え
が
す
で
に
イ
ン
ダ
ス
川
文
明
や

エ
ジ
プ
ト
文
明
に
み
ら
れ
る
乙
と
を
述
べ
、

第
二
章
は
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ

ー
マ
時
代
に
お
け
る
健
康
に
つ
い
て
の
考
え
方
と

保
健
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
舎
か
れ
て
い
る
。
第
三
章
の
中
世
(
紀
元
五

O

o--五
O
O
)
の
公
衆
衛
生
で
は
、
迷
信
が
は
び
ζ

り
、
衛
生
問
題
に
つ

い
て
の
必
要
な
科
学
的
知
識
が
欠
け
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
検
疫
、
病
院
の
開

発
、
医
療
の
供
給
や
社
会
的
援
護
な
ど
の
行
政
的
諸
施
策
の
創
設
が
行
な
わ

れ
、
都
市
生
活
の
環
境
衛
生
問
題
を
処
理
し
よ
う
と
努
力
し
た
様
子
が
よ
く

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
章
の
紀
元
一
五

0
01
年
一
七
五

O
年
を
著
者
は

変
遷
期
と
唱
え
て
い
る
。
乙
の
時
代
は
科
学
が
大
い
に
勃
興
し
、
そ
れ
に
伴

な
っ
て
発
達
し
た
解
剖
学
と
生
理
学
が
医
学
の
基
礎
学
問
と
し
て
確
立
さ
れ

た
。
同
時
に
科
学
知
識
を
地
域
の
保
健
需
要
に
応
用
で
き
る
可
能
性
と
重
要

性
が
思
想
的
に
は
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
が
、
実
践
に
お
い
て
は
中
世
社
会
と

同
様
な
方
法
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
乙
の
記
事
の
中
で
地
域

社
会
の
道
路
清
掃
や
排
水
を
諮
負
業
者
に
処
理
さ
せ
る
方
法
が
普
及
し
て
、

乙
れ
が
近
代
公
衆
衛
生
運
動
の
対
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
行
政
上
の
大
き
な
壁

の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
が
、
現
在
に
お
い

て
も
大
い
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

第
五
章
の
紀
元
一
七
五

O
年
I
一
八
三

O
年
は
啓
蒙
主
義
と
革
命
の
時
代

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
そ
の
過
去
と
断
絶
し
、
新
ら
し
い
礎

石
の
上
に
将
来
を
構
築
す
べ
く
努
力
し
た
。
フ
ラ
ソ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
政
治

的
大
革
命
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
皇
帝
の
興
亡
、
旧
制
度
の
復
活
の
努
力
な
ど
の
劇

的
な
歴
史
の
変
化
過
程
が
み
ら
れ
た
。
乙
の
急
激
な
社
会
変
化
の
中
で
少
な

く
と
も
細
い
統
一
し
た
糸
が
一
筋
貫
い
て
い
た
。
そ
れ
は
変
化
は
不
可
避
で

あ
る
と
い
う
受
容
態
度
で
あ
る
。
乙
う
し
た
展
開
と
と
も
に
発
展
し
た
公
衆

衛
生
活
動
の
状
態
を
て
ぎ
わ
よ
く
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
か
く
し
て
第
六
章

の
紀
元
一
八
三

O
年
I
一
八
七
五
年
の
産
業
革
命
と
近
代
公
衆
衛
生
発
達
の

原
点
と
も
い
う
べ
き
環
境
衛
生
運
動
の
時
代
に
移
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
は

じ
め
に
目
覚
ま
し
い
工
業
化
へ
の
発
展
に
伴
な
う
、
新
ら
し
い
政
治
経
済
学

お
よ
び
哲
学
の
思
想
を
紹
介
し
、
つ
い
で
こ
の
時
代
の
初
期
に
イ

γ
グ
ラ
シ

ド
を
揺
り
動
か
し
た
最
大
の
社
会
問
題
で
あ
る
貧
困
者
の
救
済
対
策
が
、
保

健
と
環
境
衛
生
の
立
法
化
に
い
た
る
経
過
、
お
よ
び
国
際
保
健
機
構
へ
の
第

一
歩
を
ふ
み
出
す
ま
で
の
、
文
字
通
り
二
歩
前
進
一
歩
後
退
の
有
様
を
忠
実

に
教
え
て
く
れ
る
。
第
七
章
の
一
八
七
五
年
J
一
九
五

O
年
は
微
生
物
と
免

疫
学
が
勃
興
し
発
展
し
た
為
に
、
地
域
保
健
活
動
に
測
り
知
れ
な
い
恩
恵
を

与
え
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
発
展
の
状
態
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
最
後
の

第
八
章
は
一
九
五

O
年
以
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
と
乙
れ
に
伴
な
っ
て

(98) 



多
様
化
し
て
い
く
公
衆
衛
生
活
動
の
展
望
と
問
題
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

ヲ
令
。

以
上
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
た
が
、
第
六
章
は
本
書
の
圧
巻
で
あ
る
。

ま
た
第
七
章
は
著
者
ら
し
い
視
野
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
興
味
深
か
っ
た
。
さ

ら
に
註
解
が
豊
富
で
、
本
舎
の
内
容
の
理
解
に
極
め
て
役
に
立
っ
た
。
公
衆

衛
生
と
い
う
も
の
を
概
観
す
る
上
に
お
い
て
是
非
一
読
さ
れ
る
よ
う
お
奨
め

し

た

い

。

(

杉

田

陣

道

)

(
第
一
法
規
出
版
株
式
会
社
刊
、
昭
和
四
十
九
年
発
行
、
定
価
二
八

O
O円
)

藤
野
恒
三
郎
著

『
日
本
近
代
医
学
の
歩
み
』

本
書
は
以
前
「
杉
田
玄
白
か
ら
福
沢
諭
吉
へ
|
解
体
新
書
か
ら
学
問
の
す

す
め
へ
」
と
題
し
て
東
洋
薬
事
報
に
連
載
さ
れ
た
の
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ

る
。
原
題
が
示
す
よ
う
に
、
本
蓄
に
は
『
解
体
新
書
』
発
刊
前
後
か
ら
明
治

初
年
の
頃
ま
で
の
医
学
の
歩
み
を
た
ど
っ
た
久
々
の
日
本
医
学
史
の
通
史
で

あ
る
。

通
史
と
し
て
名
の
あ
る
の
は
、
古
く
は
富
士
川
地
問
著
『
日
本
医
学
史
』
(
形

成
社
復
刻
)
、
近
年
で
は
小
口
聞
な
が
ら
東
西
の
医
学
の
歴
史
を
要
領
よ
く
ま

と
め
で
あ
る
小
川
鼎
三
著
『
医
学
の
歴
史
』
(
中
央
公
論
社
)
と
古
代
か
ら

の
日
本
医
学
を
述
べ
た
石
原
明
著
『
日
本
の
医
学
』
(
至
一
文
堂
)
が
あ
る
。

『
日
本
医
学
史
』
は
各
時
代
毎
に
学
問
分
野
別
に
記
述
し
、
所
々
引
用
文
献

の
原
文
を
載
せ
た
り
し
て
い
る
。
一
方
『
医
学
の
歴
史
』
は
「
東
西
医
学
の

交
流
」
に
重
き
を
置
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
原
文
を
ほ
と
ん
ど
載
せ
ず

に
医
学
の
流
れ
を
説
明
し
て
い
て
、

『
日
本
の
医
学
』
も
原
文
を
載
せ
ず
に

本
邦
の
医
学
史
を
通
覧
し
て
い
る
。

本
書
は
「
日
本
近
代
医
学
史
の
通
論
、
も
し
く
は
通
史
を
、
物
語
ふ
う
に

表
現
し
て
み
よ
う
と
試
み
た
作
品
で
あ
る
」
と
著
者
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
学
説
を
折
り
込
ん
で
、
要
所
要
所
に
資
料
の
原

文
を
載
せ
た
り
、
時
に
は
対
談
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
読
者
に
理
解
さ
れ
易

い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
時
代
時
代
に
則
し
て
活
躍
し
た
洋
医
学
者
の
人
物
と
業
績
に
焦
点

を
当
て
て
い
る
が
、
緒
方
洪
庵
の
東
下
り
の
歌
ゃ
、
橋
本
佐
内
が
適
塾
を
破

門
さ
れ
た
飯
田
柔
平
の
事
を
笠
原
良
策
に
斡
旋
し
た
手
紙
を
載
せ
る
な
ど
し

て
、
洋
医
学
者
の
人
間
性
を
画
と
う
と
し
て
い
る
。

「
日
本
近
代
医
学
の
歩
み
」
と
本
書
は
題
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
近
代

医
学
史
と
い
う
よ
り
も
、
洋
(
繭
)
学
史
の
一
断
面
を
述
べ
て
い
る
の
で
、

)

本
格
的
な
医
学
史
の
通
史
を
期
待
す
る
人
に
は
物
足
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
仰

し
か
し
『
解
体
新
書
』
か
ら
『
学
問
へ
の
す
す
め
』
に
至
る
学
問
継
承
の
姿

を
本
書
か
ら
学
び
と
れ
る
。
単
に
医
学
史
と
い
う
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
洋

学
史
の
面
か
ら
医
学
史
を
と
ら
え
て
い
る
の
で
、
今
迄
の
通
史
か
ら
は
ず
さ

れ
て
い
る
事
柄
に
も
深
い
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
蘭
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
「
蘭
和
辞
書
」
に
つ

い
て
、
『
江
戸
ハ
ル
マ
』
『
ヅ
1
フ
・
ハ
ル
マ
(
長
崎
ハ
ル
マ
)
』
『
中
津
辞
容
』

の
三
つ
の
系
統
図
を
載
せ
、
『
江
戸
版
江
戸
ハ
ル
マ
』
が
伝
え
ら
れ
て
『
関

西
版
江
戸
ハ
ル
マ
』
『
訳
鍵
』
へ
と
な
り
、
『ヅ
l
フ
・
ハ
ル
マ
』
が
『
和
蘭

字
焚
』
『
増
補
改
訂
訳
鍵
』
と
成
り
、
『
中
津
辞
容
』
が
『
蘭
語
訳
撲
』
『
中

津
パ
ス
タ
l
ド
辞
書
』
と
成
っ
て
伝
え
ら
れ
る
様
を
九
ペ

ー
ジ
に
渡
り
考
証

説
明
し
て
い
る
。



そ
の
他
本
書
に
は
多
く
の
図
や
写
真
を
載
せ
、
人
名
難
字
に
は
仮
名
ル
ピ

が
施
さ
れ
て
い
て
、
一

般
の
人
達
に
も
読
み
易
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
要
所
要
所
に
資
料
の
原
文
も
載
っ
て
い
る
の
で
、
研
究
者
の
一
助
と
も

な
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
著
者
が
蔵
し
て
い
る
、
藤
野
升
八
郎
の
質
問
状
の
行

間
に
、
緒
方
洪
庵
が
返
事
を
朱
筆
し
で
あ
る
手
紙
の
紹
介
な
ど
興
味
、
深
い
。

(
蔵
方
宏
昌
)

(
講
談
社
刊
、
昭
和
四
十
九
年
発
行
、
定
価
ニ
ニ

O
O円
)

新
刊
紹
介

富
士
川
誹
著
・
小
川
鼎
三
校
註

『
日
本
医
学
史
綱
要
』
川

・凶

富
士
川
波
の
大
著
『
日
本
医
学
史
』
の
抜
率
を
ま
と
め
た
『
日
本
医
学
史

綱
要
』
は
手
軽
に
読
め
る
乙
と
も
あ
っ
て
多
く
の
人
々
か
ら
渇
望
さ
れ
て
い

た。
本
学
会
で
も
以
前
に
一
度
、
写
真
版
で
復
刻
し
た
が
、
そ
れ
も
入
手
し
が

た
く
な
っ
て
い
た
。

今
回
、
平
凡
社
の
東
洋
文
庫
に
入
る
に
あ
た
り
、
時
代
の
流
れ
に
応
え
る

よ
う
に
、
フ
リ
ガ
ナ
、
送
り
仮
名
を
で
き
る
だ
け
入
れ
、
本
文
も
カ
タ
カ
ナ

か
ら
ひ
ら
が
な
に
書
き
直
し
た
。
ま
た
、

一
部
の
写
真
は
印
刷
に
耐
え
ら
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
く
新
し
い
も
の
を
入
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
面
白
を

一
新
し
て
、
非
常
に
読
み
易
い
も
の
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
索
引
が
非
常
に
細
か
い
部
分
ま
で
拾
っ
て
い
る
乙
と
は
、
乙
の

本
を
一
層
、
便
利
な
も
の
に
し
て
い
る
。

(
酒
井
シ
ヅ
)

(
平
凡
社
刊
、
東
洋
文
庫
、
二
五
八

・
二
六
二
、
定
価
各
七

O
O円
)

宗
国
一
著

『
近
代
薬
物
発
展
史
』

本
学
会
理
事
宗
国
一
氏
の
近
著
で
あ
る
。
宗
田
氏
は
医
学
史
、
薬
学
史
の

広
般
な
分
野
を
カ
バ
ー
し
得
る
数
少
い
研
究
者
の
一
人
と
し
て
斯
学
に
貢
献

し
て
お
ら
れ
る
と
と
は
会
員
諸
氏
の
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
今
回
、
最

近
二
世
紀
ほ
ど
の
間
に
薬
学
で
達
成
さ
れ
た
業
績
を
系
統
的
に
ま
と
め
ら
れ

た
の
が
本
書
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ナ
l
の
牛
痘
法
に
は
じ
ま
る
免
疫
療
法
の
成

果
、
サ
ル
パ
ル
サ

γ
に
初
ま
る
化
学
療
法
、
天
然
生
薬
よ
り
モ
ル
ヒ
ネ
、
キ

ニ
ー
ネ
な
ど
の
開
発
、
解
熱
鎮
痛
薬
、
そ
し
て
著
者
が
嘗
て
精
密
な
考
証
を

な
し
と
げ
た
華
岡
青
洲
の
通
仙
散
と
近
代
麻
酔
菜
、
催
眠
薬
、
抗
精
神
病
薬
、

ホ
ル
モ
ン
、
ピ
タ
ミ

γ
等
々
が
本
舎
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
ζ

れ
ら
の

ω

大

部

分

ば

現

在

な

お

医

療

の

第

一

線

で

使

用

さ

れ

て

い

る

。

(

そ
の
意
味
で
、
本
書
は
医
学
生
、
薬
学
生
、
医
師
、
薬
剤
師
の
各
層
に
共

通
に
必
要
な
知
識
を
提
供
し
て
い
る
す
ぐ
れ
た
教
科
書
と
し
て
の
役
割
を
は

た
す
で
あ
ろ
う
。

著
者
が
お
そ
ら
く
は
も
っ
と
も
力
点
を
注
ぎ
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
終
章
「
近
代
か
ら
理
化
へ
」
で
は
、
今
日
の
医

・
薬
学
へ
の
反
省
と
今

後
の
問
題
点
が

り
E
Zへ
の
恒
正
巳
宮
、

FE
ら
を
援
用
し
つ
つ
謙
虚
に
語

ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
す
乙
し
十
分
な
紙
幅
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
れ
ば
と
惜

し
ま
れ
る
。

と
ま
れ
、
類
書
の
乏
し
い
乙
の
分
野
で
の
労
作
と
し
て
広
く
世
に
む
か
え

ら
れ
る
と
と
を
期
待
し
た
い
。
(
大
塚
恭
男
)

薬
事
新
報
社
刊
一
九

O
O円



「
京
都
の
医
学
史
展
」
の
ご
案
内同

展
準
備
委
員
長

守

屋

昭
和
五
十
年
四
月
に
京
都
で
開
催
の
第
十
九
回
日
本
医
学
会
総
会
を
機
会

に
、
京
都
府
医
師
会
内
に
主
題
の
展
覧
会
の
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
日
本

医
学
会
総
会
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、
京
都
府
医
師
会
が
主
催
者
と
な
り
、

日
本
医
史
学
会
、
財
団
法
人
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
が
協
賛
者
と
し
て
、

コ
口
小
都
の
医
学
史
展
」
を
左
の
如
く
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
案
内
申
上

げ
ま
す
。

と

品
巴

昭
和
五
十
年
四
月
四
日
(
金
)
よ
り

四
月
八
日
(
火
)
ま
で
五
日
間

京
都
市
左
京
区
下
鴨
府
立
植
物
園
東
隣
京
都
府
立
総
合
資
料
館

(地
図
参
照
)

と
こ
ろ

ど
承
知
の
よ
う
に
、
此
の
度
は
日
本
医
史
学
会
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
大
阪
で
も
市
立
博
物
館
で
明
治
初
期
を
中
心
と
し
た
、
文
明
開 正

化
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
京
都
で
は
臼
本
医
史
学
会
の
ど
諒
解
を
得
て
、

京
都
府
一
円
に
限
っ
た
平
安
時
代
か
ら
明
治
中
期
ま
で
の
医
学
資
料
を
展
観

い
た
す
乙
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

孝
い
京
大
図
書
室
、
武
田
薬
工
、
仁
和
寺
を
は
じ
め
、
多
く
の
所
蔵
者
が

全
面
的
の
協
力
を
約
束
し
て
下
さ
い
ま
し
た
の
で
、
興
味
の
あ
る
展
覧
会
が

開
催
で
き
ま
す
と
と
を
、
主
催
者
の
一
人
と
し
て
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

京
都
に
は
小
石
家
を
は
じ
め
と
し
た
旧
家
が
多
く
、
戦
災
も
受
け
ず
、
新
し

い
資
料
も
い
ろ
い
ろ
発
見
し
て
お
り
ま
す
。
出
陳
点
数
は
会
場
の
都
合
で
約

三
百
点
に
し
ぼ
り
ま
し
た
。

な
お
特
に
江
戸
期
の
医
師
と
文
化
人
と
の
交
流
や
医
師
自
身
の
文
化
人
と

し
て
の
作
品
も
展
観
す
る
乙
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

乙
の
展
覧
会
の
会
場
の
府
立
総
合
資
料
館
は
京
都
市
の
北
部
の
中
央
で
す

が
、
総
会
の
会
期
中
(
中
三
日
間
)
は
巡
回
パ
ス
が
一
日
数
十
回
往
復
い
た

し
ま
す
。
府
立
植
物
園
の
東
隣
で
、
大
へ
ん
環
境
の
静
か
な
良
い
場
所
で
ご

ざ
い
ま
す
。
府
立
植
物
園
も
お
そ
ら
く
み
な
さ
ま
の
ど
想
像
以
上
に
美
事
な

公
園
で
す
の
で
、
展
覧
会
と
と
も
に
、
ど
ゆ
っ
く
り
ど
観
賞
下
さ
い
ま
す
よ

う
ど
案
内
申
上
げ
ま
す
。

(101) 



日
本
医
史
学
会
々
則

第

一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
と
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な-っ
。

一、

年
一
回
、
総
会
を
聞
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

行
し
、
乙
れ
を
会
員
に
わ
か
っ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
聞
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
三

0
0
0円
を
前
納
す
る
。
入

会
者
は
一

O
O
O円
を
納
入
す
る
。
た
だ
し
外
国
に
居
住

す
る
会
員
は
年
額

一
五
ド
ル
と
す
る
。

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
乙
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
(
維
持
)
会
員
を
お
く
ζ

と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一、

役
員
は
理
事
長
、会
長
、
理
事
、監
事
、幹
事
と
す
る
。

(102) 

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

、
会
長
は
年

一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
准
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

玉
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
、



幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は

会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

だ
し
会
長
を
除
く
)

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

(
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
)
に
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
乙
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

発
行
期
日

年
四
回
(
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
〉
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
絡
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、

ロ
ー
マ
字
著
者
名

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が

行
な
う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
ζ

と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
、
著
者
名
、
本
文
(
表
、
図
版
等
を
除
く
)
で
五

印
刷
ぺ

l
ジ

(
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
)
ま

で
は
無
料
と
し
、

そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
削
ぺ

ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

校

正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

月IJ

刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学

医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
会

編
集
委
員

大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

編
集
顧
問

太
郎
、
室
賀
昭
三
、
矢
部
一
郎
、
矢
数
圭
堂

小
川
鼎
三
、

A

・
w-
ピ
l
タ
1
ソ
ン
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日

本

医

史

学

会

役

員

氏

名

(
五
十
音
順
〉

理

事

長

会

長

常
任
理
事

会
計
監
事

理

事
赤

松

金

芳

今

回

見

信

大

矢

全

節

佐

藤

美

実

鈴

木

勝

戸
苅
近
太
郎

矢

数

道

明

事
大国邸

谷
津

幹

宗石緒小
田原方 川

三恭
維男

富鼎
一明雄三

阿
知
波
五
郎

内

山

孝

一

緒

方

富

雄

杉

靖

三

郎

宗

図

一

中

野

操

吉

岡

博

人

酒
井

大
鳥
繭
三
郎

シ

ヅ

和三津鈴蒲大石
田木 崎木 原塚川

杉
田

日
本
医
史
学
会
評
議
員

氏

名

(
五
十
音
順
)

赤

松

金

芳

青

木

一

郎

石

川

光

昭

今

回

見

信

大
鳥
蘭
三
郎

王

丸

勇

小

川

鼎

三

片

桐

一

男

川 大 大 大岩石石安
島 滝 矢 塚治原原芸

陶紀全敬勇 基
二維節節 ーカ 明雄

阿
知
波
五
郎

石
田
宮
霊
ロ

今

市

正

義

内

山

孝

一

大

塚

恭

男

緒

方

富

雄

戎
島

四

郎

蒲

原

宏
正孝正敬 光
系栄道夫宏節昭

久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
国
郎
酒
井
シ
ヅ

酒

井

恒

佐

藤

美

笑

潜

水

康

太

郎

杉

靖

三

郎

杉

田

陣

道

鈴

木

正

夫

鈴

木

勝

鈴

木

宣

民

瀬

戸

俊

一

関

根

正

雄

宗

国

一

高

木

圭

二

郎

高

山

担

三

回

中

助

一

津

崎

孝

道

津

田

進

三

筒

井

正

弘

土

屋

重

朗

戸

苅

近

太

郎

中

泉

行

正

中

川

米

造

中

沢

修

中

西

啓

中

山

沃

長

門

谷

洋

治

中

野

操

服

部

敏

良

福

島

義

一

藤

野

恒

三

郎

本

間

邦

則

富

士

川

英

郎

古

川

明

丸

山

博

松

木

明

知

三

浦

豊

彦

三

木

栄

三

廼

俊

一

谷

津

三

雄

山

形

倣

一

矢

数

道

明

山

下

喜

明

山

田

光

胤

安

井

広

吉

岡

博

人

和

田

正

系

以
上

廊
道

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

〈
学

術
定
期
刊
行
物
〉

の
交
付
決

定

本
年
度
も
本
誌
の
刊
行
に
関
し
て
補
助
金
二
五

万
円
が
交
付
さ
れ
る
と
と
が
文
部
省
よ
り
通
知
さ

れ
た
。

編

集

後

記

正
月
も
ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
て
早
く
も
桃
の
節

句
を
む
か
え
た
。
昭
和
五

0
年
度
の
一
号
、
規
定

で
は
一
月
末
発
行
の
予
定
だ
っ
た
が
、

一
ヶ
月
余

り
の
遅
延
と
な
っ
た
。
編
集
委
員
長
の
大
鳥
蘭
三

郎
先
生
が
旧
総
御
病
気
と
な
ら
れ
、
委
員
会
も
淋

し
い
思
い
思
い
を
し
た
が
去
る
一
月
下
旬
に
御
全

快
退
院
さ
れ
た
ζ

と
は
何
よ
り
も
喜
ば
し
い
。

四
月
に
は
医
学
会
総
会
が
あ
る
が
、
そ
の
期
間

中
、
京
都
で
「
京
都
の
医
学
史
展
」
が
開
か
れ
、

本
学
会
総
会
の
会
期
を
は
と
ん
で
大
阪
で
も
「
近

代
日
本
の
医
学
と
産
業
展
」
が
催
さ
れ
る
。
総
会

は
四
月
一
二

・
二
ニ
目
、
陽
春
の
京
都
、
大
阪
で

皆
様
と
お
め
に
か
か
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

る。

(0
)

郎

昭
和
五
十
年
一
月
二
十
五
日

昭

和

五

十

年

一

月

三

十

日

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
一
巻
一
号

編

集

者

代

表

大

鳥

蘭

三

発

行

者

日

本

医

史

学

会

代

表

小

川

鼎

三

〒
ご一一
己

東
京
都
文
京
区
本
郷
千
ア
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学

研
究
室
内

援
替
東
京
一
五
二
五

O
番

製

作

協

力

者

金

原

出

版

株

式

会

社

医
学
文
化
保
存
会

〒
三
一
-
東
京
都
文
京
区

湯
島
ニ
1
2

7

一回

者

五

協

印

刷

有

限

会

社

〒
一
七
回
東
京
都
板
橋
区

南
常
盤
台
了
ニ
l
z

発印
行刷
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On J ugonshi and Anmashi (0伍cial

prayers and masseurs) 

一一A Study of Ancient Medical 

History in Japan， Part 1;一一

Taku SHINMURA 

Ritsu-ryo， the code of laws in ancient Japan was an imitation of 

that of China and Korea， although with some clear differences. Jugonshi 

(prayers)， and Anmashi (masseurs) were mentioned as names of official 

occupations belonging to the Tenyakuryo， the medical department， 

esta blished by law. Both of them were recognized in the Chinese law 

(Tang-lii) and the Korean law， too. But each country showed distinct 

differences in its job specifications. In order to cure diseased persons， 

Jugonshi of Japan used only Taoistic charms. In China (Tang-period) 

they used both Taoistic and Buddhistic charms. In Korea， they tried 

to treat patients， without any charms， somewhat more medically. The 

social status of Jugonshi was di任erentamong these countries. In Japan 

the status of Jugonshi was higher and they were better treated than 

in China and Korea. Since most of the Jugonshi in Japan were natu-

ralized persons coming from Kudara， Korean Peninsula， they were 

respected as intelligen t men. 

By the middle of the eighth century， however， we can not find 

any activities of Jugonshi recorded in the history， and later in the 

tenth century they were expelled from the government. This was not 

because of difficulty in learning the occupation， but the result of oppres-

sion by the government， which declared the Taoistic charm illegal. 
We have to consider that Buddhism was flourishing at that time， 

and therefore the Taoism lost its force in Japan. But Taoistic thought 

remained influential particularly in later generations of Japan， as in 

Onmyodo (陰陽道)，Mikkyo (密教)，Sarugaku (猿楽)，etc. 

As to the Anmashi (masseurs) the circumstances were nearly the 

same as Jugonshi. It disappeared from the national law already in 

the tenth century. 
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which have been preserved by their posterity. These documents show 

us how they studied the Dutch language and how they worked as 

physicians and scholars of western medicine. 

K. Katagiri had already published his researches on Sennan Morita， 

but in the present paper， the author examined how they studied Dutch 

medicine， how they practiced and how they contributed socially by 

studying the documents in part newly found. 

Sennan， the elder brother， entered the private school of Huzan Hu-

jibayashi in Kyoto in 1821， and studied the Dutch language and western 

medicine there for more than one year. And he had friendly relations 

with some famous scholars of the Dutch school， living in Kyoto. He 

returned to his native place in 1822. The next year he left home again 

and went to Edo (Tokyo) in order to study the Dutch language further. 

There he entered Udagawa's private school. Once again he returned 

home， but again he went to Edo for study. In Edo， too， he had frinedly 

intercourse with many schloars， and he worked very hard. 

On the other side， Enji Morita， the younger brother， studied medi-

cine under his father， Hosan Morita， a physician of the Chinese school 

and practiced in Kamo. Enji could also read Dutch books which he 

learned from his brother， Sennan. In 1843， he began practice at Tochio， 

where his father's clinic had been， a little way off. His brother was 

working with his father. The two brothers helped each other very 

much， for example， by cooperating in the treatment of patients when 

necessary. Both of them did great service for the district. They 

worked much for public good for example， by planning fiood control 

and by treating the poor. 
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preserved by his family. 

Through Prof. Maruyama it was published in 1971， and the book 

is of B-5-size and contains 830 pp.， on each of which two sheets of 

manuscript-paper hand written by Dr. Ojihara himself are offset-printed. 

Seisetsu Naika Senyo (6) 

Toshio OT AKI 

27 Nausea， 28 Vomiting 

One of the most important causes of nausea and vomiting is the 

antiperistaltic movement of stomach and intestine. 

29 Anorexia is caused chiefly by rotten bile. 

30 Appetitus alienus. This expression contains ox hunger， dog 

hunger， maiden hunger and pregnant woman's hunger. 

31 Sode is due to fatty decomposition. 

32 Cardialgia. In this book cardialgia means epigastralgia. 

33 Thirst is a feeling like appetite. 

34 Dispepsia. Dispepsia is caused by the lack of saponification func-

tion of bile， gastric， intestinal and pancreatic juice. 

35 Cardiac pain results from many causes. 

36 Volvulus means fecal vomiting from colon. 

37 Alvus constipata means constipation. 

Study on the Morita Brothers， Scholars 

of Dutch Learning， in Echigo Province 

Kazuo HASEGAW A 

Recently， we found a number of documents relating to the Morita 

Brothers， Sennan Morita (1798-1854)， and Enji Morita (1810-1878)， 
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his collaborator， Mr. A. Marushima (Vol. 2)， were able to complete a 

rough translation about 1945. The refining and publication of it he 

hoped to accomplish after his retirement expected in 1958， but he was 

attacked by a spasm of apoplexia in 1951， and died in 1958， and the 

roughly translated manuscripts lay long untouched in his library. 

Ten years after the death of Prof. Itδ， his widow and his pupils 

asked Prof. Emeritus， Masao Suzuki， physiologist， of the same univer-

sity for improvement and publication of the manuscripts. Prof. Suzuki 

consented to this request， and continued the work from 1968 to 1974. 

The complete translation could thus be published (Vol. 1，2， and 3 resp. 

in 1971，1972 and 1974). 

The Susuruta Daiiten is of A-5-size， and Vol. 1 thereof contains an 

introduction of 57 pp. and a text of 292 pp.， the latter of which consists 

wholly of the Sutra-Sthanam (wise sayings). It contains also as its 

appendix lists of the Sanscrit names of animals and plants with Japa-

nese and latin equivalents， which were printed at the end of Vol. 3 of 

the English original. Vol. 2 contains an introduction of 21 pp. and a 

text of 504 pp.， which consists of Nidana-Sthanam (pathology)， Sarira-

Sthanam (anatomy)， Chikitsa-Sthanam (therapy) and Kalρα-Sthanam 

(toxicology). And Vol. 3 is of a text of 276 pp.， which consists wholly 

of Uttara-Tω~tram (supplement) and deals with Salaks-Tantram (dis. 

eases upwards of the clavicula)， Kaumara-Bhritya (pediatrics)， Kaya 

Chikitsa (general diseases) and Bhuta-vidya (demonial diseases) of 

Ayurveda. 

During the course of Prof. Suzuki's work in Tiba， Prof. Hiroshi 

Maruyama， hygienist， of Osaka University began in 1969 his postgradu-

ate seminar of Ayurveda， and published a Japanese translation of Su-S 

from Sanscrit in 1971. The translation is titled “Sushuruta Honsyu" 

(Su-S) translated by Dr. Shogen Ojihara (1884-1945). He graduated 

from the University of Tokyo in the field of zoology and later completed 

graduate work at Kyoto University specializing in Sanscrit. As his life 

work he selected the Su-S， and he engaged himself in translating it 

into Japanese from 1921 to 1941. The manuscript， however， could not 

be published because of the progress of World War 11， and it was long 
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In concluding this discussion， what is the religious role of Ko-ema 

belief at shrines or temples? Ko-ema as 0百eringsenable people to 

contact directly， not through professional priests or monks， with Gods 

and Buddas. 

In this sense， the custom of 0妊eringKo-ema has nothing to do with 

the essential religious rituals of shrines or temples. 

Ko-ema have two functions: as 0百eringsdedicated with prayers 

and as expressions of thanks are not dedicated to the sta百sof the shrines 

or temples nor make any contribution to their incomes. Such forms 

of be!ief， abnormal as a religion， however provides the closest contact 

between people and Gods or Buddas. 

The diversity of Ko-ema representing Shamanism and idol worship 

of the ]apanese people stemmed from our Shamanism. It is， in other 

words， a secondary product of the ]apanese traditional form of religion; 

ancestor worship and worship of the dead's spirit. 

]apanese Translation of Sushruta-Samhita 

Masao SUZUKI 

The ]apanese translation of Sushruta-Samhita (Su-s) from its Eng. 

lish text was published recently in the name of “Susuruta Daiiten" 

(Grand Medical Text of Sushruta) by the late Prof. Ito and Prof. 

Suzuki. The history of this tranlation and publication is described in 

this paper bibliographically. 

First is mentioned a list of complete translations of Charaka-S 

(Ch-S) and Su-S in European languages published in the 19 th and 20. 

th centuries， i. e. two translations of Ch-S in English， one of Su-S in 

Latin and two of Su-S in English. 

The late Prof. Yaeji Ito (1891-1958)， ophthalmologist， of Tiba 

University attempted in 1942 to translate into ]apanese the Su-S from 

its English text by K. L. Bhishagratna (in three volumes 1907-16)， which 

was donated to him by the late Prof. ]. Takakusu， linguist， of the 

University of Tokyo， a few years ago. He， himself (Vo1.1 and 3) with 
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incurable even by doctors. 

Jizoson is regarded as the god of children and to which Ko-ema 

o任eredas a cure for bedwetting， convulsive fits， irascibility and menin-

gitis. These are also among the diseases beyond the capacity of 

medical science. 

Ko-ema offerings for the cure of women's diseases are also still 

prevailing. At Mizushi-shrine in Ashikaga， there are still offered Ko-

ema depicting the lower part of the body in a bizzare manner with 

legs appearing beneath. 

Some of the shrines attract Ema-believers because of the analogy 

of their names to those of parts of a human body ; for example， Ohara-

shrine in Tochigi prefecture is worshipped as the god of the stomach 

(“ hara" is the belly in Japanese) diseases and Ohte-shrine in the same 

prefecture is worshipped as the god of diseases of hands or palms (“te" 

is the hand in Japanese). Ko-ema 0任eringscontinue to be practiced 

today at these shrines. At TeshirO-shrine， the healing of diseases of 

the hands， is prayed for by offering white-palm shaped Ko-ema， which 

is also practiced today (“shiro" is white in Japanese). 

As Hirota shrine in Osaka is the god of the earth， it is believed 

to cure hemorrhoids because the earth is pronounced as“Ji" in Japa-

nese and “Ji" means as hemorrhoids， too， and Ko-ema of Ray are 

o妊ered. People pray for the recovery from tumor of the breast at Shi-

tennoji-temple， where ema of cows are offered because cows eat Kusa. 

(“ Kusa" means both grass and wounds in Japanese.) 

At Kuginuki-jizo or a nail extractor jizo (a Gardian deity of child-

ren)， people pray for extraction of diseases which are likened to nails 

offering a number of Ko-ema with nail extractors attached. 

This survey of Ko-ema has shown that each shrine .or temple puts 

up its own shingle announcing cures of a variety of diseases as medical 

specialists do and to each of these Ko-ema with fervent prayers are 

dedicated. 

It becomes clear from this that medical science or medicine is not 

the only cure for diseases but people's beliefs， even if they are super-

stitious， work as the ultimate cure of diseases. 
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into that of offering stone-made horses and further into offering votive 

pictures of horses (Ema). 

The offering of votive pictrues of horse was originally an event of 

Shinotoism as mentioned above; this， however， became a popular prac' 

tice involving the people's belief in Gods and Buddas as Gaku-ema 

(votive tablets) came into use for offerings. 

The origin of Ko-ema， small votive pictures， are obscure because 

no records have been preserved. They were merely Ema of small size 

on which horses were drawn and were also used as offerings just as 

Ema were. Therefore， Ko-ema originally did not have any superstitious 

nature. 

In later period， Ko-ema came to be diverted for use in folk beliefs. 

Since then until today， Ko-ema have been offered to shrines and temples 

with fervent prayers or in tokens of thanks when the prayers were 

answered. 

Most of Ko-ema， being used primarily as 0旺eringswith people's 

prayers or petitions， have nothing to do with the religious origins of 

deities or the principal images of shrines， and temples. 

People's belief in Ko-ema reached its high zenith in the Edo Period 

(1603-1867). However， during World War ]1， most Ko-ema were lost 

with their storehouses CEma-do) in the warfare which brought destruc-

tion to the temples and shrines throughout the country. Many of the 

functions associated with Ema-o圧eringscame to be discontinued along 

with these calamities. Moreover， GHQ conducted managerial reforms 

of temples and shrines through its "Order on Shintoism" and accelerated 

the decline of Ema-belief， cutting 0旺 theclose relations between belie-

vers and shrines or temples. 

In our recent trip throughout the country， we have tried to survey 

to what extent Ko-ema offerings for cure of diseases are still practiced. 

Today， it is Yakushi-nyorai to which most commonly Ko-ema are 

offered with the prayers for recovery from illnesses. Yakushi is generally 

regarded as the god to heal eye complaints. Ko-ema with cross eyes 

are dedicated to Arai-yakushi in Nakano even today. This fact shows 

that the recent progress of medical science still leaves many eye diseases 
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On the School Regulations of Saisei 

Gakusha Medical College in its Early Years 

Kyutaro MAEKA W A 

Saisei Gakusha (1876-1903) was the largest private medical school 

in the early Meiji period; about half the number of medical practitioners 

in the Meiji era were graduates of the school. Actual circumstances 

of this unique medical school especially in the early years， however， 

have been quite obscure， since the school was closed suddenly without 

notice. 

Recently， the School Regulations of the Saisei Gakusha in the 13th 

year of Meiji (1槌0)was found. Although it is printed on a single 

sheet of paper and consists of only 13 articles， the contents give a 

clear account of the state of Saisei Gakusha soon after its establishment. 

Survey on the Existing Belief in 

Small Votive Pictures 

Saburo AIMI 

It is reported that horses were first used for riding during in cavalry 

battles during the Sepgoku Period (B. C. 403-B. C. 221). 

Horses were introduced into Japan in the second or third century 

during the Shinkan Period after contacts with the Continent began to 

take place. The Suinin-ki of the Nihonshoki shows that the Emperor 

created clay images of persons， horses and various other objects fol. 

lowing Sukune Nomi's advice. Horses were， in those days， used as sacri. 

fices to follow the death of wealthy and noble people as well as human 

sacrifices. 

This is the origin of the custom of using horses as sacred 0妊erings

to Gods and Buddas. Later this custom gradually changed its form 
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J .E. Niemann and his pupi1s in Nagasaki 

Shizu SAKAI 

Johann Erdewin Niemann (1796-1850) was the chief， the “Kapitein" 

of tl1e Dutch factory of the East Indian Company in Japan for four 

years (1834-38)， He was one of the well known “Kapiteins" to the 

Japanese people. But his personal history had been unknown in Japan 

until 1 visited the Hague in 1969. In this paper 1 have introduced his 

life 、historyand discussed the r~asons why he was well known in Japan. 

One reason was that J. E. Niemann was said to be a physician and a 

teacher of Taizen Sato. But according to his personal history， he was 

not a physician. He was employed at first as a clerk of the East Indian 

Company.， Why is it believed， that he was a physician in Japan? It 

was generally thought that Niemann was a physician because he was 

said to have tauglit Taizen Sato， one of the most famous physicians of 

the Edo era， who studied Dutch medicine in Nagasaki， and so Niemann 

was assumed to be a physician. Taizen Sato founded a private medical 

school in 1838， which developed into the present Juntendo University. 

He was one of the great figures in Japanese medical history. The 

name of Niemann was better known in Japan as Sato's teacher rather 

than as chief of the Dutch factory at Nagasaki. Another reason is 

that Niemann was closely related to the political affair， Bansho-no-

goku， that is， several Japanese scholars were put into jail in 1839， and 

some of their writings， in which they mentioned Niemann as a splended 

man. Making it a turning point， the Tokugawa government began 

to put heavy pressure upon scholars who learned Dutch and criticized 

the national policy. 
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Chutaku Sa羽 kiand Bokuan Sasaki in 

connection with the post-mortem gynecological 

examination of 1822 

Shoichi YAMAGATA 

ln March of 1822 Chutaku Sasaki arrived at Sendai and was ap-

pointed as the Professor of surgery in the medical school of the Sendai 

clan. On the 29th of June of that year he undertook dissection of an 

executed female criminal， and wrote an anatomical book， entitled “Zo・

shinzuekiヘbasinghis findings on this experience. 

This book concerned the female genital organs， descriptions of 

which were lacking in Hoyu Minamikogaki's anatomical book. Chutaku 

wrote together with Gentaku Otsuki the postscripts of the last men-

tioned book. G.Otsuki was Chutaku's teacher in Dutch learning. As 

he had studied at Otsuki's school in Edo before he came to Sendai， it 

was probable that he was waiting for an opportunity to make a dissec-

tion by himself as he wrote inthe postscript of the book of H. Minami-

kogaki， his friend. ln Sendai he was able to have the chance in June 

of 1822， but this dissection was permitted as an event of the medical 

school by the clan government to Doka Watanabe， the dean of the 

school and therefore Chutaku's anatomical book became a possession 

of the school. Recently， we found the same kind of .anatomical book， 

entitled “Kaitai Hogi "， owned by the posterity of Bokuan Sasaki， who 

was professor of midwifery at the same school， and attended very 

probably at the dissection of June of 1822. 

We compared the latter book with the one by Chutaku， and it is 

shown that many Japanese medical terms， now commonly in use， were 

determined by many physicians of the Edo era who performed dissec-

tions and translated with great e妊ortDutch medical books into Japanese. 

The pioneer of the work was Gempaku Sugita and others， who trans-

lated an anatomical book into Japanese and published “Kaitaishinsho" 

in 1774. 
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